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プロローグ







　青年の手から鋭するどく突つき出だされた槍やりの穂ほ先さきが空を切きり裂さく。

　激しく荒あらい息いき遣づかい。

　青年の端たん整せいな顔には玉の様な汗あせが無数に浮うかび、普ふ段だんであれば丁てい寧ねいに梳とかされた自じ慢まんの金きん髪ぱつは無造作に束ねられている。

　王都ピレウスの社交界で多くの令れい嬢じようや婦人達たちの視線を一身に集めた男の姿とはとても思えない泥どろ臭くさいまでの修練の姿。

　とはいえ、この青年の本質は武人。

　敵の喉のど笛ぶえを食い千切り、その熱い血潮で己おのれの渇かわきを癒いやす事こそが本ほん懐かい。

　社交的で羨せん望ぼうの的となった人当たりの良い姿も、理性的で教養あふれた態度も、所しよ詮せんは浮うき世よを生き抜ぬく為ためにこの男が身に着けた知ち恵えでしかない。

　一いつ瞬しゆん、青年の脳のう裏りにとある男の姿が過よぎる。

　先日、偶ぐう然ぜんにも廊ろう下かですれ違ちがってしまった所為せいだろうか。

（クソ、穂先がぶれたか……）

　素人しろうと目めには今までと全く同じ軌き道どうを描えがいたようにしか見えなくとも、青年にははっきりと己の槍が狙ねらったところから外れた事を感じ取る事ができた。

　それは本当に微かすかなズレ。

　具体的に言えば数ミリ以下といったところだろうか。

　いうなれば、あって当然の誤差というべき範はん囲いでしかない。

　何しろ青年は今日の朝日が地平線に顔を出した頃ころから、太陽が中天に差さし掛かかる今時分まで槍を振ふり続けていたのだ。

　それも、修練用の木製の槍ではなく、実際の戦せん闘とうに用いられる鋼鉄製の槍を。

　大の大人でも扱あつかうのが難しいほどの重量。それを武法術による身体強化なしに振るう青年の技量は、この人間という生物の上限を超こえた化け物達が数多く蔓延はびこる大地世界アースにおいても、並外れているといえる。

　だが、そんな青年の心を支配するのは焦あせりと苛いら立だち。表面に出さなくとも、彼かれの心の中には煮にえ滾たぎる溶よう岩がんの様な暗い闇やみがある。

（落ち着け。息を整えろ。鏡の様に澄すみ切った意思を持て）

　青年は大きく息を吸い込むと、脳裏に浮かんだ男の顔を振り払はらう。

　怒いかり、憎にくしみ、不安。そして限りない殺意。

　心に浮かんだそれらを押おし殺ころし、青年は再び槍を鋭く突き出した。

　そして無限の反復によって習得した完かん璧ぺきな身体の運用。

　極限まで無む駄だをそぎ落とした結果得られる、神速といえる領域にまで踏ふみ込んだ絶対的な一いち撃げき。

　徹てつ底てい的てきに対人戦闘を想定した技法だ。

　ただ早く。ただただ早く。己の尊敬する祖父より伝えられた槍そう術じゆつ。

　速度を重視したこの家伝の技法は、突きや払いといった基本動作のみを徹底的に修練する。

　巷ちまたで教わる様な見た目の派手な型は皆かい無むと言ってよい。

　実に単調で退たい屈くつ。

　正直に言って、街で弟で子しを集めて道場を開くには向かないだろう。

　だが、そんな地味で冴さえない槍術こそ、極きわめればこれほど恐おそろしいものもない。

　事実、ローゼリア王国に暮らす騎き士し達たちの中で、青年の一撃を防ぐ事の出来る人間は両手の指で数えられる程ほどしかないのだ。

　ローゼリア王国一の剣けん術じゆつ使いと名高いミハイル・バナーシュを筆頭に、ルピス王女の側近中の側近と言われるメルティナ・レクターなど、ごく一ひと握にぎりの騎き士しに限られるだろう。

　それほどの手て練だれだ。普ふ通つうに考えるのならば、近衛騎士の中隊長辺りを任じられていても格別おかしな話ではない

　もし仮に、青年がどこぞの上級騎士家の血を引いていれば、大隊長や団長すらも夢ではなかった事だろう。

　しかし、彼は残念ながらそう言った名門の生まれではなかった。

　いや、ある意味では名門と言えない訳ではない。

　ローゼリアの白き軍神と謳うたわれたエレナ・シュタイナーの側近中の側近として、彼かの女じよが一いつ介かいの兵士であった頃からの友人として、常に彼女のそばに付き従った男の孫なのだから。

　名門という言葉の意味が実績のある立派な家の生まれという意味であれば、青年は間ま違ちがいなく名門の生まれというに値あたいする。

　元は平民の出身である祖父から数えて、父親、そしてクリスと三代に渡わたり、騎士としてローゼリア王国へ類いまれな忠誠をささげ続けてきたのだから。

　だが、名門が特権を有す身分階級としての意味で用いられるのであれば、確かに青年は名門の生まれとは言えないだろう。

　先日、正式に騎士へと叙じよ位いされたとはいえ、クリス・モーガンは所しよ詮せん一介の下級騎士に過ぎない。

　有力な血けつ縁えん者しやが現げん役えきの騎士であればまた話も変わってくるのだが、父親は何年も前に亡なくなっているし、高名な祖父は寝ねたきりで、騎士としては既すでに終わった人間だ。

　その上、祖父はローゼリア王国の騎士の頂点に座すわる、ホドラム・アーレベルク将軍とはエレナ・シュタイナーとの関係から何かと因いん縁ねんがある。

　クリス自身は、正直に言って初めはそこまで隔かく意いを持っていた訳ではない。

　勿もち論ろん、祖父からは散々にアーレベルク将軍の人間性や、彼との確かく執しつを伝え聞いてはいた。幼い頃にはアーレベルク将軍へ怒りと憎ぞう悪おを感じたのも事実だ。

　しかし、そこはあくまでも権力闘とう争そうに負けた敗者の弁。

　歳としを重ねる毎ごとにクリス自身にも知恵がついてくる。判ほう官がんびいきではないが、歴史の勝者が周囲から悪く言われるのはある意味で当然だったし、その事をクリス自身も理解する。

　祖父の語る言葉を嘘うそとまでは言わなくとも、誇こ張ちようされたり、脚きやく色しよくされたりしている部分がある事を理解し鵜う呑のみにはしなくなる。

　少なくとも、クリスは年若いなりにも分別ある、その辺をきちんと区別出来る人間だったのだ。

　しかし、幾いくらクリス自身が気にしなかろうとも、所詮は相手のある話。

　アーレベルク将軍とクリスの祖父との因縁は、クリスが考えていたよりもはるかに根の深いものだったらしい。

　事実、見習い騎士として騎き士し団だんに仕えるようになって以来、クリスはアーレベルク将軍の一派から度たび重かさなる嫌いやがらせを受け続けている。

　正式な騎士にはなったものの、同じ時期に見習いとなった同期達からは数年もの後おくれを取った。

　今も正式な任務が決まらずに、屋や敷しきに待機の状態だ。

　飼い殺し。そんな言葉がクリスの脳裏に浮かぶ。

　明らかに悪意のある対応。そして、それを命じた人間の顔がクリスにははっきりと見えていた。

「チッ、まただ」

　穂先の微かなブレを再び感じ、水すい蜜みつ桃とうの様なクリスの唇くちびるから鋭い舌打ちが漏もれる。

　幼き頃より叩たたき込まれてきたローゼリア王国への忠誠。

　心の中に巣食う己の力を世に問いたいという野心。

　己の力に対しての絶対的な自負。

　そして、それらを制せい御ぎよする強きよう靭じんな意思と、冷れい徹てつなまでの現実を見る目。

　武人として殆ほとんど完璧と思われるほどの要素を持ち合わせていても尚なお、苛立ちが沸わき起おこるのはクリス自身が人間である証明だろうか。

（今は黙だまって機会を待つしかない……だが、それは何時いつだ？　本当にそんな機会がやって来るのか？）

　ローゼリア王国の前に広がる天を覆おおわんばかりの暗雲。

　ルピスとラディーネ。二人の王女が織りなす騒そう乱らんの世は、貴族と騎士達の思おも惑わくを巻き込み成長しながら既に目の前まで迫せまってきている。

　今のローゼリア王国は限界まで膨ふくらんだ風船と同じ。ちょっとした切っ掛けがあれば、たちまちそこかしこで戦火が広がるだろう。

　しかし暗雲を見み据すえていても尚、クリスには何も出来ない。

　愛する祖国を戦火から守る事も、そして己の野心を満たす事も……




「何か用ですか？」

　背後に生じた気配を察し、クリスはゆっくりと手にした槍の構えを解く。

　振り返ったクリスの青く澄んだ空色の瞳ひとみに映し出されるのは、黒いお仕着せに身を包んだ白しら髪がの老女。

「クリス様。ご隠いん居きよ様がお呼びでございます」

「御お爺じい様さまが？」

「はい、クリス様が稽けい古こ中である事はお伝えしたのですが、なるべく急いでとの事でございます」

「分かりました。汗を拭ふいてから直すぐに行くとお伝えしてください」

　隠居したとはいえ、未いまだにこの家の主が祖父である以上、待たせるのは論外。だが、流石さすがに汗の染しみ付ついたこの格好のまま出向く訳にはいかない。

　だが、そんな当然の要求に老女はゆっくりと顔を横に振る。

「いえ、ご隠居様はどうしても今直ぐにとのおおせです」

　古くから屋敷に仕える祖父の信しん頼らい篤あつきメイドの言葉に、クリスは汗にまみれた顔を微かに顰しかめて見せる。

「おやおや、それはまた……ですが、流石にこの格好では不味まずいでしょう？」

　汗が染みこみべっとりと肌はだに張り付いたシャツ。

　とても人前に出られる様な格好とは言えない。

　その上、修練に集中していた時には感じなかった不快感が、汗が冷えると共にクリスを襲おそう。

　礼れい儀ぎがどうのという以前に、クリスとしてもこんな格好で祖父の前に姿を現したいとは思わない。

　だが、彼女も伊達だてに長年このモーガン家に仕えてきた訳ではない。

「新しいお洋服は準備いたしております。汗はこちらをお使いください」

　そう言うと彼女は、皺しわ一つなく折りたたまれた絹のシャツとタオルを差し出した。

「随ずい分ぶんと準備の良い事だねぇ」

　冷たい井い戸ど水みずに晒さらした後、固く絞しぼったタオルの心地ここち良よさを感じながら、クリスは探さぐる様な視線を向ける。

　幼い頃からひたすらモーガン家に仕えてきた老女。彼女は厳格で礼儀や身だしなみにうるさく、クリスは幼い頃から幾いく度どとなく行ぎよう儀ぎが悪いと叱しかりつけられてきたものだ。

　そんな彼女がこんな対応をしてまでクリスを祖父の下へと急せき立たてるには、それ相応の理由があるはずだった。

　そんな問いをクリスの視線から感じたのか、彼女は素す早ばやく周囲へ目を向けると、クリスの耳元へと口を近づける。

「実は先ほど……」

　老女の囁ささやく様な言葉を聞き、クリスの目が徐じよ々じよに怪あやしい光を浮かべ始めた。

　そう、まるで獲え物ものを見つけた肉にく食しよく獣じゆうのような光が。







第一章　鼎かなえ沸わき立たつ







　木の幹に規則正しく斧おのを打ち込む音が響ひびく。

　ここは王都ピレウス近きん郊こうの深い森。

　近くの農村に住む樵きこりが働いているのだろう。

「おやぁ……また来たぞ」

　使い込まれて柄えをすり減らした斧を振るう樵の手が馬車の車輪の回る音を聞きつけ止まる。

　大おお粒つぶの汗が浮かぶ顔を腰こしに下げた手て拭ぬぐいで拭きながら、樵の顔が小道の方へと向けられた。

　森を切り開いて作られた馬車一台通るのがやっとという小道だ。

　一応、石いし畳だたみで舗ほ装そうはされているとはいえ、別に村へと続いている訳でもない。

　この道の先にあるのは、ずいぶん前に引退したと言う近衛騎士だった老人の屋敷が在るだけだ。

「ふぅん。どう見ても荷馬車じゃねぇなぁ。やっぱりお屋敷への客か」

　二頭立ての箱馬車が通り過ぎるのを見送りながら樵は首を傾かしげる。

　農村から生産物を運ぶ小売の商人が使う様な荷馬車なら道を間違えただけと言う事もあり得るが、華か美びではないがそれなりに立派な箱馬車である以上、その可能性はない。

　元々、交通量の少ない脇わき道みちだ。

　使うのは近きん隣りんの農村に住む樵か老人の屋敷へ向かう人間だけ。

　もっとも、老人が現役の頃から屋敷に人が訪おとずれる事は少なく、彼が騎士を辞やめて屋敷に引きこもってからは年に一度あるかどうかというところ。

　偏へん屈くつと言う程ではないにせよ、決して人付き合いが盛んとは言えない老人の顔を思い浮かべ、樵の顔に苦笑いが浮かぶ。

「珍めずらしい事もあるものだ……まさか、ご容体が急変したんじゃないだろうな」

　つい数年前までは、村の近辺に出しゆつ没ぼつする怪かい物ぶつの狩かりを手伝ってくれたものだが、最近ではめっきり姿を見かけない。

　まぁ、その代わりに屋敷に勤める若手の見習い騎士達が手伝ってくれるので特に問題はないのだが、それでも長年の付き合いというものがある。

　少なくとも、死んだと聞けば悲しく感じる程度には恩も義理もあるのだ。

「久しぶりにご機き嫌げん伺うかがいでもしてみるか……」

　村の噂うわさでは、なんでも死病を患わずらい寝しん室しつで寝たきりという話だ。

　心配そうに呟つぶやくと、樵は馬車の走り去った方向を何時までも見つめていた。




「この度は初めて御お目めにかかります。フランク・モーガンの孫、クリスと申します」

　そう言うとクリスはエレナの前に跪ひざまずくと騎士の礼を取る。

　その姿には一分の隙すきもない。

　それは、彼が良く鍛きたえ込まれた戦士である事を示している。

　跪いたクリスの姿を見つめながら、エレナは穏おだやかな笑えみを浮かべた。

「こちらが祖父より預かって参りました手紙でございます」

　差し出された手紙を開くと、そこに書かれた懐なつかしい署名に目を細める。

　差出人は当然、この屋敷の主人であるバルク・ウォーレンと共に、現役時代のエレナを支えた腹心の部下。

　その孫が態わざ々わざやってきたのだ。

　エレナにとっても、身内に等しい。

「そんな風にかしこまる必要はないわ。ここに集まったのはみんな身内も同然だから。もっと砕くだけた口調で良いわよ。楽になさいな」

　それはまるで、孫を見つめる祖母にも似た優やさしい目だ。

「はい」

　鈴すずのなるような美声。

　クリスは伏ふせていた顔をゆっくりと上げる。

「「あぁ……」」

　思わずエレナの周囲から感かん嘆たんのため息が漏れた。

　男も女も思わず息を呑のむ程の美形だ。

　金髪の巻き毛。冷たく光る氷の様な青い瞳に白く透すき通とおるような柔やわ肌はだ。

　女性であれば誰だれもが欲ほつする天からの贈おくり物ものをクリスは持っていた。

　それは、既に老年と言って良いエレナとて変わりはしない。

「噂には聞いていたけれど、怖こわい程の美び貌ぼうね……男にしておくのが勿もつ体たいないくらいだわ」

　嫉しつ妬ととからかいの混じったエレナの言葉にクリスは苦笑いを浮かべる。

「あまりこの顔で良い思いをした覚えがないのですが……エレナ様にお気きに召めしていただけたのならば光栄です」

　その言葉に刻み込まれた苦い思いをエレナは敏びん感かんに察した。

　一見したところ女性にしか見えないが、クリス・モーガンはれっきとした男性であり、ローゼリア王国の騎士の一人だ。

　周囲からその美貌をどれほど称しよう賛さんされようとも、彼にとっては煩わずらわしいだけに過ぎない。

　これでクリスが吟ぎん遊ゆう詩人や役者、もしくは春を売る男だん娼しようといった職業であれば、彼の美貌はまさに最高の武器といえただろう。

　絶世の佳か人じんとして近隣諸国にまで名をはせたクリスの母親。彼女の血を色いろ濃こく受うけ継ついだのは決してマイナスではない。

　しかし、戦場に生きる男にとってみれば過ぎた美貌など邪じや魔まにしかならないのも事実。

　美しいが故ゆえの忌き諱き。

　優すぐれた物は人を引き付けると同時に、忌き避ひさせる原因ともなりうる。

　それに、フランク・モーガンの孫と言う事実は決してクリスにとってプラスとはならない。確実に、アーレベルク将軍を筆頭とした騎士派の主流層からは目を付けられていた筈はずだ。

　そこにこれだけの美貌が加われば、人目を引き過ぎる。

　決して愉ゆ快かいな事にはならないだろう。

「そうね……確かに騎士に向かって言う言葉ではないわ……私が悪かったわ。ごめんなさいね。許してくださるかしら？」

　真心のこもった謝罪。

　引退したとはいえ、一国の将軍を務めた人間が二十歳はたちそこそこの若造に向けて言う言葉ではない。

　エレナの謝罪に、クリスは一瞬息を呑んだ。そして、ゆっくりと口を開く。

「祖父より聞かされていた通りの方ですね……」

「あら、どんな風にフランクが話したのか気になるわね」

「自分が生しよう涯がいを賭として支え続ける価値のあるお方だと……」

　深い言葉だ。

　そして危険でもある。

　騎士の主である王を差し置いて、エレナを主人として仕える。

　そんな風にも取る事の出来る言葉。

　悪意ある人間が耳にすれば、謀む反ほん人にんとの誹ひ謗ぼう中傷すら受けかねない。

　しかし、エレナはそんなクリスの言葉を悠ゆう然ぜんと受け止めた。

「フフッ、フランクがそんな事を……ね」

　己の現役時代を支えた側近の言葉。

　それが本心からの言葉なのは、孫であるクリスをこの場に差し向けた事からも窺うかがい知しる事が出来る。

「はい。先日エレナ様からお手紙を頂き、体さえ動けば自ら馳はせ参さんじるところをと、酷ひどく嘆なげいていました」

「仕方がないわ。無論フランクが来てくれれば心強いけれど……病ではね」

　エレナは、当時三十歳になるかならないかといった頃のフランクの姿を思い浮かべながら、悲しげに目を閉じる。

　フランク・モーガンが罹かかった病の名は腐ふ肉にく病。

　この屋敷の主であるバルクの体を苛さいなむのと同じ死病だ。

　初めは指先に始まり、徐々に体の中心へ向かって肉体が生きながらに腐くさり始めるこの病気は、滅めつ多たに掛かる人間が出ない上に感かん染せんが広がる事も少ないのだが、その代わりに非常に金が掛かる病として恐れられている。

　治ち療りよう法ほう自体は確立されているものの、その為には中央大陸から輸入される秘薬が絶対に必要とされている上に、その薬は高価で輸入量が少なく有力な貿易商の伝つ手てがなければ入手はかなり難しい。

　更さらに言えば、この秘薬は発病の初期段階でしか効力を発揮しないので、入手に手間取れば手て遅おくれになる事も多いのだ。

「ごめんなさいね……私の所為だわ。貴方あなたにも迷めい惑わくを掛けてしまったし」

　エレナの突とつ然ぜんの謝罪にクリスはゆっくりと首を横に振った。

　主語は無いが、エレナの謝罪が何を意味しているのか分からないほどクリスとて子供ではない。

「いいえ、全ては祖父が望んだ結果です……死んだらあの世からアーレベルク将軍を呪のろい殺してやると息巻いていましたよ。それに私に対しての謝罪もご無用です。騎士の真価は戦で証明するのみですから」

　クリスは祖父の言動を皮肉な口調で真似まねて見せた。

　その言葉の奥おくに隠かくされた覚かく悟ごがどれほどのものか。

　幾ら高価な秘薬であるとは言っても、決してモーガン家の貯ちよ蓄ちくで買えないほどの値段ではなかった。

　エレナと同じ平民からの叩たたき上あげとは言っても、フランク・モーガンは上級騎士にまで登のぼり詰つめた男だ。

　元々派手な生活を好まない寡か黙もくな男である為、給金の使い道は限られている。

　それに、もし仮に金銭的な問題だけであるならば知人から募つのっても良い。

　エレナを筆頭にして、多くの仲間達がフランクの為に喜んで金を出しただろうし、それはバルクに対しても同じ事をするだろう。

　エレナが言う、身内という言葉は本当にそのままの意味。

　戦場という極限状態を共に潜くぐり抜けてきた仲間同士の絆きずなはそれほどまでに強い。

　伝手に関しても同じだ。

　引退したとはいえ、現役時代に培つちかった人脈を使えばどうにでもなった。

　伊達や酔すい狂きようで一国の軍事の中ちゆう枢すうを担になっていた訳ではないのだから。

　では、なぜフランク・モーガンやこの屋敷の主であるバルクが、今もまだ病に苦しんでいるのか。

　その理由はただ一つ。

　騎士派の筆頭であるアーレベルク将軍や側近達に、エレナに親しい人間であると疎うとまれていたからだ。

　身分や家いえ柄がらを重視するアーレベルク将軍にとって、平民からの叩き上げであるエレナやその仲間であるフランク達ほど目め障ざわりな人間は居ない。

　現役の騎士である頃から何かにつけて嫌がらせをされていたが、それは騎士を引退した後にも執しつ拗ようなまでに続いた。

　無論、エレナ達へ直接的な行動に出る事はないが、彼らに親しかった友人やその家族に矛ほこ先さきを向けられてしまえば、現役を退いたエレナには手の打ち様がない。

　全ての原因はエレナに対するアーレベルク将軍の憎しみに他ならなかった。

　その根を断たつ為に、フランクやバルクは己の命を己で捨てたのだ。

　従順で無力である事をアピールする為の捨て石として……。

「祖父は申していました。ファルスト二世が亡くなり、国王と言う重おも石しがなくなった今、騎士派と貴族派の対立は激化し、このままではローゼリア王国は割れるだろうと……ですが、だからこそ我々がルピス王女の下に集つどう意味が生まれます」

　クリスの言葉を聞き、エレナは唇を釣つり上げ笑った。

　それは普段は決して見せない暗い炎ほのおの様な笑み。

　大義名分。

　それなくして騎士達をまとめ上げる事は出来ない。

　そして今、錦にしきの御み旗はたはエレナの頭上に翻ひるがえっている。

「えぇ……後は、どの程度迅じん速そくにアーレベルク将軍の陣じん営えいを切り崩くずせるかね。彼が状じよう況きようを把は握あくし体制を整えるまでの勝負よ」

　エレナはアーレベルク将軍を憎んでいる。だが、その一方で、彼の政治的な能力を侮あなどるつもりはない。

　周囲から敵視されながらも、貴族派の重じゆう鎮ちんと長年にわたって政争を繰くり返し、ついにはローゼリア王国を二分する派は閥ばつの長にまで上り詰めた男なのだから。

「若手の騎士達の間でも不満が高まってきています。騎士派の中でもアーレベルク将軍の恩おん恵けいを受けているのは家柄の良い一部だけですから。騎士達の多くは長い物には巻かれろと仕方なく従っていると言うのが正直なところでしょう。ですが、エレナ様がルピス王女の下で現役に戻もどられるなら、必ず情勢はこちらへと傾かたむくはずです。いえ、必ずや動かして御ご覧らんに入れます」

　そう言うとクリスは冷たい笑みを浮かべる。

　既にある程度の見込みが付いているのだろう。

　クリスは断言するかのように力を込めて言い放った。

「そう……長い間待った甲か斐いがあったわね」

　深いため息と共に、エレナはクリスに向かって頷うなずく。

　個人的な復ふく讐しゆうを正当化する好機。

　ローゼリア王国を正すという大義名分は、第一王位継けい承しよう権けんを持つルピス王女を担かつぎ上げる事により正統性を増した。

　今までアーレベルク将軍に虐しいたげられてきたエレナ達にとって、ようやく到とう来らいした機会と言って良い。

「ありがとう……クリス。そして皆みな……長い間待たせたわね」

　その言葉の指し示す意味はたった一つだ。

　エレナが静かに頭を下げると、この場に居た誰もが一いつ斉せいに立ち上がり、拳こぶしを天へと突き上げる。

「「「ローゼリア王国万ばん歳ざい！　白き軍神に栄光あれ！」」」

　今まさに、ローゼリア王国の未来を切り開かんと、騎士達は立ち上がったのだ。

　しかし、このエレナ達の思いが新たな誤算を生み出し、戦局を一気に開戦へと近づける事になろうとは、この場に居る誰も想像すら出来なかった。




　イピロスの裏通りに立ち並ぶ娼館。

　店の前では、胸むな元もとを開はだけさせ扇せん情じよう的てきな装いに身を包んだ女達が、行きかう男たちの袖そでを引いている。

　香こう水すいと酒の入り混じった何とも言えない香かおりに包まれた魅み惑わくの世界。

　その中の特に豪ごう勢せいな店の一室に、オルトメア帝てい国こくの工作員である須す藤どう秋あき武たけの姿があった。

　ここはオルトメア帝国の東部侵しん攻こうにおける謀ぼう略りやくの拠きよ点てんの一つであり、組織が運営する資金の一つ。

　部下の一人から差し出された書類に目を通していた須藤の目が細まる。

「ふむ……これは少しばかり予想外の展開ですねぇ」

「やはり、このままでは組織の計画に支障が出る可能性があるかと……須藤さん、どうしましょうか？」

　部下の問いに須藤は小さく頷くと、読み終わった書類を机の上へと投げ出した。

「まぁ、そうですねぇ……」

　ソファーの背もたれに体重を掛けながら、須藤の視線が宙を泳ぐ。

（まいりましたねぇ。ここでも御み子こ柴しば君が首を突っ込んでくるとは……まさか、彼は組織にとって疫やく病びよう神がみという訳ではないでしょうねぇ？）

　初めは、オルトメア帝国主席宮きゆう廷てい法ほう術じゆつ師しであるガイエス。ウォークランドの殺害と、それに伴ともなう一連の騒そう動どう。

　斉さい藤とうには軽くしか伝えていないものの、正直に言えば組織にとってガイエスの死はかなりの大事だったのだ。

　結果的に組織としては無理やり帳ちよう尻じりを合わせはしたものの、今まで予定通りに進めてきた計画に大おお幅はばな修正を齎もたらし、事実確かく認にんと今後の方針を打ち出す為に組織のメンバー達の稼か働どう率りつを跳はね上げた事は記き憶おくに新しい。

　今のところはとある事情から、組織が御子柴亮りよう真まの殺害を計画する事はないのだが、一時期は組織から暗殺者を差し向けようという動きすらあった。

　そこに来て、今回の話だ。須藤としてもそう簡単に対策を練るのは難しい。

（運命とでも言うのでしょうかねぇ……まさか欲に目がくらんで、フルザードのギルド長がこんなつまらない策を企くわだてるとは思いませんでしたし。ましてや、囮おとり役を任せたのが例の双ふた子ごの片割れとは……）

　組織の表の顔であるギルド。

　西方大陸全土に国境を越こえて活動する巨きよ大だい組織。

　だからこそ、ギルドには公正さや中立性が求められてきた。

　地球に置きかえれば、ある意味国連のような存在に近いともいえる。







[image: ]







　ただ、同時にそれが建前でしかない事も須藤は良く理解していた。

　公正、公平、中立。

　言葉にすればこれほど簡単な物もないが、実際にそれを行えるかと言えば首を横に振るしかない。

　実際、各地の支部を支配するギルド長達たちの大半が、表に出せない内職をしているのは公然の事実だ。

　まぁ、それも彼らギルド長が貴族に匹ひつ敵てきする力を持っているとなれば致いたし方かたない事といえるだろう。

　汚お職しよくも賄わい賂ろも人の世の常なのだから。

（とはいえ、今回はあまりにもタイミングが悪い。まさかローゼリア王国に彼らがやってくる事になるとは）

　組織にとって、オルトメア帝国は大切な宿主であり傀かい儡らいでもある。

　彼の国の戦を組織がコントロールする事によって、組織は戦争を支配し利益と安全を得るのだから。

（オルトメア帝国が進めているザルーダ王国への侵攻作戦……その為にはローゼリア王国の政情が不安定である事が望ましい）

　東から順にミスト、ローゼリア、ザルーダの三国によって構成される西方大陸東部。

　この中でも他大陸との交易が盛んなミスト王国が頭一つ飛とび抜ぬけている状況だが、それでもミスト王国一国ではオルトメア帝国の国力には到とう底てい及およばない。

　それは、豊かなテーベ川の恵めぐみによる広大な穀倉地帯を有するローゼリア王国も、難なん攻こう不ふ落らくの山々に囲まれ、豊富な鉄資源を有するザルーダ王国にも同じ事が言える。

　二国の連合でも駄だ目めだ。

　だが、三ヶか国こくならば話は変わってくるだろう。

　東部三ヶ国が結集すればオルトメアと五分の戦いが出来る。

（逆に言えば、オルトメアが東部を侵しん略りやくするには、三ヶ国間の分断が必ひつ須すという訳ですねぇ）

　その事が分かっているからこそ、須藤はこのローゼリアの地へとやってきたのだ。

　地理的な観点から言えば、ローゼリア王国はミストとザルーダの二国に挟はさまれた土地。

　ミストからザルーダへ短期間で確実に援えん軍ぐんを送り込む際には、陸路を使いローゼリア王国を通るしかない。

　どうあってもローゼリア王国を避さけるというのであれば、一度南部諸王国へ出て迂う回かいする道しかないが、南部諸王国の多くは、ミストやローゼリアと国境をめぐり長年矛ほこを交えてきた犬けん猿えんの仲。

　領内の通行を許可する訳もない。

　そして、海路を使っての派兵というのも事実上不可能といえる。

　とある事情から西方大陸東北部の海域に船を送る事も難しいからだ。

　こういう現在の西方大陸における状況を整理していくと、オルトメア帝国がローゼリア王国へ須藤を派は遣けんした狙いが鮮せん明めいに見えてくる。

「その上、エレナ・シュタイナーさんですか……噂は多少耳にしてはいましたが、御子柴君がまさか当の昔に引退した彼女を引っ張り出してくるとは思いませんでしたよ」

　ボヤキの混じった独り言が須藤の口から洩もれる。

　須藤とて、謀略を仕し掛かけようとしている以上、ローゼリア王国内の有力者や人間関係は十分に把握していた。

　勿論、ローゼリアの白き軍神と謳われたエレナの事も調査は済んでいる。

　アーレベルク将軍との確執も薄うつすらとは把握していたが、まさかここで現役復帰をするとはあまりにも想定外としか言えない。

（アーレベルク将軍の能力はともかくとして、人望は皆無と言っていいでしょう。それでも彼の権勢に恐れを感じ、誰もが不満を押し隠してひれ伏してきた訳ですが、これからは状況が劇的に変わるでしょうねぇ）

　ゲルハルト公こう爵しやくに対たい抗こうするという意味で、アーレベルク将軍は傲ごう慢まんとも言える強気な態度から、騎士の中で支持者がいなかった訳ではない。

　騎士達の中には、貴族達の増長を憎く思っており、その対たい抗こう策さくとして、アーレベルク将軍に従うという道を選んだ人間もいる。

　だが、これも今回の一件で流れが大きく変わってくるだろう。

（傲慢で排はい他た的てきな血統主義者と、平民から成り上がった救国の英えい雄ゆう。今のこの国の状態や不満を考えれば、周囲がどちらにつくかは考えるまでもありませんからねぇ。となれば今のアーレベルク将軍に残された道は二つだけ。ローゼリア王国内で不利を承知の上での政争を勝ち抜くか、他国に逃のがれ再起を求めるかですかねぇ。一番の上策は隣りん国ごくタルージャへ戸外の騎士達を引き連れて亡命する事でしょう。まぁ、アーレベルク将軍の性格を考えるとその道を選ぶのは本当に最後の最後でしょうけど）

　元々、アーレベルク将軍の妻は隣国のタルージャ王国に縁えんの人間。

　国土的にはローゼリア王国とタルージャ王国では比ひ較かくするのが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるほどの差があるものの、南部諸王国の国々の兵士や騎士は激しい戦争を潜り抜けた猛も者さが多く、軍事力という観点で見た場合、決して侮る事の出来ない力を誇ほこっている。

　再起を期すという意味から考えれば、今の段階で他国へ逃にげ出すという判断は決して悪いとは言えないのだ。

　ただし、その為には幾つかクリアしなければならない課題が出てくる。

　真に追おい詰つめられれば嫌も応もないが、多少状況が悪くなったという程度の今の状況で見切りが出来るかといえば、アーレベルク将軍の性格から考えて非常に難しいだろう。

（あの方は強ごう欲よくの上に自尊心が強いですからねぇ。このまま私が何の策も講じなければ恐らくは何が何でも派閥の維い持じを優先させようとするでしょうねぇ。そうなれば最終的には、エレナ・シュタイナーに己の派閥を食くい荒あらされ、身動きが取れなくなるでしょう）

　そこまで考えが進めば、須藤のとるべき道も自おのずと見えてくる。

　オルトメア帝国にとって最悪なのは、ローゼリア王国の内乱が収束し、国内情勢が一つの勢力によって安定させられてしまう事だ。

　そして、それは組織にとっても決して好ましい結果ではない。

「仕方がありません。当初の計画を変へん更こうし、ここは一つアーレベルク将軍に救いの手を差し伸のべてみる事にしますかねぇ」

　まるで子供が玩具おもちやを得て浮かべる様な満面の笑みを浮かべながら、須藤はゆっくりとソファーから腰を上げる。

　死と嘆きをこの国に撒まき散ちらす為に……




「まいったな。こんな展開になるとは……クソッ、予定が狂くるっちまったぜ……」　亮真は先日与あたえられた城の自室に籠こもると、宙を見つめながら頭を掻かいた。

　真赤な夕日が亮真の顔を赤く染め上げている。

　体重を預けた椅い子すの背もたれが、その重さに悲鳴を上げた。

「アーレベルクの野や郎ろうがこんなに早く見切りをつけて動くとはなぁ……流石さすがに馬ば鹿かじゃなかったか。甘あまく見過ぎたぜ……いや、それにしてもタイミングが良すぎるか。まるでこっちの動きを見み透すかしている様な……なら、それよりも……」

　呆あきれと称賛が入り混じった言葉。

　それは別段、誰かに話しかけた訳ではなかった。

　この部屋にはメイド服を着こんだサーラとローラの二人しか居なかった。

　しかし、マルフィスト姉妹へ亮真が話しかけた訳ではない。

　亮真は相変わらず宙を睨にらんだまま思考の海を漂ただよっている。

　実際のところ、亮真の呟きはただ深く考え込んだ時につい洩らした独り言に過ぎない。

　マルフィスト姉妹は数ヶ月も共に過ごした事により、その事を十分に理解していた。

「姉様……亮真様、すごく考え込まれているけど……晩ばん餐さん会かいの開始時間が過ぎているのを忘れてないよね？」

　サーラが小さな声で傍かたわらの姉へ耳打ちする。

　主の思考の邪魔にならないように、必要最低限の小声だ。

「多分、お忘れになっているわね……でも、今は邪魔をしては駄目よ……何いずれ考えが纏まとまったら私達たちにお声をかけてくださるから……その時にお断りの連れん絡らくを入れたことを報告すれば済むわ」

　既に姉妹の間では晩餐会の欠席は確定事じ項こうだ。

　今、主に必要なのは何かを理解している証あかしだろう。

「うん、分かった……私ちょっと行って断ってくるね」

「えぇ、お願い……私は亮真様のお側そばから離はなれたくないし……王女殿でん下かへよろしくお伝えしておいて頂ちよう戴だい」

　相変わらず宙を見つめ続ける主へそっと視線を向けると、ローラは小さく頷いた。

　硬かたい決意に満ちた言葉だ。

　実際のところ、御子柴亮真に護衛が必要かどうかに関しては意見が分かれるところだろう。

　確かに法術を使う事こそ未だに出来ないものの、その巨きよ体たいと彼かれの体に宿る技わざは歴戦の傭よう兵へいをいとも容易たやすく葬ほうむり去さる。

　しかし、どれほど強かろうと、御子柴亮真は吟遊詩人が歌う伝説に出てくる様な不死身の英雄ではない。

　そして、どれほど強くとも人である以上、隙を完全に無くす事も出来ない。

　その事を理解しているからこそ、マルフィスト姉妹は決して亮真の傍そばを離れようとはしない。

　二人は自分達が主の弾たま避よけにさえなれれば良いと割り切っていた。

　無私の愛情と至高の忠誠と言うべき心を持つがゆえに。

「他に何かある？」

「えぇ、そうね……じゃあ、サーラは厨ちゆう房ぼうを借りて夕食の準備をしておいて。きっとお腹なかを空すかされるはずだから」

「うん、分かった」

　ローラの声に小さく頷くと、サーラは静かに部屋から抜ぬけ出だしていく。




　どれほどの時間が過ぎたのだろう。真っ赤な夕日は既に地平線に落ち、窓の外は漆しつ黒こくの闇やみに支配されていた。

　微かすかな星明りと城の中庭にたかれた篝かがり火びが、部屋の中を微かに照らし出す。

「ふぅ……腹が減ったな……」

　ふと、無心のまま宙を見据えていた亮真の口が開いた。

「今、何時頃ころだ？」

　その呟く様な問いかけにローラが答える。

「先ほどに二十二時を告げる鐘かねが鳴ったところです」

　よほど意識を集中していたのだろう。あの盛大な鐘の音も亮真の耳には届かなかったようだ。

「あぁ、そうか。もう、そんな時間か……」

　その瞬しゆん間かん、亮真の脳のう裏りに先日ルピス王女から告げられた食事の約束が過る。

「不味い！　今日はルピス王女主しゆ催さいの晩餐会があった筈はずだ」

「既にお断りのご連絡を入れております」

　ルピス王女との約束を思い出した亮真は一いつ瞬しゆん顔色を変えたが、ローラの言葉を聞いて胸を撫なで下おろす。

「そうか……助かった」

　幾ら身分を気にしない亮真でも、王族との晩餐を無断ですっぽかして平気な顔をしてはいられなかった。

　身分の壁かべが非常に厚いこの世界の事だ。不敬を理由に処しよ刑けいされても不思議ではないのだ。

「何か伝言は？」

「アーレベルク将軍の一件で対策に頭を悩なやませているのでしょうと言われ、欠席に関しては気にしないようにとのお言葉を頂いたそうです。ただ、明日の午前に会議を開くので、そこで方針を示せる様に準備しておいて欲ほしいとの事です」

　サーラからの伝言を澱よどみなく伝えると、ローラは亮真の前に水の入ったコップを差し出す。

「あぁ、悪い……」

　適度に冷やされた水が亮真の喉のどを癒いやしていく。

「明日までか……ルピス王女も気楽に言ってくれるぜ……だが、流石にアーレベルク将軍をこのまま放っておく訳にはいかないか」

　王家主催の晩餐会を直前で欠席すると言う不敬に対して、当事者であるルピス王女は意外と言っていいほど寛かん大だいだった。

　勿もち論ろんそれはこの日の午前中にもたらされた報告の内容が如何いかに重要だったかを物語っている。

　それに、ある意味ルピス王女の失態の尻しり拭ぬぐいと言う側面もあるのだ。

　今回の発ほつ端たんを突つき詰つめれば、彼かの女じよの判断の甘さが原因とも言えるのだから。

　突然、亮真の腹が不満の声を上げた。

　終始無言のまま思案に明け暮れ、昼食を食べてからずっと、何も口にしていないのだから腹が反乱を起こすのも致し方ない事ではある。

「腹が減ったな。何かあるかい？」

「はい。サーラが厨房を借りて準備して有りますので……それでよろしければ」

「そうか……なら二人も一いつ緒しよに食べよう。どうせ食べてないんだろ？　少し話しておきたい事もあるしな」

　今までの経験から、亮真は二人が自分より先に食事をする事がないと知っている。

「直ぐにご用意いたします」

　亮真の言葉に、ローラは嬉うれしそうに頷いた。




「さてと。時間がもったいないし、食べながらで良いから聞いてくれ」

　亮真の言葉にマルフィスト姉妹は視線を亮真へ向け頷いた。

　彼かの女じよ達たちは身の回りの世話をするメイドであり護衛であると同時に、亮真にとって大切な相談相手になっていた。

　自分の考えを他人に説明する事で、亮真自身の理解が深まると同時に、ルピス王女などへ説明する時のリハーサルにもなる。

　更に、一番重要なのは単語の意味や言い回しの確認だった。

　上級騎き士しの家系に生まれた所為せいで、マルフィスト姉妹の受けた教育水準はこの大地世界アースにおいて最高といってよいほど高いものだ。

　勿論、日本のレベルとは比べようもない。亮真から見ればせいぜい小学校高学年、どんなにひいき目で見ても中学生レベルと言った程度でしかないだろう。

　しかし、戦の絶えないこの世界では、二人は博識といってよい知識量を誇る。

　なにしろ、人口の九割以上を占しめる平民の殆ほとんどが、自分の名前すら書けないレベル。

　本を読むなど、貴族や騎士の家系でもない限り、夢のまた夢。

　そして、そういった教育水準の低さは数学に関しても同じ事が言える。

　町中の行商人で足し算引き算を使う程度。掛かけ算ざんや割り算などを習得していれば相当に重宝がられること請うけ合あいだった。

　農民の中には指の数以上の数は数えられないという人間もざらに居る。

　だが、それはある意味仕方のない事とも言える。

　大地世界アースにおける職業の殆どが肉体労働に属するものだ。

　勉強などする暇ひまがあるのなら、少しでも農作業に時間を費やし収しゆう穫かく量りようを増やすべきだというのがこの大地世界の常識だった。

　乳ち飲のみ子ご以上に育っていれば、たとえ子供であっても家の大事な労働力として数えられるのだから。

　そう言う世界であるから、亮真が策に関して話をしても周りの人間に伝わらない事がある。

　傭兵を志す人間の多くが、貧しい平民出身者だからだ。

　亮真はこの大地世界に召しよう喚かんされて以来、理由は定かではないもののこの世界の言葉を理解し、相手へ己おのれの意思を伝える事が出来る。

　ドイツ語や中国語で書かれた書しよ籍せきも読み解くことが出来るようになった。

　だが、日常的な会話が出来るとは言え、大地世界に概がい念ねんそのものが無い言葉を話されても、話されたこの世界の人間は意味を理解する事が出来ない。

　日本語の『いただきます』を英語に訳すと『Ｉ ａｍ ｅａｔｉｎｇ．』や『Ｌｅｔ[image: ]ｓ ｅａｔ．』などと訳される場合があるが、日本人の感覚としては意味がずれている様に感じる。これは、『いただきます』という概念が日本特有のものであり、英語の中にその概念が含ふくまれていない事に起因しているのだ。

　概念がなければ意味がずれるのは当たり前。

　いや、そもそも日本人と大地世界の人間には知識量からして大きな隔へだたりが存在するのだから、正確な意思の伝達が阻そ害がいされるのも当然の事だろう。

　　だから、亮真はマルフィスト姉妹へ一度説明をする事にした。

　そうすれば、姉妹が分からない言葉や理解しにくい言葉を判別する事が出来る。後は言葉の言い回しを変え、より噛かみ砕くだいて説明してやれば良い。

　手間は確かに掛かる。

　だが、相手に理解させようという努力は、己の理解力を深めるという側面があるのは事実だ。

　それに亮真としても、水を吸い込むように知識を吸収していくマルフィスト姉妹と話すのは良い気分転てん換かんになっていた。

「二人ともアーレベルク将軍が貴族派と合流したことは知っているな？」

　亮真の問いにマルフィスト姉妹は無言のまま頷く。

　これこそ、亮真が頭を悩ませ晩餐会をすっぽかした原因だった。

　本来なら限られた人間にのみ知らされるべき情報だが、こう言った重要な情報は得てして漏れやすい。

　今日の午前中にもたらされたこの凶きよう報ほうは、夕刻には城に勤めている者なら誰もが知っている公然の秘密となっていた。

　亮真としては簡単に国の機密が漏もれるこの状況を苦々しく思っているが、個々の危機管理意識が薄うすいため対策の打ち様がない。

　御子柴亮真は、所しよ詮せん異世界から召喚された余所よそ者もの。

　一いつ朝ちよう一いつ夕せきで国の有り方を変える事など出来るはずもない。

　今目の前にある問題の中で最優先の物から対処するしかないのだ。

「なら、どう言う経けい緯いでそうなったかは知っているか？」

　今度の問いには、マルフィスト姉妹の首が横に振ふられた。

　姉妹が王宮に勤める侍じ女じよ達たちから漏れ聞いたのは、アーレベルク将軍が貴族派に合流したらしいと言う結果のみ。

　その過程に関しての情報は錯さく綜そうしていた。

「そうか。なら……まずは経緯から説明するか」

　亮真は口に含んだワインで肉を胃へ追い落とすと、重い口を開いた。

　国内治安の回復という名目で、自らが団長を務める第一騎き士し団だんを率い、ホドラム・アーレベルク将軍が王都ピレウスを発たったのは、今から四日ほど前の事だった。

　亮真自身はこの事を知らされてはいなかった。

　もし仮に、この話を事前に聞いていれば、亮真はどんな手段を使ってでもアーレベルク将軍の動きを邪魔した事だろう。　後からメルティナに聞いた話では、アーレベルク将軍がルピス王女へ強きよう硬こうに申し入れをしたらしい。

　国内の治安回復。群を動かすお題目として掲かかげるには、実に適当な物と言えるだろう。

　いや、事実貴族派がラディーネ王女を擁よう立りつし対立構造が激化してからは、確かにローゼリア王国内の治安は悪化し続けていた。

　ここ最近、野盗の襲しゆう撃げきは日を追う毎ごとに激しさを増し、国民からは不安と不満に彩いろどられた嘆たん願がんが繰り返されているのだ。

　その原因ははっきりとしている。

　貴族派、騎士派の両陣営が、自分の影えい響きよう下に置かれている治安維持を担う筈の騎士や警備兵を駐ちゆう屯とん先から撤てつ退たいさせた所為だ。

　これは、戦の匂においを感じ取った両者が戦をする上で少しでも有利になる為ための動きだった訳だが、その結果は最悪だった。

　王都ピレウスやそれなりに大きな地方都市では、戦略上の観点から貴族派か騎士派のどちらかが兵を駐屯させているので極きよく端たんな治安悪化は見られなかったものの、逆にそういった戦略上の価値を持たない村や辺境の都市からは騎士や警備兵の姿が消え、急速な治安悪化に見み舞まわれたのだ。

　これはある意味では致し方ない事ではある。

　ルピス王女にしろ、ゲルハルト公爵にしろ、決して無限の兵力を持っている訳ではないのだ。

　限られた条件下で敵よりも優位に立とうとすれば、どうしても、戦略的に価値の低い都市や村々は放ほう棄きするしかない。

　勿論、これが最善であるとは亮真も思ってはいない。というより、今後の事を考えれば明らかに悪手だろう。

　仮に貴族派との戦に勝利しても、ルピス王女の統治には大きな痛手である事は明白だ。

　だが、その一方で、今回の戦に勝てなければルピス王女の今後の統治など絵に描かいた餅もちでしかない事もまた事実。

　亮真自身も気にしてはいたが、正直に言って打つ手がないと言うのが現状だ。

　そして、アーレベルク将軍はこれを巧たくみに利用したのである。

「民あっての王国でございます！」

　この一言が王国の治安悪化に思い悩むルピス王女の心を揺ゆさぶった。

　確かに正しい言葉であると亮真自身も思う。

　民あっての国。

　王の真価はどれだけ民の暮らしを守れるか。

　それらの言葉自体は、反論の余地のない正論と言えた。

　だが、今まで特権意識に凝こり固かたまり平民を見下していた野心家が、急に民への思いやりに目覚めるなどと言う事が有り得るだろうか？

　勿論「無い！」と断言する事は出来ない。

　可能性は常にゼロでは無いのだから。

　だが、限りなく低い事だけははっきりしている。

　もし仮に、亮真やエレナがその場に同席していたのならば、決してアーレベルク将軍の言葉を鵜う呑のみにはしなかっただろう。

　少なくとも、アーレベルク将軍が直接指揮を執とるような事だけは、断固として避けようとした筈だ。

　しかし、ルピス王女にはそれが分からなかった。

　いや、内心は分かっていたのかもしれない。

　幾いくら経験の少ないルピス王女とて、そこまで愚おろかだとは思えないからだ。

　だが、結果としてルピス王女はアーレベルク将軍の吐はいた正論に屈くつした。恐おそらく彼女自身が、ローゼリア王国に暮らす民の安あん寧ねいを本当に心の底から望んでいたからだ。

　それは為い政せい者しやとして素す晴ばらしい資質といえる。

　だが、その一方でその素晴らしい想おもいがルピス王女の王座を遠ざけるというのだから、何とも皮肉な話だ。

「それで結局、アーレベルク将軍に騙だまされたと……」

「まぁ、そう言う事だな」

　亮真の言葉にマルフィスト姉妹は無言のまま首を横に振った。

　正直に言えば呆れて言葉もないと言うのが本当のところだろう。

　今は味方であるとはいえ、いずれは敵となる人間の言葉。

　そんな人間の言葉を鵜呑みにしてしまうルピス王女の判断は、幾らなんでも浅はかとしか思えない。

　そもそも、地方都市の治安回復に将軍である人間が自ら出向く事自体が不自然と言える。

　リオネ辺りにこの話をすれば、百や二百は罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛ぶ事だろう。

「そう言う事でしたか……ですが……」

　経緯を聞き終えたローラの目が、探さぐるように亮真を見上げた。

「どうした。何か気になる事でもあるのか？」

　その視線に含まれた意味を敏びん感かんに察し、亮真は満足げに話を促うながす。

　大たい抵ていの人間は、アーレベルク将軍の裏切ったという事実だけを重視する。

　勿論それはそれで重大ではあるが、その裏に潜ひそむもう一つの懸け念ねんに今の段階で気が付ける人間が一体どれだけいるか。

　恐らく、ローゼリア王国の首しゆ脳のう陣じんで気がつく事が出来そうな人間と言えば、エレナ・シュタイナーやベルグストン伯はく爵しやくをはじめとしたごく一部の人間達だけだだろう。

　そんな中、マルフィスト姉妹が気付く事が出来たという事実は非常に大きい。

「はい。亮真様が気にされているのはアーレベルク将軍が貴族派に合流されたという事実ですか？　それとも……」

　探るような視線だ。

「サーラはどう思う？」

　ローラの問いに答えず、亮真はサーラへと話を振った。

「亮真様は将軍の今回の寝ね返がえりが、誰だれか第三者の手による工作ではないかと疑っておられるのですね？」

　その答えに、亮真は満足げに頷く。

　そう、その疑問こそが亮真が半日近くも悩んだ本当の理由だ。

　勿論、エレナ・シュタイナーを登用した事自体は正解だと言える。

　だが、エレナはまさにローゼリア王国にとって劇薬だった。

　効き目がある薬というのは飲み過ぎたり、飲み方を誤ると逆に毒となる場合がある。

　そして、亮真はエレナと言う劇薬の取とり扱あつかいを間ま違ちがえた。

　確かに、エレナは現げん役えきに復帰すると、瞬またたく間まに素晴らしい働きを見せた。

　それはまさに期待した通りの成果。

　以前より連絡を取り合っていた自分の仲間達と連れん携けいして、一気に騎士派の若手層をルピス王女側へと取り込んだのである。

　エレナが亮真に語った騎士派の中に渦うず巻まくホドラム・アーレベルク将軍への不満は正しい分ぶん析せきだった。

　わずか半月程の間に、騎士派の半数がエレナへと傾いたのだから。

　長年の強権支配によって、アーレベルク将軍とその一派への不満は騎士派の中に渦巻いていた。それが、エレナが現役に復帰した事によって、不満の捌はけ口ぐちを見つけた騎き士し達たちはこぞって彼女の下へと靡なびいたのだ。

　そして、日が経たつに連れてその数は確実に増えていく。

　最終的にアーレベルク将軍の手元に残ったのは、自らが団長を務める子飼いの一個騎士団二千五百と、各騎士団に送り込んでいた幾いく人にんかのみという有様になった。

　ついこの間までは、ローゼリア王国の常備軍である六個騎士団、一万五千の大半を支配し、国を二分する派閥の一方の長として、この国を牛ぎゆう耳じろうと野心に燃えていた人間とは思えないほどの凋ちよう落らくぶりだ。

　だが、この急激な状況の変化に困こん惑わくしたのは、何もアーレベルク将軍だけではない。

　自らの派閥を突とつ然ぜん現役復帰したエレナに食い荒あらされ、アーレベルク将軍もさぞ驚おどろいた事だろうが、それは御子柴亮真にとっても同じ事だった。

　元々、亮真達の予定では貴族派の問題を処理した後に、アーレベルク将軍の排はい除じよという流れを想定していた。

　しかし、急速に自らの派閥を食い荒された今の状況を考えると、アーレベルク将軍が大人しくルピス王女を担ぎ続けるとはどうしても考えにくいのだ。彼の性格を考えれば必ず巻き返しを狙ねらって動き出すだろう。

　余計な動きをされる前に武力でホドラム・アーレベルク将軍を討うつべき。

　そうルピス王女へ当初の計画を変更するべきだと、亮真が提案しようとしていた矢先に起きたのが今回の騒動だ。

「そうだ、あまりにも不自然すぎる……確かにホドラム・アーレベルク将軍は追い詰つめられていた。だから援軍が欲しい……それは理解出来る。だが、ゲルハルト公爵がそれを受け入れるというのが分からない。それに、あのいけすかない将軍様が、自分から政敵に頭を下げるとはどうしても思えないんだ」

　亮真の脳裏に、謁えつ見けんの間で初めてアーレベルク将軍と顔を合わせた時の、彼の青い目が浮うかび上あがった。

　欲と野心に満ちた目だ。

　そして、亮真を一いち瞥べつした時のあの冷たい目。

「下げ賎せんな平民め！」アーレベルク将軍の目は、はっきりとそう叫さけんでいた。

　尊大で差別的で、自分の敵には決して容よう赦しやしないタイプの人間。

　その上、彼のプライドは恐ろしく高い。

　長年ローゼリア王国の政務を司つかさどってきたゲルハルト公爵との仲が最悪だった事も、既すでに確証は取れている。

　軍部と政治家の仲が悪いのは割りと良くある話だが、その例にもれず二人は険悪な関係だったらしい。

　そんな間あいだ柄がらの上に、アーレベルク将軍の性格を考え併あわせると、仮に将軍が自らの窮きゆう地ちを自覚していたとしても、自分から進んでゲルハルト公爵側に与くみする道をあっさり選せん択たくするとは考え難がたい。

　だからこそ、亮真はアーレベルク将軍が貴族派に合流すると言う可能性を意図的に無視してきたのだ。

「確かに……ですが、今回の一件をゲルハルト公爵の方から持ちかけたとは考えられませんか？」

　亮真の言葉に一定の理解を示しつつ、サーラが疑問の声を上げた。

　それは亮真が長い時間かけてたどり着いた答えの肝きもの部分。

「まぁ、そうだろうな。はっきり言ってそれ以外は考えにくい。だが、そうなると問題は誰がそれをゲルハルト公爵へ進言し納なつ得とくさせたかだ」

　アーレベルク将軍が自ら頭を下げる可能性が低い以上、今回の話は貴族派から持ちかけられたと考えるのが妥だ当とうだろう。

　確かに政略を司ってきた貴族派である。

　そう言った裏工作は得意なのかもしれないが、利害が対立する人間同士での話し合いは妥だ協きよう点てんを見つけるのに時間が掛かる上に、感情のシコリも無視する事の出来ない問題となる。

　それらの問題を解決するには、高い知性と忍にん耐たい力りよく、そして卓たく越えつした交こう渉しよう力りよくが必要とされる筈はずだ。

　とても、欲深なお貴族様では出来ない芸当だろう。

　もし仮に、そう言った問題の調整を貴族派の人間が出来るのであれば、ゲルハルト公爵は庶しよ子しのラディーネ王女などを神み輿こしとして担ぎ上げる必要はなかった。

　第一王位継けい承しよう者しやと目されているルピス王女を貴族派側へ取り込めば済むだけの話。

　その方がずっと手間もかからなかった筈だ。

　そうなると、今回の一連の動きはゲルハルト公爵が誰か第三勢力に知ち恵えを付けられたと見る方が自然だ。

　ローゼリア王国の安定を望まない誰かの……

「成なる程ほど……そうなると……ひょっとして周辺諸国から工作の手が？」

　ローラの問いに亮真はゆっくりと頷いた。

「あぁ……俺おれが一番心配しているのはそこさ……単なる杞き憂ゆうで済むならいいんだけどな」

　別段、何か確証がある訳ではない。

　あくまでも、御子柴亮真と言う人間の勘かんが囁ささやいただけだ。

　しかし、かつてエレナが援軍で赴おもむいたザルーダ王国とローゼリア王国との間は、関税の問題から現在は対立状態へと陥おちいっている。

　一いつ触しよく即そく発はつと言うほど緊きん迫ぱくしている訳ではないが、決して楽観する事は出来ない。

　また、ミスト王国とは仲が悪い訳ではないが、かといって良い訳でもない。

　過去、東部三ヶ国はオルトメア帝国の進しん攻こうを協力して阻はばんで来たものの、格別三ヶ国間の仲が良いと言う訳ではないのだ。

　そして、南に広がる南部諸王国との関係は、ミスト、ザルーダの両王国よりもはるかに険悪な関係。何時いつ、何処どこの国がローゼリア王国へ侵略の魔まの手を向けたとしても、少しも不思議ではなかった。

「結局、国外の情報がないんだよな……この国には……」

　抑おさえ込んできた不満が思わず亮真の口から零こぼれ出た。

　この国特有の問題なのか、この世界全体がそうなのかは今の亮真には判断のつかない問題だが、他国の動向に関してあまりにも情報がないのである。

　亮真が他国の情報を取得する手段はぱっと思いつく限り二つ。

　一つは傭兵や商人と言った、国を移動する人間から一定の金額を払はらって情報を買う方法。

　だが、これは鮮せん度どの悪くなった情報が多く、使い物にならない場合がある。

　しかも、こちらが求めている情報を必ず持って来るとは限らない。

　彼らの仕事は情報を運ぶ事ではないのだから。

　もう一つは、亮真が自分で誰かを雇やとい直接必要な情報を集めさせる方法。つまり諜ちよう報ほう網もうを作る事だ。

　だが、これを実行するには膨ぼう大だいな時間と資金が必要となるし、何より信しん頼らい出来る人間を探すところから始めなければならない点が大きな痛手だろう。

　情報は大切だが、事実と反する誤った情報を正しいと誤って判断する事は毒でしかない。

　年単位の時間をかけて作り上げて初めて意味が有るようなものであって、今直すぐ実行できるものではないのだ。

　亮真のぼやきの理由をマルフィスト姉妹は十分に理解していた。ここ数ヶ月の間、亮真と行動を共にした結果、情報の大切さや事前の準備の重要性を肌はだで感じていたからだ。

　だが、同時に亮真の望みがかなわない事も分かっていた。

　情報の重要性をこの世界の特権階級はあまり意識していないのだ。

　そして、真にその重要性を理解している人間程、決して亮真の様な何処の馬の骨とも分からない異い邦ほう人じんに情報を流すという事はない。

　結局、どうしても情報が欲しければ自分で人を雇うしかないのだが、今の状じよう況きようでは情報機関の設立など夢のまた夢。

　結局、理想は理想と割り切った上で、不自由な現実の範はん囲いを何とかするしかないのだ。

「亮真様……分からない事で悩んでも致し方ございません。此処ここは周辺諸国が牙きばを剥むく前にアーレベルク将軍とゲルハルト公爵を討ち果たすしかないのではありませんか？」

　ローラの言葉に亮真は頷うなずくしかなかった。彼自身もまた、他に打つ手が無い事を理解していたから。

「ゲルハルト公爵の兵はおよそ六万。これは、配下の貴族達が支配する領地から農民を最大に徴ちよう兵へいした数になります。これにアーレベルク将軍が指揮する一個騎士団二千五百と、傭兵が加わるとして、六万五千から七万の間と言ったところです。こちらは騎士団一万二千五百にベルグストン伯爵以下切きり崩くずした中立派貴族達の兵が約二万程でしょう。これに傭兵を含めて三万五千程ですか。数の上では圧あつ倒とう的てきに不利ですね……」

　サーラの言葉に亮真は苦笑いを浮かべた。

「貴族派の殆どが伯爵位以上の中級か上級貴族ばかりだからな。領地が大きく徴兵出来る数も多い。その上、王家直ちよつ轄かつ領りようからの徴兵が出来ないとなれば、兵の数で貴族派に勝つのは無理に決まっているさ」

　亮真は大きなため息をつくと苦笑いを浮かべる。

　ルピス王女自身が農民の徴兵を快く思っていないという事もあるのだが、実務を担になう官かん僚りようの殆どが貴族派に属ぞくしているのも大きな問題だった。資金調達や物資の補給などの仕事において、彼らの妨ぼう害がい工作が行われ、遅ち々ちとして仕事が進まないのだ。

　状況は決して良くはない。だが、ローラは亮真の言葉を聞いて首を横に振る。

「ですが、それは事前に分かっていた事です。それに兵数では負けていても、戦力的には拮きつ抗こうしています」

　騎士は全員法術を使う事が出来る。

　習得に個人差はあるが、全員が身体能力の強化を行う事が出来るのだ。

　その上、騎士は一人一人が専門的な訓練を受けている。

　騎士と平民と比べた場合、一人当たりの戦力差は非常に大きくなるのだ。

「まぁな……結局、アーレベルク将軍が敵に与しただけで、状況は以前と殆ど変らないって事だな」

「そう言う事ですね……ただ、見えない敵の事は気にしすぎてもいけませんが、無視しても不味まずいと思います」

　ローラの言葉は現状をきちんと把は握あくしていた。

　一番怖こわいのはアーレベルク将軍とゲルハルト公爵を始末する前に、他国の侵略を手引きされる事。

　確証は何もないが、その可能性は決して無視する事が出来ない。

　今のルピス王女に他国の侵略を阻むだけの力はないのだから。

「なら、迅じん速そくにケリを付けるのが一番確実って事か……無理して傭兵の雇こ用ようを増やしておいて正解だったぜ」

　黒くろ蜘蛛ぐものボランゾとの一戦で勝利を収めた亮真の下には、当初七十から八十ほどを集めようとしていたものの、今では予定の四倍近い人数の傭兵が雇われている。

　資金的にかなり無理をしての雇用だった訳だが、どうやらそのおかげで取れる選せん択たく肢しを増やす事が出来る。

（想定以上の傭兵が集まってどうしようかと思ったが、何が幸いするか分からねぇなぁ）

　亮真の眼が宙を睨む。

　ただの一戦で勝負を決める為……。




　凶報が城にもたらされた翌朝。

　真しん紅くの絨じゆう毯たんが敷しかれた王宮の廊ろう下かを、物々しい一団が通り過ぎる。

　全身を鉄の鎧よろいで固めた彼らは、正に戦時下の戦士。

　先頭を進むのは先日現職に復帰したエレナ・シュタイナー。そして、彼女の周囲を取り囲むのは、彼女に仕えてきた長年の部下とその息子むすこや孫といった信頼の出来る者達だ。

　そんな中、最もエレナに近い位置に金きん髪ぱつを靡かせながら付き従うクリス・モーガンの姿があった。

「申し訳ございません。エレナ様。まさかアーレベルク将軍がこれほど早く動く事になるとは……私の計算違ちがいです」

　会議室へ足早に向かうエレナの背中に向かって、クリスは眉み間けんにしわをよせながら、小声で謝罪の言葉を口にする。

　後こう悔かいと慙ざん愧きの念。彼の言葉には苦く渋じゆうの色が満ち満ちていた。

　今回の事態を引き起こしたのは、まぎれもなくクリスの行動の結果だったからだ。

　エレナに命じられて行ったとはいえ、アーレベルク将軍に危機感を感じさせ、今回の行動の発端となったのがクリスの工作である事に疑いの余地はない。

　本来であれば、アーレベルク将軍の動向にもっと注意を払い、水面下での動きに抑えておくべきだったのだ。

　だが、抑よく圧あつされた騎士達の心は、クリスの計算以上に目の前に現れたエレナの存在へと惹ひきつけられた。その事をクリス自身は十分に理解し後悔しているのだろう。

　クリスは明け方まで事態の把握と、アーレベルク将軍出しゆつ奔ぽんの情報を聞きつけ動どう揺ようする騎士達を抑える為に奔ほん走そうしていた。その証しよう拠こに、彼の目は真っ赤に充じゆう血けつし、隈くまが薄うつすらと浮かび上がっている。

「確かに予想外の状況ね。でも、気にする事はないわ。まさかアーレベルク将軍が犬けん猿えんの仲である貴族派に合流するなんてね。読み切れなかったのは私も同じよ……それに、それほど悪い状況とは言えないわ……いえ、むしろ好都合よ」

　エレナは後ろを振り返ることなく、クリスを宥なだめた。

　決して笑えるような状況ではないにも拘かかわらず、エレナの声には微み塵じんの揺らぎもない。

　その声に含まれた楽しげな響ひびきが、クリスの耳に木霊こだまする。

　まるで、全すべてが思おも惑わく通りと言わんばかりの態度だ。

「ですが……」

　クリスは言葉を濁にごした。

　いくらエレナに気にするなと言われても、自分が引き起こした結果を考えれば素す直なおには頷けない。

　クリスを初めとして多くの心あるローゼリア王国の騎士達が、長年アーレベルク将軍の専横に耐たえてきたのは、何時の日か彼を排除し、ローゼリア王国を正常な状態に戻もどす為だ。

　その待ちに待った機会が失われ様としていた。

　今回の一件を耳にした騎士達の多くが失望を露あらわにしているのだ。

　しかし、エレナは逆の見方をしているらしい。

「国を掃そう除じする良い機会じゃない……違う？」

　その言葉に含まれた意味を理解して、クリスは形の良い眉まゆを顰しかめた。

「このまま開戦ですか？　ですが……」

　意味は分かるが、そんなに上手うまくいくかと言う疑問が、クリスの声に満ちている。

　元々、ゲルハルト公こう爵しやくとアーレベルク将軍の二人は、国王主導の国づくりを目指すルピスにとっては邪じや魔まな存在にすぎない。

　そう言う意味では、両者との戦は避さけて通れない道ではある。

　しかしその一方で、二人を個別に始末するのと、二人纏めて始末するのとでは状況がかなり変わってしまう。

　クリスの工作によって騎士団の大部分を手中に収めたとはいえ、国内最大勢力を誇ほこる貴族派と、アーレベルク将軍が直接指揮を執る第一騎士団を相手に、勝算がどれほど見込めるかは正直に言って不明だ。

「ルピス王女殿下が直轄領からの徴兵を認めれば、兵数でも逆転することも可能でしょう。ですが、今後の事を考えれば、内乱鎮ちん圧あつに平民を動員するのは得策ではありません。国内の治安悪化もあります。情勢が我々にもっと不利な状況へと傾かたむけば話は別でしょうが……今の状況での動員は悪手かと？」

　クリスの疑問に、エレナはニヤリと唇くちびるを釣つり上げ笑った。

　人数的にはゲルハルト公爵とその傘さん下かの貴族達に分があるものの、法術を会え得とくした騎士の持つ戦力は会得していない人間の二倍から五倍。騎士達には習熟度や才能など個人差が存在するので、実質的には平均して二倍強といったところだろうか。

　今回の切り崩しによってルピス王女の指揮下に入ったのは五個騎士団であるから、一万二千五百の団員×二倍強で戦力的には三万前後の兵を持つのに等しい戦力となる。

　そう言った計算の下に両陣じん営えいの戦力を比べると、両者の現状の戦力比は六分四分か七分三分でルピス側がやや不利と言うところだろう。

　しかし、決して勝負が掛けられないと言うほど絶望的な差ではない。

　この程度の戦力差であれば、指揮官の手しゆ腕わん次し第だいで十分に勝利を見込む事が出来る。

　もっと絶望的な状況であればまた判断も変わるだろうが、この状況ではあの甘あまいルピス王女が民に対して負担を強しいるとは確かに考え難かった。

「後は、あの子の考え次第ね……」

　小さな呟つぶやきがエレナの口から洩もれた。

「あの子？　ですか……」

　エレナの言葉が誰を指し示しているのか敏感に察し、クリスは目を細める。

　その男の噂うわさは、既にクリスの耳にも入っていた。

　何処の馬の骨とも知れない流る浪ろうの冒ぼう険けん者しや。

　そして、これから起きようとしている大乱の首しゆ謀ぼう者しやの一人でもある。

　全てはあの男が現れたからこそだ。

（エレナ様にこれほどまで……）

　軍神と謳うたわれ、ローゼリア王国の国民から絶対的な信しん仰こうを勝ち得ているエレナの口から洩れた信頼とも友愛とも取れる響きを耳にして、嫉しつ妬とにも似た暗い感情がクリスの心をかき乱した。

　もっとも、それを表に出さないだけの自制心は持ち合わせている。

　長年アーレベルク将軍とその一派に虐しいたげられてきた経験から、感情を隠かくす術を身につけているのだ。

　クリスは口を閉ざしたまま、エレナの後に付き従う。

（ふふっ、可愛かわいい子ね。野心家で自信家ではあるけれど、それを抑えようとするだけの理性がある。今回の手て際ぎわの良さから見て頭のキレも及きゆう第だい点てんをあげられるわ。有能な平民出身者……さぞかしアーレベルク将軍に嫌きらわれた事でしょうね）

　そんなクリスの態度を見て、エレナは笑えみを浮かべた。

　野心も嫉妬も人間が持つ当然の感情だ。

　しかし、それを露ろ骨こつに表すような人間では軍神の側近は務まらない。

　クリスの持つ資質を見み極きわめ満足げに頷くと、エレナは足を速めた。

　そして、遂ついにエレナの歩みが止まる。

（さぁ、一体どうなるかしらね）

　既に、エレナの頭にはこれからどう動くべきかが浮かんでいる。

　一国の将軍を務めた人間として、これくらいの事は出来て当然だった。

　もっとも、それはテストの解答の様に正解が存在している訳ではない。

　どの選択肢にも利点と欠点が存在している。

　百パーセントの解答は存在しないのだ。

（貴方あなたが本物かどうか見せてもらいましょうか……御子柴亮真君……）

　正解が存在しないからこそ、人の力量と器量が如によ実じつに現れる。

　鎧よろい兜かぶとで身を固めた衛兵が立ち並ぶ会議室の硬かたい樫かしの扉とびらを前にして、エレナは一人楽しげに笑みを浮かべた。




「きさま！　そんな馬ば鹿かげた事を本気で言っているのか？」

　会議室にメルティナの叫びが響き渡わたるのと同時に、硬く握にぎりしめられた拳こぶしが木製の円えん卓たくへと振り下ろされた。

「メルティナ殿どの、ここは一つ最後まで話を……」

「ベルグストン伯爵は黙だまっていてください！」

　あまりの剣けん幕まくに、同じく円卓を囲んでいたベルグストン伯爵が言葉を掛けるが、メルティナの刺さす様な視線を向けられ再び口を閉じた。

　触さわらぬ神に崇たたりなしと言うが、今のメルティナはまさに怒いかれる鬼き神じん。

　ただでさえ女性の怒りを宥めるのは大変なのに、騎士と貴族の仲の悪さを考えれば、ベルグストン伯爵が匙さじを投げたのも当然だった。

　丁てい寧ねいに梳とかされた黒くろ髪かみを振り乱し、メルティナは目の前で悠ゆう然ぜんと笑みを浮かべる老ふけ顔の青年を睨にらみつけた。

（ついに馬ば脚きやくを現したな。この素人しろうとが！）

　メルティナは余よ裕ゆうの笑みを崩さない亮真の顔へ、溜たまりに溜まった罵ば声せいを思いっきり浴びせてやりたくて仕方がなかった。

　それをしないただ一つの理由は、ルピス王女がこの場に同席していると言う事だけだ。

「まぁ、少し落ち着かれよ……」

　野太い男の声が会議室に響き渡る。

　ルピス王女の隣となりで腕うで組ぐみをしながら話を聞いていたミハイルへ皆みなの視線が向けられた。

「この火急の時に、これ以上この男の馬鹿げた与よ太た話ばなしを本当に聞く気なの？」

　メルティナが突っ掛かるような口調で叫ぶ。

　御子柴亮真の提案した策は戦術的に考えてあまり効果的とは言えない。いや、上級騎士の家いえ柄がらに生まれ、ルピス王女の側近として恥はずかしくないだけの教育を受けてきたメルティナの目から見れば、物を知らない素人の愚ぐ策さくにしか見えなかったのだ。

　しかしミハイルは、無言のまま右手を挙げてメルティナの口を閉じさせると鋭するどい視線を亮真へと向けた。
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　その態度から、メルティナの口を閉じさせたのが善意からではない事がハッキリと周囲に伝わった。

「聞くだけは聞こう。だが、俺の意見はメルティナ殿と同じだ。確か……以前の話では、王都ピレウス近きん郊こうまで敵を引き付けての防衛戦を想定していたはずだ。騎士団の取り込みが上手くいったとはいえ、何故なぜこの状況下で急に方針を変えるのだ。まさか忘れた訳ではないだろうな？　もし確固たる理由があるのなら今この場で聞かせて貰もらおうか」

　ミハイルが眉間にしわを寄せ、亮真に向かって疑問を投げかける。

　年長者の面めん子つからか、メルティナの様に露骨に不快感を表だって出してはいないものの、その声には冷たい怒ど気きが含まれていた。

　それもある意味当然だろう。

　王都ピレウスとゲルハルト公爵の本ほん拠きよ地ちであるイラクリオンとの間には、地形的に兵を動かす上で幾つか問題がある。

　しかし、ミハイルの怒りを向けられても、亮真の態度に変化は見られなかった。

「御ご心しん配ぱいなく、私に考えがあります」

　その微塵も揺るがない口調に、ミハイルの口から小さな舌打ちが漏れた。

　周囲のどよめきも又また、亮真の予想外の自信に驚いているのだろう。

　唯ゆい一いつ、普ふ段だんと変わらない態度なのは、静かに沈ちん黙もくを守り続けるエレナだけ。

「本当に分かっているのか？　エレクシュアの森はまだ良いが、テーベ河の方はどうするつもりだ……手の打ち様がないからこそ、お前も防衛戦を提案したのではないのか？」

　ミハイルの言葉に、周囲から賛同の声が漏れた。

　王都とイラクリオンの間には、エレクシュアの森とテーベ河という二つの大きな難所が存在している。

　その一つであるエレクシュアの森は広大な森林地帯で、危険な怪かい物ぶつ達たちの巣。その中を曲がりくねった一本の街かい道どうが通っている。

　何処にでもある普ふ通つうの道だ。

　都市部から離はなれている為、石いし畳だたみでの舗ほ装そうこそされてはいないものの、馬車がすれ違うくらいの道みち幅はばは保たれている。また、怪物対策として一定間かん隔かく事に結界柱が埋うめ込まれているので、一いつ般ぱんの旅人や商隊が往来するには何ら問題はない。

　しかし、それはあくまで一般人の話。

　軍を動かすという視点から見た時、エレクシュアの森は実に厄やつ介かいな難所だった。

　勿もち論ろん通れない訳ではないが、隊列が細長くなり進軍速度は低下してしまうし、鬱うつ蒼そうと茂しげった木々が視界を遮さえぎり、敵の伏ふく兵へいを容易にしてしまう。

　少数部隊での進軍ならばともかく、大軍を運用するにはかなり不向きな土地だ。

　そして、仮にエレクシュアの森を無事通り過ぎたとしても、その後には巨きよ大だいなテーベ河がその姿を現す。

「ミハイルさんは、渡と河かの事を気にしてらっしゃるのですね？」

　亮真の言葉にミハイルは無言のまま頷いた。

　ザルーダ王国との国境に位置しているオウル山脈を源流とするこの河は、各地の支流と合流しながらローゼリア王国を南西から北東に向かって流れ大地を潤うるおすのだ。

　この豊富な水量を誇る河のおかげで、ローゼリア王国は農業の生産大国として生きる事が出来た。

　正にローゼリア王国を潤す恵めぐみの河だ。しかし、兵を動かすと言う観点から言えば、このテーベ河は正に邪じや魔ま者ものでしかない。

　河かわ幅はばは五百メートル近くあり、とても大地世界アースの建築技術では橋を架かける事が出来ない上に、水深もかなり深く徒歩では渡れない為どうしても船が必要となる。

　当然、テーベ河の両側には河を渡る為の船着き場が幾つも存在していた。

　しかし、平時ならばさほど大きな問題とならないテーベ河の渡河も、軍隊規模の渡河となれば話が変わってくる。

　まず最大の問題点として、渡し船と言っても何百人もの人間が一度に乗る事の出来る大型船は存在しない。

　大おお海うな原ばらを渡る貿易船や、海軍の保有する軍船ならともかく、河の渡し船にそれほどの大型船は必要とされないのだ。

　一番大きい荷船でも、武装した兵が二～三十人も乗ればもう一いつ杯ぱいになってしまう。

　それに、兵を運ぶ事だけでは駄だ目めだ。物資の輸送も考えなければならない。

　替かえの槍やりや鎧兜に始まり、兵ひよう糧ろうに馬の飼葉や兵が負傷した際の医薬品など、膨大な物資が戦には必要だ。一つ一つ数えればそれこそキリがない程に……

　しかし、それらを持たずに戦は出来ない以上、そう言った消しよう耗もう品ひんをいちいち船に乗のせ換かえ対岸まで運ばなくてはならないのだ。

（まぁ、ミハイルの指し摘てきが間違っている訳ではないわね……確かに渡河には多くの問題がある。この問題を解決出来なければ兵を出すだけ無む駄だになる……）

　エレナは静かに紅茶の入ったカップを口元へと運んだ。

　一度の渡河で全員を渡す事が出来ない以上取れる手段は一つだけ。周辺の村々から集めた船に兵を出来るだけ乗せて、テーベ河を幾いく度ども往復する事になる。

　だが、多くの兵へい法ほう書しよで書かれている様にそれは非常に危険な状態。兵の分散は各個撃げき破はの危機にしかならないからだ。

（そこに気が付いたのは悪くないわ。でも、少し頭が固いわね。部隊長クラスが良いところかしら……まぁ、経験が少ないから仕方ないと言えばその通りなのだけれども……）

　未いまだ不満の色を隠さずに亮真を睨み続けているメルティナと比べればマシと言えるが、ミハイルに関しても、決して優すぐれているとは言えない。

　頭が悪い訳ではないのだろう。

　知識も上級騎き士しの家に生まれただけあって、幼少時からそれなりの教育を受けてもいる。

　しかし、それだけだ。

　定石を理解する事は大切だが、勝負に勝ちたいのならば、どこかでこの定石を無視する必要が出てくる。

「成なる程ほどね、さすがは亮真君ね……よく相手方の心理と状況を理解しているわ。でも、チャンスは少ないわよ」

　エレナの口から出た言葉に周囲がざわめいた。

　そんな周囲の反応にエレナは小さく溜め息を吐く。

（まぁ、仕方がないわね……）

　戦の合間に時折訪おとずれる戦機を的確に読める人間はごく限られている。

　そして、それが出来る神に愛された人間だけが勝利という美酒に酔よえるのだ。

「それはどう言う事です。御子柴、エレナ、貴方あなた達たちは何を言っているの？」

「今なら相手領土を攻せめるのが簡単だって事ですよ。殿でん下か」

　ルピス王女の疑問に亮真は答えたが、ルピス王女の疑問が晴れる事はなかった。

　彼かの女じよには何故今攻める事が簡単になるのかが分からなかったからだ。

　亮真は状況の分からない会議に出席した全ての人間の為に、なるべく丁寧に分かりやすく説明を行った。

「私が王都へ敵を引き入れる事を献けん策さくしたのは、敵地への侵しん攻こうが困難だった為です。ですが、状況は変わりました」

　難所を通過する間に相手方の攻こう撃げきを受ける心配があった為ため、ルピス王女とゲルハルト公爵のどちらも相手領土への侵攻を見合わせて睨みあいを続けていた。

　行軍の困難さや補給線の確保を考えれば、拠きよ点てん近くに釣り出した上での迎げい撃げき戦せんの方が楽だったからだ。

　しかし、状況はアーレベルク将軍の予想外の行動によって思わぬ転てん換かん期きを迎むかえた。

　ごく僅わずかな可能性ではあるが、戦を一気に終わらせる一手を打つ機会が巡めぐってきたのだ。

「アーレベルク将軍がゲルハルト公爵と合流した事を、私は少しも問題だとは考えていません。むしろ相手方の失策だと考えています」

　会議室の中に響く亮真の声には微かすかな揺れもない。

　自分の判断に絶対的な信頼を持っている証だった。

　もっとも、亮真の言葉の本質を理解している人間は、エレナやクリスをはじめ一部の人間だけの様だ。

「どうも良く意味が分からんな……敵の兵数が増えているのだぞ。それの一体何処が失策なのだ？」

　ミハイルの言葉にメルティナやルピス王女が深く頷く。

　確かに、表面的な部分だけを見れば、その判断自体は間違ってはいない。

　敵の兵数が増えるという事は、通常ならば大きなマイナス要因になる。

　そう、通常ならば……だ。

「そうでしょうか？　確かに敵兵の数が増えたという問題点はありますが、その分、問題も多いでしょう。ミハイルさんはあのアーレベルク将軍がいくら追い詰められていたとはいえ、大人しくゲルハルト公爵の指揮に従うと思いますか？」

　その言葉に、ミハイルの顔にもようやく理解の火が灯ともる。

「今いま更さら言うまでもない。アーレベルク将軍が黙って従う様な性格ならば、初めからこんな事にはならんさ。まず間違いなくゲルハルト公爵と主導権争いをするだろうな……」

　ミハイルの口から小さなため息が漏もれた。

　二人はローゼリア王国を己おのれの手で牛耳ろうと、権力争いをしていた様な人間達たちである。

　しかも、どちらも傲ごう慢まんで鼻持ちならない性格。

　とても相手と歩み寄り調和を考えられる人間ではない。

「まぁ、二人とも馬鹿じゃない。何いずれは折り合いをつけるでしょうが……今なら」

　その言葉の先は聞かなくても分かる。

　戦をする上で大切なのは指揮権である。

　どれほどの大軍を集めようと、大将に確固たる指揮権がなければ勝利は望めない。

　それは数々の歴史が証明している事である。

　会社に置き換えて考えてみれば理解しやすいかもしれない。

　例えば課長と部長の指示が相反した時、自分ならどちらを優先させるだろうか？

　普通はより上位である部長命令を優先させる。

　なら社長と部長ならどうか？

　社長を優先させるだろう。

　恐おそらく、誰に聞いても同じ答えになる筈だ。

　余よ程ほど特とく殊しゆな事情がない限り、より上位の人間の命令が有効になる。

　ならば、社長が二人居たらどうなるだろう？

　共に自分の上司である。その二人が相反する命令を出したらどうするだろうか？

　誰もが戸と惑まどうはずである。

　どちらの命令を守るべきなのかの判断が出来ないからだ。

　今回も同じ事が言える。

　これがもし、ゲルハルト公爵が軍事能力に優れるアーレベルク将軍へ自らが持つ兵の全指揮権を委ゆだねられる程度量の大きい人間であったり、もしくは将軍が自分の持つ兵力が僅かな事を理解して、より多数の兵を持つ公爵に従うという潔いさぎよさを持っている様な人間であるならば、亮真は決して二人が合流した事を楽観視しなかっただろう。

　ゲルハルト公爵とアーレベルク将軍の持つ人間性の低さ、度量の狭せまさ、傲慢さ。

　それらを事前に調べ上げ理解しているからこそ、亮真は今なら攻める事が出来ると判断したのだ。

「そう言う事……成程ね」

　亮真の話を聞きルピス王女の顔にようやく理解の火が灯る。

　聞いてみれば確かに納得出来る理由だ。

　長年、両者と直に接してきたルピス王女からすれば、亮真の言葉には思い当たる節は幾いくつもあった。

　それは、周囲の人間達にとっても同じ事だ。

　しかし、懸け念ねんも残されている。

「成程、話は分かりました。確かに御子柴殿どのの予測は正しいでしょう……ですが、果たして今から向かって間に合いますかな？」

　ベルグストン伯はく爵しやくが疑問を口にした。

　確かにアーレベルク将軍もゲルハルト公爵も共に傲慢で度量も小さい。だが、この国の最高権力者の地位に長年就ついていたのである。決して愚おろか者ものではない。

　二人が合流して間もない今だからこそ、隙すきがあるのだ。

　彼かれらの間で話し合いが行われ合意に至れば、この隙は消えてなくなってしまう。

「少し宜よろしいですか？」

　会議が始まって以来、ずっと沈黙を守ったまま亮真の隣の椅い子すに腰こしかけていたクリスが口を開く。

「貴方は？」

「これは申もうし遅おくれました。私はエレナ様の側近でクリス・モーガンと申します。気になった事がありますので、口を挟はさませていただきました」

　ベルグストン伯爵の問いに答えると、クリスは周囲に向かって頭を下げる。

「成程、貴方が今回の……」

　ベルグストン伯爵の言葉に周囲の人間も頷く。

　エレナの隣に当然の様な顔をして座すわっていたので誰だれも尋たずねる事はしなかったが、皆も気になってはいたのだ。

　しかし、そんな周囲の態度に臆おくする事なく、クリスは持参していた資料を手にして亮真を見み据すえる。

「御子柴殿の分ぶん析せきは正しいと私も思います。ですが、幾らなんでも急すぎです。我々は当初の予定に合わせ防衛戦の為の準備をして来ました。今から兵を発するとして、部隊編成を組み替えて兵糧などの物資を準備するとなれば、どんなに急いでも四～五日は掛かかります。歩兵の足を考えればテーベ河に軍が到とう達たつするのは早くて十二日から十四日後。それまで敵が混乱しているとは思えませんが？」

　クリスの目に挑ちよう発はつ的てきな光が宿る。

「時間が足りないと？」

　ベルグストン伯爵の問いにクリスは静かに頷いた。

　確かにクリスの指摘は的を射ている。どんな好機も掴つかめなければ意味がないのだ。

　事前の想定では貴族軍を王都近郊で迎え撃うつつもりだった。その為、物資の大部分は王都の各倉庫に保管されている。

　部隊の編成に関しても同じだ。

　イラクリオンへ兵を出せば、今までの準備は全て白紙に戻し、編成を最初からやり直さなければならなくなる。

　勿論、流用出来る部分もあるだろうが、再編成にはかなりの時間が必要だった。　しかし、そんな事は亮真も十分に理解していた。

　亮真は冷めた視線をクリスへ向ける。

「確かに、今すぐ全軍を動かすのは無理でしょう。仮に無理して動かしたところで、将軍と公爵の二人の間の関係が改善されてしまう前にテーベ河を渡り切らなければ意味はありませんし。ですが、ごく少数……二千程ほどの騎士と傭よう兵へいのみで編成した騎き馬ば隊たいならば、今からでも間に合う可能性は十分にあります」

　クリスの言う日数は徒歩騎士や一般兵を含ふくめた話である。

　部隊に徒歩の兵がいれば行軍速度は一番遅おそい歩きの速度に合わせる他にない。

　しかし、法術が使える人間だけを馬に乗せて進軍させれば、馬の速度は大おお幅はばに上がるだろうし、休息も法術を利用して省く事が出来る。

　行軍速度は通常時に比べて比ひ較かくにならないほど高まる筈だ。

「しかし……僅か二千の兵でテーベ河を渡ったとして、一体それでどうするつもりだ。相手の兵数は六万を超こえるのだぞ？　貴様が多少小こ賢ざかしい策を弄ろうしたところで、勝機があるとはとても思えない」

　沈黙したクリスの代わりに、メルティナが最後の抵てい抗こうと問題点を指摘する。

　確かに二千の騎馬隊なら数日以内にテーベ河へたどりつく事は可能だろう。しかし、テーベ河を渡り切ってしまえばそこはゲルハルト公爵の勢力下。

　微かに私し怨えんが見え隠れするものの、メルティナの指摘自体は正しい。

　だが、そんなことは亮真自身が一番よく分かっている。

「勿論、その辺は考えています。二千の兵で六万の敵をまともに相手にする事は出来ません。ですが、騎馬隊が出発した後直ぐに王都を発たてば全軍がテーベ河に着くのは十日程。準備に時間が掛かったとしても二週間程で済むはずです。それくらいならば二千の兵でも守り切る自信があります」

　圧倒的な自信に満ちた言葉。

　亮真の態度にその場に居た人間は誰もが口を噤つぐんだまま黙り込んだ。

（正気か？　こいつ）

　クリスが疑いの視線を向けたのも当然だった。

　二千の兵で三十倍近い数の敵を防ぐのである。

　そう易やす々やすとは賛同出来る筈がない。しかし、頭からの否定も彼らには出来ない。

　その自信に満ちた揺ゆらぎのない亮真の姿が、笑みを浮うかべたまま沈黙を守るエレナの態度と相まって、周囲の反論を封ふうじた。

「策があるのね？」

　長い沈黙の後、ようやく口を開いたルピス王女の言葉に亮真は深く頷いた。

　亮真とて、正面からまともに戦って防げるとは思っていない

　だが同時に、この好こう機きを逃のがすべきではないと思ってもいる。

　もしこの機を見み逃のがせば、ゲルハルト公爵とアーレベルク将軍の間に協力関係が構築されるかもしれない。

　そうなれば、テーベ河は文字通り難なん攻こう不ふ落らくの防ぼう壁へきと化してしまう。

　確実にこの内乱は長期化する事になるだろう。　多少無む茶ちやでも今は攻める流れなのだ。　自然と円卓を囲む全ての人間の視線がルピス王女へと集まる。

　議論は既すでに出で尽つくしていた。後はルピス王女の決断次第。

（攻めて本当に勝てるの？）

　ルピス王女の心に次々と疑問が浮かんでは消えていく。

（それ以前に、二千の兵で六万を超える敵兵を防げる？）

　ルピス王女は亮真の言葉をただひたすらに考え続けた。

　自分の決断がこの国の行く末を決定する事を十分に理解しているからだ。

　そんな国の運命を決める重圧に押おし潰つぶされそうになるルピス王女の背中を押したのは、長い沈黙を破ったエレナの進言だった。

「私は彼の策に乗るべきだと思います。このまま手をこまねいていても事態が良くなる事はないでしょう。それに彼の言うとおり今は攻める流れだと思います」

　多くの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけてきたエレナの言葉を聞き、ルピス王女はついに決断を下す。

「分かりました。御子柴亮真。貴方へ二千の兵を預け先発隊の指揮を任せます。本隊が到とう着ちやくするまで必ずや死守するのですよ！」

　この瞬しゆん間かん、後世の歴史に長く記される事となるイラクリオン攻こう防ぼう戦せんの第一幕が切って落とされたのだった。




　ルピス王女の決断で出兵が決まり会議が解散した後、亮真、リオネ、ボルツの三人は城の一室へと集まっていた。

「全く！　坊ぼうやは良い度胸をしているよ……わざわざ危ない橋を渡る事はないだろうにさぁ」

　亮真の話を聞き終えたリオネはそう言うと笑みを浮かべる。

　もっとも本心から非難している訳ではない様だ。

　出来の悪い弟の尻しり拭ぬぐいをする事になった姉の様な心境なのだろう。

　リオネは苦笑いを浮かべながら酒さか瓶びんを呷あおる。

「まぁ、この機会を逃すと戦は長引くでしょうからね……」

「若の懸念も気になりますし、なるべく早い時期で決着をつけるべきでしょうな」

　ボルツが酒のつまみに用意されていた干し肉を摘つまむ。

　実戦経験豊富なリオネやボルツにとって、亮真の言う戦の流れは嫌いやと言うほど理解している。

「ですが若……一体どうやって六万の敵兵を防ぐおつもりですか？」

　ここでボルツが、一番気になる部分を控ひかえ目めに尋ねて来た。

　ボルツ自身は、亮真を深く尊敬していたが決して無条件の盲もう信しんはしていない。

　六万対二千では、普通ならば勝敗は見えていた。

　指揮官が御子柴亮真でなければ、サッサと部下を纏まとめて逃にげ出している。

　不可能を可能にする策が本当に有るのならば、聞かせて欲ほしいと思うのは当然だ。

「まぁ、それはボルツさん達の腕次第ですね。お二人には幾つか頼たのみごとをしていますが、その成果次第と言うところです」

　そう言いつつも、亮真には既に勝算が見えていた。

（どう転ぶか分からなかったからな……早めに準備をしておいて良かったぜ……）

　事前にどれだけ準備出来ているか。それが戦の勝敗を左右する。

　いや、別にそれは戦争だけに限った話ではない。

　勉強でもスポーツでも何でも同じ事だ。

　備えをしてある人間だけが選せん択たく権けんを持つ事を許されるのだ。

　もっとも、備えた事が必ずしも良い結果を生むとは限らない。

　備えるとは、逆に言えば使う機会が巡ってこない限り無駄という意味でもあるのだから。

「え！　あれですか？　確かにあれはスゴイですが……本当に防ぎきれるんですかい？」

　亮真の言葉にボルツは驚おどろきの声を上げた。

「何をビクビクしているんだい！　坊やの注文通りに訓練はしてあるから大だい丈じよう夫ぶだよ！」

　ボルツは顔色を変えたがリオネの方は涼すずしい顔をしている。

「新しく雇やとった人達も大丈夫ですよね？」

「あぁ、問題ないさ。最初は面めん喰くらってたけどね。アタイがビシッと仕込んでおいたからね！　安心して良いいよ」

　亮真の問いにリオネは胸を張った。

　亮真の注文はかなりこの世界の傭兵にとって特とく殊しゆなものだったはずだが、リオネはそれを上手く達成したようだ。

「それならば問題はないと思いますよ、ボルツさん」

　亮真の言葉を聞きボルツの顔にいくらか笑みが戻る。

「まぁアタイ達は坊やに賭かけたんだ。後はアンタが期待外れでない事を祈いのるだけさ」

　リオネの口調は戯おどけていたがその目は真しん剣けんそのものであった。

　それは彼女が少数とはいえ傭兵団の長であり、人の上に立つ人間の責任というものを理解していたからに他ならない。

「まぁ期待外れでない事は保証しますよ」

　亮真は肩かたを竦すくめそう答えるしかなかった。

　彼は神ならぬ人の身に過ぎず、絶対に勝てるとは言い切れないのだから……

　リオネとボルツが自室へ下がった後、亮真はマルフィスト姉妹の報告を聞いていた。

「亮真様。ご指示通り、手配は終わりました」

「分かった」

　ローラの言葉に亮真は軽く頷うなずく。

　それなりに手痛い出費ではあるが、命には代えられなかった。

　実際に使うかどうかは別にして、切り札を持っておくのは悪い事ではない。

「それともう一つのご指示の方ですが……見つけました」

　ローラの言葉を聞き、亮真の唇がニヤリと釣り上がる。

「傭兵部隊に混じっていたのか？」

「おっしゃる通りです。新規で雇用した傭兵団の中に紛まぎれていました」

「そうか当然だろうな……目を離してはいないな？」

「はい。その辺は十分に注意いたしましたから。今もサーラとリオネさんから借り受けた人間が共同で目を光らせています」

「どこの手の者か分かるか？」

　亮真の問いにサーラは無言のまま首を振ふった。

「そうか……まぁ良い。今は泳がせておけ。いずれ使い道があるだろうからな」

「亮真様。先に始末した方がよろしいのでは？」

「いや。手持ちの札は多い方が良い。それに下手に処分しても別の奴やつが来るだけだしな」

　間者や密みつ偵ていという存在をいちいち殺していてはあまりに手間が掛かりすぎる。

　ネズミやゴキブリと同じで、送り込んでくる根本を叩たたき潰す以外に処置の方法はないのだ。

「畏かしこまりました」

　ローラは静かに頭を下げた。




　翌日、無数の騎き馬ばが王都ピレウス郊こう外がいの空き地で猛たけっていた。

　彼らが持つ獣けものの本能が、戦の匂においを敏びん感かんに感じ取っているのだろう。

　戦馬として調教されているにも拘かかわらず、彼らは盛んに首を振り大地を蹴ける。

「行くぞ！」

　ローラが騎き乗じようした馬に相乗りしている亮真の口が開かれると、周囲に控えていた傭よう兵へい達たちが一いつ斉せいに飛び出す。

「「「出発だ！　行軍開始！」」」

　そこかしこから響き渡る鬨ときの声。

「「「うぉぉぉぉぉ！　ローゼリア王国に栄光を！　我らに勝利を！」」」

　無数の拳が天に向かって突つき出されると同時に、彼らの生気プラーナが馬具に施ほどこされた付ふ与よ法術を発動させた。

　目指すはゲルハルト公爵領、イラクリオン。







第二章　開戦







　数日後、亮りよう真ま達の姿はテーベ河南西の岸辺にあった。

「良いか、これから傭兵達の指示に従って防ぼう御ぎよ施し設せつを作ってもらう。これの性能が我々の命いのち綱づなとなる。みんなその事を自覚し最善を尽くしてほしい！」

　太陽が天空の真ん中で照り、雲ひとつない空はまるで亮真の勝利を約束しているかのように晴はれ渡っている。

　神速の行軍によってテーベ河を無事に渡り終えた亮真達先発隊は、これから本体が無事にテーベ河を渡れるようにする為、橋きよう頭とう堡ほの確保を始めようとしていた。

　亮真の目の前には、ルピス王女より預かった二千の騎士とリオネが率いる二百程の傭兵達が立ち並んでいる。

　これから数日のうちにやってくるルピス王女率いる二万の本隊が、無事に渡河出来る様にする為だ。

　そしてそれは、本隊到着まで自分達が生き残る為でもある。

「ここまでは予定通りだ。だが、敵もこちらの動きを察して迎げい撃げきの準備を整えている筈だ。我々に残された時間は少ない。だが、正義は我らにある！」

　亮真は一ひと度たび檄げきを飛ばすと、ゆっくりと周囲の反応を確かめる。

　そして、十分に空気を読んだ後、絶ぜつ妙みようのタイミングで再び口を開いた。

　空気に酔うという言葉があるように、熱ねつ狂きようは容易に人へと伝でん染せんする。

　そこのポイントさえ見切る事が出来れば人の心を操あやつる事も可能だ。

「憎にくき裏切り者であるアーレベルク将軍や、この内乱の首謀者にして元げん凶きようであるゲルハルト公爵に負ける訳にはいかない。この国の未来の為に皆の力を貸してほしい！　そして、勝利を得た暁あかつきにはルピス王女が必ずや皆の働きに報むくいてくださるだろう」

「「「うぉぉぉぉぉぉ！　我らに勝利を！　ローゼリア王国に栄光を！」」」

　亮真の檄に応え無数の雄お叫たけびが兵の間から上がる。

　少数の兵で多数の敵と対するには、士気の高こう揚ようが必要不可欠だった。

　どれほど堅けん牢ろうな砦とりでであろうと、兵の士気が低ければいずれ敗れ去る。

　それは、地球の歴史の中でいく度も繰くり返かえされて来た揺るぎのない事実だし、その法則は異世界といえども変わりはしない。

（ふぅ、強行軍の後だが士気は旺おう盛せい……とりあえず問題はなしだな。後は俺おれの指示通りにどこまで準備出来るか……か）

　亮真の演説が終わった後、各小隊が持ち場へと散って行く姿に目を向けていると、彼の前に一人の男が立たち塞ふさがった。

「御み子こ柴しば殿。それでは私は騎士五百を率いて偵てい察さつに出てくるが構わないか？」

　全身を鎧よろい兜かぶとで固めた、ミハイル・バナーシュだ。

「えぇ、それは構いません。ですが、しつこいようですが偵察だけです。敵と遭そう遇ぐうしても応戦せずに撤てつ退たいしてください」

　心の中に湧わき上がってくる不信感を抑おさえながら、亮真はミハイルへ笑え顔がおを向ける。

　敵を発見して貰わなければ偵察の意味はない反面、偵察の任務はあくまでも情報収集である。　敵と好き好んで戦う必要はない。

　問題は目の前の男にその差が理解できているかという点だ。

「分かっています。騎士としては敵に後ろを見せるのは気に入りませんが……これも作戦の内ですからな」

　ミハイルはいかにも口くち惜おしいと言った表情で答えた。

　ルピス王女から指揮権を得ている亮真の指示を無視する訳にもいかないので、仕方なく我が慢まんしているといった風である。

「敵に見つかっても損害を出したくないからこそ、精せい鋭えいであるミハイルさんにお願いするんです。今回の作戦の成否は貴方達に掛かっていると言っても過言じゃないんですよ？」

　本来なら思し慮りよの足りないミハイルには荷が重い役割だが、実に残念な事に他に動かせる人間が居なかった。

　リオネやボルツは防御施設の設営に全力を尽くして貰う必要があるし、ローラやサーラにも他の仕事がある。

　偵察は非常に重要な仕事ではあるが、優先度からいけばリオネやローラ達に命じた仕事の方がはるかに重い。

　ここはどうあってもミハイルに任せるしかないのだ。

「分かっております。では！」

　そう煩うるさそうに答えると、ミハイルは踵きびすを返す。

　亮真はただ、ミハイルの不満に満ちた背中を眺ながめるしかなかった。

　他に人材が居ない為、他にどうしようもない人選だった訳だが、亮真はこの判断を後に深く悔くやむ事となる。




「いいか！　訓練通りにやればいいんだ！　落ち着いてやれ！」

「「「大地を司つかさどりし精せい霊れいよ。汝なんじの加護を受けし我わが求めに応じその姿を変えよ！」」」

　ボルツの声に従い傭兵達が一斉に詠えい唱しようを開始する。

「「「大地陥没アースシンク」」」

　大地に干かん渉しようする低級の精霊系と呼ばれる系統に属する文法術の一つだ。

　詠えい唱しよう終しゆう了りようと同時に傭兵達の手が大地へ叩きつけられると、詠唱者の前方一メートルほど先から大地が一斉に沈しずんでゆく。

「よぉし！　良いだろう。一班の詠唱者は十五分の休息後、再び穴を掘ほってもらう。二班の詠唱者は術の効果範はん囲いから外れた部分の処理を頼む！　後、此処ここはもう良いから、手の空いてる奴は北側の方を手伝いに行ってくれ」

　ボルツの指揮の下、傭兵達が自分の持ち場へと素す早ばやく散らばっていく。

「どうだい、作業の進み具合は？」

　工事の陣じん頭とう指揮をとるボルツに亮真が後ろから声をかけた。

　日は西に傾かたむき始めたところか。

　ボルツ達が作業を始めまだ三時間ほどしか経たってはいない。だが、既に幅二十メートル深さ五メートル程の堀ほりが陣じんの前方にその姿を現し始めていた。

　全長五百メートルを超える堀を造る工事にしては異様なほどの早さである。

「あ！　若！　……そうですね、まぁ予定通りと言ったところですか」

　ボルツは視線を前に向けたままで答える。

「しかし……若はこんな方法を良く思いつきましたね。長年傭兵稼業をしていますが、こんな法術の使い方を聞いたのは初めてですよ。一体若の頭の中はどうなっているんだか……」

　呆あきれと称しよう賛さんの混じったため息と共に、ボルツは肩を竦めて見せた。

　ボルツの言葉は決して大げさではない。

　大地世界アースにおいて法術とは敵を倒たおす為の直接的な武器という認にん識しきしかないのだ。

　ただ戦争に勝つ為の道具。剣けんや槍と同じ扱あつかいだったのである。

「そう大したものでもないさ」

　ボルツの称賛を軽く受け流したが、実際のところ亮真のアイディアはこの世界の軍事と経済の両方に大きな革命をもたらしたと言えよう。

　相手に対しての直接的な攻撃手段としてしか使用されなかった法術を、それ以外の用よう途と。特に建設に応用する事で圧あつ倒とう的てきな効率性を実現した。

　大地陥没という法術を使用すると、直径五メートル、深さ五メートル程の落とし穴が術者の前方に作られる。

　別に石つぶてをぶつけたり、手から雷かみなりや炎ほのおを放つ訳でもない。ただ、ぽっかりと穴が出来るだけの術だ。

　確かに敵が落ちればそれなりのダメージを受けるだろう。

　だが、所しよ詮せんは単なる穴。

　使用方法としては敵の足元に出現させる事で、相手を落とすと言うのが一いつ般ぱん的てきな使い方だが、ほとんどの術者はこの術を実戦で使う事がない。

　直径五メートルと言うとそれなりに効果範囲が大きい様に感じられるが、実戦ではほとんど役に立たないからだ。

　敵が一ヶか所しよにずっと留とどまっているのならばともかく、動く相手の行動を見定めてその足元で術を発動させるのは難しい。

　しかも深さ五メートルは決して浅い訳ではないが、落ちた人間を確実に殺せるというほどの深さでもなかった。

　せいぜいマンションの三階から落っこちる様なもの。打ち所が悪ければ死ぬだろうが、殺す手段としては明らかに不適切だ。

　他に選せん択たく肢しがないならともかく、土系統に限らずどの系統にも大地陥没より狙ねらいやすく殺傷能力の高い法術は幾らでも存在する以上、わざわざ使い勝手の悪い術を戦せん闘とうという極限状態で使用する馬ば鹿かはいない。

　使い道のない術。それが大地陥没という術に対しての一般的な認識。

　しかし、別の側面から見た時、この術は大きな利点を持っている。

　一いつ瞬しゆんで直径五メートル、深さ五メートルの穴が術者の数だけ造られるのだ。それを繋つなげて発動させれば、短時間で巨大な空から堀ぼりが姿を現す。

　スコップなどを使い、人力で掘る手て間ま暇ひまと比較してみればその効率性は明らかだ。

「いえ。若はご自分の価値を理解していらっしゃらない！」

　大地世界アースにおける一般的な法術の価値とはどれだけ高い威い力りよくを持つかと言う点だけだ。

　敵の防ぼう御ぎよごと撃ち抜く事が出来る威力こそが絶対だったのだ。

　そして、確かに直接戦闘に使う法術としてみた時には大地陥没は使えない術の一つでしかなかった。しかし、直接相手を倒す事にこだわらなければ、大地陥没と言う術は全く別の可能性を秘ひめていた訳だ。

　その可能性を見つけ実現させたのが亮真で有る事を考えれば、ボルツの惜おしみない称賛の言葉も当然と言える。

「そうかねぇ？」

　しかし、亮真はボルツの言葉を聞き、首を傾かしげる。

　現代人の亮真にとって、自分の発想が格別凄すごいとはどうしても思えなかった。

　逆にこの程度の事をどうして今まで誰も気がつかないのかという思いの方が強い。

「そうですとも！」

　ボルツが力強く頷くのを見て亮真は苦笑いをした。

（まぁ、認めて貰もらえるならそれに越こしたことはないからな……）

　力を示し兵達の信望を得る以外に亮真の生きる道はない。

　頭の良よし悪あしというよりは、単純に情報量の差なのだろうが、勘かん違ちがいをしてくれるのならばそれはそれでプラスではあった。

「まぁ、偵察に向かったミハイルさんの報告次し第だいだけど、あまり時間はないと思う。ボルツさん、悪いけど急いでくれよ」

「分かりました！　お任せくだ……」

　頭を下げようとしたボルツが言葉を切る。

「おい！　そこキチンと距きよ離りを測って術を発動させないと意味が無いじゃないか。良いか、穴が連なる様に調整するんだ。適当な事しているならブチ殺すぞ！　……すいやせん、若。失礼しやした」

　亮真と話しながらでも作業現場の状じよう況きようを監かん視ししていたらしい。

　流石さすがに歴戦の猛も者さである。亮真は頼もしく思いながら話題を変えた。

　堀の建設具合と共に亮真が此処に来た目的の一つだったからだ。

「ところでサーラは今どこに居る？」

「サーラ嬢じようちゃんですかい？　……あ、あそこでさ。若の言われたとおりにぴったりと張り付いてますぜ」

　ボルツの指差す方向で金色の髪かみが揺れ動いていた。

「とすると隣となりの黒くろ髪かみの女が例のヤツか？」

「えぇ、その通りで」

　亮真の視線がサーラの横で作業している黒髪の女へ突き刺ささった。

「今のところ動きはない様でさぁ。サーラ嬢ちゃんがしっかりと見張っていますからね。それに俺らもさり気なく気にしていますから、若は大船に乗ったつもりでいてください！」

「あぁ。もしあれに裏を掻かかれれば俺らはかなりヤバイ事になるからな」

　にこやかに笑えみを浮かべていた亮真の目に冷れい徹てつな光が宿る。

「えぇ。十分分かってまさぁ！」

「もし手に負えない状況になったら下手な欲を出さずに始末してくれ」

　亮真の言葉にボルツの顔に驚きの表情が浮かぶ。

　あの女を上手うまく利用する事は今回の作戦の中でもかなり重要な部分だ。姿を未だに見せない黒幕の正体を探さぐる為の替えの利きかない大事な道具。それにも拘わらず、見切りをつけたら躊ちゆう躇ちよなく始末するようにと命じた亮真の言葉にボルツは驚きを隠かくせなかった。

　だが、ボルツの顔色を見て亮真は笑みを浮かべる。

「確かにアイツを利用するつもりで泳がせているけど、それが罠わなの可能性も有るからな。不味まずいと思ったらボルツさんの判断で構わないから始末してくれ」

　一番怖こわいのは利用するつもりが逆に利用される事だ。

　確かにリスクを冒おかさなければ利益を得る事は難しいが、それも度合いによりけり。

　時には損を覚かく悟ごで見切りをつける事も重要だった。

「分かりやした。こっちの方はお任せくだせぇ！」

　ボルツはそう言って亮真へ頭を下げると再び作業の指揮に戻もどる。

「さてと、次はリオネの様子を見なくちゃな……」

　そう呟つぶやくと亮真はリオネの姿を探しにその場から立ち去った。




「だいたい予定に沿って準備出来ているよ！　……後はボルツの方の作業が終わり次第だね」

　リオネは素早く亮真の姿を見つけると手を振りながら大声で叫さけぶ。

　亮真はリオネの声に苦笑いし軽く手を振りながらやってきた。

「柵さくの準備は万ばん端たんってところか」

「あぁ、材料の木材は森に入ればいくらでも手に入るしね」

　リオネは彼女の後ろに山と重ねられた柵へ視線を向けた。

　既に切り出された木は一定の太さに加工され、縄なわを使って組み合わされている。

　後はボルツの堀造りが終しゆう了りようすれば直すぐに立てるだけとなっていた。

「筏いかだの制作は？」

「それはこれから準備する事になってるよ。今は材料の木を切り出してるところさ」

　森の方から続々と男達が木を担かついで陣へと戻ってきている。

　亮真の指示を守って法術を使って身体強化をしているのだろう。

　普ふ通つうならとても一人では持ち運べないような太い木材を軽々と肩に担いで運んでいる。

「騎き兵へいが渡わたれる程度の耐たい久きゆう性せいを保ってくれよ？」

「大丈夫！　分かっているさ。うちの傭兵の中から大工の経験が有る奴に指揮をとらせて造る予定だよ」

　その言葉に亮真は満足げに頷くと、声を潜ひそめて本題へと入る。

「後は例の人選か……そっちは？」

「そっちも抜かりはないさ。何しろ今回の作戦の胆きもだからねぇ。なるべく顔の良い男を選んでいるから心配しなさんな」

　リオネはそういうと片目を瞑つぶって見せた。

「あぁ、それならいいんだ。任せたよ」

　亮真は深く頷くと踵を返し自分の天幕へと戻って行く。

　彼らが生き残る為にやるべき事は幾らでも残っていたから……

　亮真達が必死で防衛拠点の敷ふ設せつを行っていた頃ころ、ミハイル・バナーシュは河岸からおよそ五キロ離はなれた高台に居た。

　速度はかなりゆっくりだ。

　もっとも、偵察任務である以上、周囲の索さく敵てきを優先させれば速度が落ちるのも当然と言える。

「ふぅ……今のところ敵兵はなしか」

「は！　未いまだ一人も」

　ミハイルの問いに側近の一人が頷く。

「ここまではあの男の予想通り……か」

　ミハイルの口から小さな舌打ちが漏れた。

　眼下には一面の草原が広がっている。その先には穀倉地帯が広がりはるか遠方に城じよう塞さい都市イラクリオンの姿が望める。

　仮にイラクリオンより兵が放たれても、確実にその動向を確かく認にんする事が出来る位置だ。

　ミハイルは周囲に敵兵が居ない事を確認すると、足元に転がる手て頃ごろな石に腰を据すえた。

（この前ぜん哨しよう戦せんで今後の流れが決まる……か。だが、あいつの顔……俺を侮あなどっているのか？）

　ミハイルの脳のう裏りから亮真の憂うれいに満ちた表情が消えない。

　亮真とミハイルが出会ってから既に数すうヶか月げつが過ぎている。

　表面上は亮真と打ち解けてきて居るように見せてはいたが、実際のところミハイルは強い不満と焦しよう燥そうに心を掻き毟むしられていた。

　それは、ルピス王女の信しん頼らいがどこの馬の骨とも分からない流れ者の傭兵である亮真へ向けられていると感じているかだ。古参の側近である自分を差し置いて……

（そもそもあいつは騎き士しを何だと思っているのだ！　……騎士は戦う戦士だ。それを農民の様に大工仕事など命じやがって！）

　強きよう烈れつな騎士の誇ほこりを持つミハイルにとって、亮真の今回の作戦はとても我慢の出来るものではなかった。

　武法術による身体強化をした騎士や傭兵の手で土木工事を行う。

　確かに効率は良いだろう。その事自体はミハイル自身も認めなくはない。しかし、だからと言って騎士が法術を使って木を切り、堀を掘るなどとても納なつ得とくできる事ではなかった。

　実際のところそう言った不満を持つローゼリアの騎士は多い。いや、殆ほとんど全ての騎士が不満を感じていると言っても過言ではない。

　それでも、彼らが亮真の指示に従っているのは、ルピス王女より指揮権を託たくされたという事実と、圧倒的兵力差を覆くつがえす良い案を他に思いつかなかったからに過ぎない。

（面白おもしろくない……な）

　ミハイルの心にドス黒い何かが沸わき上がってくる。それは嫉しつ妬ととも憎ぞう悪おとも取れる何かだ。

　ミハイルの災難は、彼自身が亮真の方針やアイディアの効果を理解し、ルピス王女の信頼が亮真へ移ってしまった事を理解するだけの能力を持っていた事だろう。そして、その現実を受け入れるだけの器量をミハイル自身が持っていない事だ。彼の強烈な騎士の誇りが心に強い亮真への嫉妬を生み出す。

　ミハイル自身のルピス王女への忠誠は疑い様がない。

　恐らく、最もルピス王女に身近なメルティナにも比ひ肩けんする程だろう。

　だが、現状ルピス王女の役に立っているのは忠誠心の篤あついミハイルではない。今、ルピス王女に最も貢こう献けんしているのは、ほんの数ヶ月前までは名前すら知らなかったただの平民だ。

　それでも、まだ同じローゼリアの騎士であるならば彼の誇りは保たれた事だろう。

　しかし、現実は違ちがう。

　そしてミハイル自身もまた、自分には御子柴亮真の真似まねをする事が出来ない事を自覚していた。

　だからこそミハイルは亮真を妬ねたむのだ。許せないのだ。

　自じ己こに正当性がない事を理解するがゆえにミハイルの心は闇やみに落ちる。

「ミハイル様！　前方に土つち煙けむりです。おそらく敵の偵てい察さつ隊たいではないかと！」

　思案に耽ふけるミハイルの耳に部下の叫びが響ひびいた。

「何！　敵だと？」

「はい。兵数はまだ確認出来ませんがそれ程多くはない模様です！」

「なんだ、その報告は！　きちんと確認せんか！」

　ミハイルの怒ど鳴なり声ごえを受け部下は再び敵軍の確認へと向かう。

（敵兵は多くない？　……まずは敵の数を確認した上で御子柴殿へ……）

　ミハイルはこの時、まだ冷静に自分の任務の重要性を意識していた。

　大切なのは敵の偵察と自兵の損そん耗もうを最少に保つ事。特に自兵の損耗に関しては亮真の口から直接しつこいほどに注意を受けていた。

　現状では僅わずか二千程度しかいないのである。敵の数を減らす事より、自兵の損耗を避さける方が重要なのは当然の事だ。

　だがそんな意識は再び駆かけ寄よってきた部下の報告を聞き吹ふき飛とぶ事となる。

「ミハイル様、確認いたしました！　敵兵およそ百！」

「百だと！　間ま違ちがいないのか？」

　部下が頷くのを見て、ミハイルは口くち髭ひげを捻ひねりながら考え込む。

（百ならば、こちらの五分の一の兵数ではないか……周囲には他に敵兵の影かげは見当たらなかったことを考えれば、おそらく敵の偵察部隊だろう……テーベ河を渡と河かされ慌あわてて偵察隊を送ってきたに違いない。馬鹿な奴らだ）

　ミハイルの顔に余よ裕ゆうと敵指揮官への侮ぶ蔑べつの笑みが浮かぶ。

　敵兵を始末するというのは、実に分かりやすい功績。その獲え物ものがちょうどミハイルの目の前へのこのこと踊おどり出て来た訳だ。

「ミハイル様！　直ちに本ほん陣じんへ帰き還かんのご命令を！」

　傍かたわらに侍はべる副官がミハイルへ進言してきた。

　確かに彼の言う事は間違ってはいない。しかし、それでは何の功績にもならない。

　そんな思いがミハイルの脳裏に浮かぶ。

（相手は所しよ詮せん偵てい察さつ隊たい。こちらは騎士五百。勝負は初めから見えている。本来ならば戦う価値などない。だが、ここで少しでも敵兵を減らしておけば必ず我らに有利となる。それに……）

　無数の戦うべき理由がミハイルの脳裏をよぎった。この段階でミハイルの心には自分の功績しかない。彼かれは戦闘でしか手て柄がらをあげられないし、その事を嫌というほど理解しているのだから。

（舐なめられてたまるか！）

　そんな思いに突き動かされ、ミハイルは腰こしかけた石から素早く立ち上がると大声で叫んだ。

　その顔には戦場に出る兵士特有の殺気が浮かんでいる。

「いや、ここで迎むかえ撃つぞ。総員戦闘準備に掛かれ。あの程度の敵、一いち撃げきで粉ふん砕さいしてくれる！」

　戦場の空気を受けミハイルの心は高揚した。

　そして高揚した心はミハイルの功名心と混ざり合って彼の判断を狂くるわせる。彼は忘れてしまった。自分の任務とその重要性を……

「良いか！　手加減など無用！　一気に敵を踏ふみ潰す！　ローゼリア騎士の力を今こそ反逆者どもへ見せるのだ！」

　ミハイルの命を受け、高台に五百名の騎士が臨戦態勢で整列している。彼の激げき励れいを聞き騎き士し達たちの間に緊きん張ちようが走る。

　それは命令したミハイルにしても同じ事だ。

　相手の数はおよそ百。兵力では余裕があるものの、亮真の指示を完全に無視する以上、ミハイルとしては決して敗れる訳にはいかなかった。

　抜ぬけ駆がけも作戦無視も、戦に勝ちさえすれば許された。だが、裏返せばそれは負ける事が許されないと言う事だ。

　指揮官の命令を無視して負けた人間を庇かばってくれる人間など、何処どこの世界にも存在しない。

　その上、ミハイルは先日大きな失態を犯おかしている。結果的にルピス王女のとりなしによって叱しつ責せきだけで済んだが、流石にもう一度失態を犯せばたとえルピス王女であろうとも、助ける事は不可能だろう。

（勝てばいい。私は……あいつになど負けぬ！）

　ミハイルの脳裏には勝利しかなかった。そして、勝利を渇かつ望ぼうする心が真実を覆おおい隠す。

「突とつ撃げきぃぃぃい！」

　一斉に沸き起こる鬨ときの声こえが大地を揺るがす。

「「「うぉぉぉぉぉぉ！」」」

　ミハイルの剣が敵の偵察隊を指すと同時に、五百名の騎士は砂さ塵じんを巻き上げながら一気に高台を駆け下りた。

　そして、そのミハイルの決断が御子柴亮真を苦境へと追いやる事になる。

「ミハイルの馬鹿め。やはり我慢できなかったか。王女の側近として少しは成長したかと思ったが、考えなしなところは若い頃から全く変わらんな」

　高台から馬ば蹄ていを響ひびかせながら駆け下りてくる一団。彼らが高々と掲かかげる近衛騎き士し団だんを示す旗印と、そこに混じったバナーシュ家の家か紋もんはケイルにとって実になじみ深いものだ。
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　ローゼリア王国に仕える騎士として、共に同じ宿舎に暮らし、武術の腕うでを競きそい合ってきた仲。

　幾いく度ど、彼らは共に同じ旗の下で命を懸かけた事だろう。

　そして、そんな二人の進む道が分かれたのは一体何時の事か。

　周囲から浮いていたケイルにとって、ミハイルは剣けん士しとしての名声を競うライバルであると共に、数少ない友でもあった。

（今度は俺が勝たせてもらう番だぞ。ミハイル。あの時の借りを今ここで返す）

　ローゼリア王国一の剣士を決める国王主しゆ催さいの武芸大会。その一回戦で二人は火花を散らした。

　そして、勝ったミハイルは国一番の剣士という名声と共にルピス王女の側近へと重用され、負けたケイルには嘲ちよう笑しようと侮蔑が与あたえられたのだ。

　勝負とはいえ、ほとんど互ご角かくともいえる腕を持ちながら、二人の道は大きくズレた。そして、ズレたはずの二人の道が、再び交わろうとしている。

「手て筈はずは整っているな？」

　ケイルの問いに側近の一人が頷いた。

「よかろう。では、一戦交えるぞ！」

　冷たい笑みを浮うかべながら、ケイルは腰の剣を抜き放つと、敵軍へと向かって馬を走らせた。




「なんだと!?　もう一度言え！」

　怒ど号ごうが陣じん営えいに響く。

　亮真は目の前に横たわる名も知らぬ騎士の報告が信じられなかった。

　否いや、信じたくないと言うのが正解だろうか。

「は……は……い。ミハイル……様以……下偵……察隊は全……滅いたしまし……た」

　裂れつ傷しようから血が滴したたり落おちて、亮真の足元に小さな水みず溜たまりを造っている。

　騎士の言葉がところどころ不ふ明めい瞭りようなのは、彼が負った傷の幾いくつかが内臓を傷つけた結果、喉のどに血が絡からまるからだろう。マルフィスト姉妹によって施され続けている回復術も、彼の死をほんの数分先送りにするだけの効果しかない事は誰だれの目にも明らかだった。

　常人ならば既に死亡していても不思議ではない程ほどの重傷を負いながら、この男は強烈な意思の力によってその命の火を保っているのだ。

　兵士の眼に宿る光がそれを証明している。

「ミハイルは……どうした。死んだのか？」

　そんな命を賭として報告をしている人間を怒鳴りつけるという失態を犯した亮真は、必死で気持ちを落ち着けると、出来るだけ平静を保ちながら尋たずねた。

　既に目の前の騎士は死んでいるのだ。後は魂たましいが肉体から離れるのを待つだけの体。だが、そんな彼が燃もえ尽つきる最後の命の火を使って伝えようとしている事が有るのだ。男なら彼の意思を尊重し、彼の持つ情報を出来るだけ受け取るべきだ。

　それが黄泉よみの国へ旅立とうとする騎士への最高の敬意なのだから。

「ミハ…イル…様はケ…イルを追…って敵軍へ…突撃さ…れました」

「ケイル？」

　亮真の初めて聞く名前である。

　訝いぶかしげに亮真はその名前を繰り返した。

「はい……ミハイル様は初め冷……静に指揮をされ……ておりました……あ……の裏切……り者であるケイル……イルーニア…が敵部隊の指……揮官だと判明するまで……は」

　その言葉に、周囲の騎士達から罵ば声せいが飛んだ。彼らにはケイル・イルーニアと言う名に心当たりが有るのだろう。しかし、今それを彼らから聞いている暇ひまはなかった。

「そうか……その裏切り者を倒す為ためにミハイルは軍を突とつ進しんさせたんだな？」

　亮真の言葉に目の前に横たわる騎士が精せい一いつ杯ぱいの力を振り絞しぼって頷く。

（おそらく、ケイルって言うのが指揮を取っていると分かるまで、ミハイルは冷静だったに違いない。だが、何かの拍ひよう子しに敵の指揮官が裏切り者だったと知った……ミハイルの性格を考えれば抑えきれないのも無理もないか……）

　亮真の脳裏にその場の情景がはっきりと浮かんできた。

　亮真とてミハイルが焦あせりを感じている事は理解していた。だからミハイルが偵察隊を指揮する事に不安を感じていたのだ。

　しかし、同時に亮真はミハイルの能力をある程度は信用していた。

　功を焦ったにしろ引ひき際ぎわを知っていると思っていたのだ。

　だからこそ、ミハイルが部隊を全ぜん滅めつさせるまで引かなかった事が信じられなかった。しかし、裏切り者を目の前にしたのならば彼の理性が吹き飛んだのも理解出来る。騎士は裏切り者を一番憎むものだから……

「それで、敵は今どこまで接近しているんだ。兵数はどれくらいだ？」

　亮真は様々な思いを心の奥おくに追いやると、今一番聞かなければならない質問へと集中する。

　大切なのは敵がこの場所にいつ頃ごろやってくるのか。

　そして、それがどれくらいの兵数なのかを確認する事だ。

　ただでさえ兵数の劣おとる亮真達たちは偵察隊の全滅によりさらに劣れつ勢せいへと追いやられている。

　ミハイルの敗北によって兵士が動どう揺ようしている今の状況で敵から奇き襲しゆうを受ければ、いくら堀や柵といった防御施設を準備しているとはいえ、本当に全滅しかねないのだ。

「兵数はおよそ五……千。後続の兵……数は不明およ……そ十五分程で先発部隊が……ここへ到とう……着ちやくするか……と……」

　息も絶え絶えに報告する騎士の言葉を聞き、亮真の顔色が変わる。

「リオネ、ボルツ！」

　普ふ段だんのさん付けも忘れ、亮真は矢や継つぎ早ばやに二人の名を呼んだ。

「「おう！」」

　リオネとボルツの二人が前へと進み出る。

「二人はそれぞれ兵四百を指揮して北と南の守備に。中央は俺とローラが六百で受け持つ。サーラ！　お前は残りを指揮して例の準備した後に後方で待機だ！　後、偵察隊を出して敵の現在位置を確認しろ！　急げ！」

　亮真はサッと体を起こすと、リオネ達へ守備の持ち場を割り振る。

　リオネ達には、事前に人数や持ち場を割り当てていたので指示に対して戸と惑まどいはない。いや、それ以前に亮真の断固とした命令が彼らに異論をはさむ余地を残さなかった。

　亮真の命に周囲は無言のまま一斉に頷くと、足早に天幕の外へと姿を消した。

「み……御子柴……様……」

　天幕を出ようと立ち上がりかけた亮真の背中へ、横たわっている騎士が最後の力を振り絞って話しかける。

「なんだ？　まだ何かあるのか？」

「も……申し訳ございません。貴方あなた様さまのご指示……を無視してしまい……ました」

　騎士の言葉を聞いた亮真はローラ達へ軽く頷くと、彼かの女じよ達たちを天幕の外へと出し自分は彼の横に跪ひざまずいた。

　敵の襲しゆう来らいに備えるための時間は惜しい。だが、命を賭して戻ってきた騎士の最後の言葉である。

　亮真はただ黙だまって彼の言葉を聞くしかなかった。

「良いさ。分かっている」

　亮真はただ深く頷いた。

　目の前の男はミハイルの指揮に従ったにすぎない。そんな彼を死に際に責める事など出来る訳がなかった。

　亮真は血に濡ぬれた騎士の体を抱だきかかえる。そうしなければ聞こえないほど、彼の言葉はか細く弱々しくなっていた。

「御み子こ……柴しば様。殿でん下かを……ル……ピス殿下を必ずや……玉座へ……」

　それだけ言うと、突とつ然ぜん彼かれの体から力が抜ぬけた。

　伝えたい思いはまだ多く有っただろうが、騎士の命の火は亮真へ謝罪の言葉を伝えるだけで消え掛かった。だからこそ彼は、最後の力を振り絞って亮真へ託したのだ。

　彼が一番強く望む願いを……

「馬鹿が……」

　名も知れぬ騎士の願いを聞いた亮真の口から、憐みとも嘲笑ともとれる言葉が漏もれる。

　しかし、そんな感傷を偵察に出た兵士の叫びが打ち消した。

「御子柴殿どの！　前方一キロ先に敵てき影えい！　兵数およそ八千！」

　先ほど受けた報告より三千近くも多い。

（チィ。イラクリオンからの援えん軍ぐんが合流しやがったか！）

　亮真は込み上げてくる苛いら立だちを必死で隠す。

　劣勢である今、指揮官が動揺を露あらわにすれば、命令を受ける兵士の間にもその動揺は広がってしまうだろう。

　それでは勝てる戦も勝てなくなる。

「分かった。リオネとボルツの二人へ手筈通り動いてくれと伝えろ。中央は俺が指揮する！」

　亮真の指示を受け伝令がリオネ達の元へと走り去る。

（ルピス殿下を玉座へ……か）

　亮真は頭から骸むくろになった騎士の最後の言葉を追い出す。

　今そんな余計な事を意識すれば自分の命を失いかねない。戦場に必要なのは生きようとする欲と強固な殺意。

　ただ、それだけだ。

（まずは生き残らなきゃな……全てはその後だ！）

　亮真は静かに目を閉じると、腰の剣を抜き放つ。ただ、己の未来を掴つかむ為に……




「どう言う事だ！　どうやったらこんな短時間で、これほど強固な陣じん地ちを築ける！」

　陽が西の空から消えようとしている。

　陽が落ちてからの戦は困難であることを考えれば、攻こう撃げきを掛かけるにはギリギリの時間帯である。

　本来なら偵察隊五百を全滅させた勢いをそのまま本体にぶつけるのが常道。

　何も躊ちゆう躇ちよする必要はない。だが、夕日に照らされた目の前の陣を見たケイルは突撃命令を下す事を躊躇ためらった。

（どうなっている？　これではゲルハルト閣下のご命令を遂すい行こう出来ないではないか……）

「しかしケイル様。閣下の御ご命めい令れいを無視する訳には……」

　副官の賢さかしらな進言がケイルの癇かんに障さわる。

　自分が心に思った事を他人に言葉にされると腹が立つものだ。

「言われなくても分かっている！」

　ケイルの怒ど声せいを受け副官は首を竦すくませた。

（馬鹿が！　この防御施設を見ても何も思わんのか！）

　彼らの目の前には幅はば二十メートルを超こえる空堀が横たわっていた。

　先ほど偵察隊から受けた報告では、テーベ河の河岸に沿って作られた陣をぐるりと三日月型に覆っている。

　恐おそらくその全長は一キロを超えるだろう。

　その上、空堀はかなり深い。

　ケイルの目から見ても、そう簡単に突とつ破ぱする事は出来そうになかった。

（しかし……連中が河を渡り終えて僅か半日ほどだぞ。一体どういう手品を使ったのだ？）

　苛いら立だたしげにケイルは親指の爪つめを噛かむ。

　土木機械の存在しないこの大地世界では、全ての建造物は人力によって造られて来た。

　つまり何をするにしても人を集める必要がある。

（近きん隣りんから農民を徴ちよう発はつしたという話は聞いていない……）

　ケイルは脳裏に浮かんだ考えを否定する。

　もし仮に近隣の村々から人間を徴発した場合、ゲルハルト公こう爵しやくの耳に入らない訳がない。

（もしや、王都から連れてきていたのか？　いや有り得ん。そんな事をすれば行軍速度は遅おそくなる……ならば一体どうやって？　密みつ偵ていの話では先発隊はおよそ二千程だったはずだ。全員で作業を行ったと仮定してもこのスピードは……）

　堀の淵ふちには木材を組み合わせて造られた柵がずらりと並んでいる。

　それらの作成時間だって必要とするはずなのだ。

（クッ！　ミハイルなど放っておいて先に本陣を攻せめるべきだったか？　いや、ミハイルをほめるつもりはないが、あいつの武力は脅きよう威いだ。潰つぶせる時に潰した俺の判断は正解の筈はずだ）

　ミハイル・バナーシュという男は一騎士として卓たく越えつした力を持っていた。

　騎士団をまとめる事も、緻ち密みつな策を練る事も出来ないが、その代わり、単たん騎きの個人が保有する戦せん闘とう力りよくという意味ではローゼリア国内でも五指に入る。

　特に野戦時におけるミハイルの突破力は異常。彼を先頭にした小部隊が前線を食い破り戦せん況きようをひっくり返した事もある。

　排はい除じよ出来るならば、さっさと排除してしまうに越した事はない駒こまである事は間違いないのだ。

　しかし、ケイルの目もく論ろ見みは外れ、戦況は思わしくない。

　とても今日の昼に部隊が到とう着ちやくしてから用意したとは思えない、強固な防御施設がケイルの行く手を阻はばんでいた。

（糞くそったれが！　何処までも俺おれの邪じや魔まをしやがる！）

　ケイルの脳裏にミハイルの鬚ひげ面づらが浮かぶ。

　八つ当たりである事はケイル自身も理解しているものの、目の前の重じゆう厚こうな陣を目にすれば、ミハイルなどに関わっていなければと後悔の念が湧き上がってくるのは当然だった。

「ケイル様……いかがされますか？」

　側近の一人が恐る恐る黙り込んだケイルへ指示を仰あおぐ。

「突撃しかあるまい……」

　ケイルが重い口を開く。

　実際、ケイルに取れる選択肢は他にはない。

　斥せつ候こうからの連れん絡らくによって敵兵の数が少ない事を知ったケイルが、自ら無理に願い出た今回の出しゆつ陣じん。

　出陣前、主人であるゲルハルト公爵からも敵の壊かい滅めつを厳しく命じられている。

　陣の防御施設が完成していて手も足も出ませんでした。では済まないのだ。

（情報では連中の兵力は二千を少し超える程度。ミハイルの偵てい察さつ部隊がおよそ五百。それを全滅させた今なら、敵の数は千五百から千八百と言ったところ……か。それに対して我らは八千を超える。兵力差は四倍から五倍弱。このまま力押おしでも攻こう略りやくは可能か……良いだろう、急ごしらえの堀など何の役にも立たん事を証明してくれる！）

　ケイルの心は次第に平静を取り戻していく。

　予想外に強固な防衛準備をされたとはいえ兵数では圧倒的にケイル側が有利だ。

（絶対に負けられん！…いや…勝つ！）

　ルピス王女に仕える近衛騎士の一人でありながら、ミハイルへの対たい抗こう心しんと己の立身出世の為にゲルハルト公爵側へと寝ね返がえったケイルに、今いま更さら退路など残されている筈もない。

　ケイルが貴族派の中で生き残る為には、どうしても功績が必要なのだ。

　しかし。彼は知らなかった。彼の今の心理状態は、先ほど自らが打ち破ったミハイルの心と酷こく似じしていた事を。

「ケイル様！　準備が整いました！」

　副官の言葉を聴ききケイルは大きく頷うなずいた。

　ケイルは腰の剣を引き抜くと敵てき陣じんを指示して叫ぶ。

「突撃ぃぃぃぃい！」

　旗手はケイルの指示に従い全軍突撃の旗を高々と掲げる。

「「「うぉぉぉぉぉぉ！」」」

　八千の兵士達が鬨の声を上げながら空堀へと突っ込んで行く。

　ケイル達は知らない。彼らの行く手に仕組まれた死の罠の存在を……

　今ここに、ローゼリア王国の未来を掛けた戦が幕を開けたのである。




「弓を引きな！　絶対に怯ひるむんじゃないよ！」

　リオネの怒声に曝さらされながら騎士達は配付された弓に矢を番つがえ強く引き絞る。

「狙いなんか適当でいいからドンドン射るんだよ。敵はこっちの五倍。目を閉じていたって当たるんだからね」

　大地を震ふるわせながら、リオネの受け持つ南側の門へ敵兵が雪崩なだれの如く押し寄せる。

　彼らの口から放たれる獣けものの様な鬨の声が、リオネの全身を打ちすえた。

（このゾクゾクとする感じが堪たまらないねぇ……濡れてきちまうよぉ）

　リオネは渇かわきぎみだった唇くちびるを舌で湿しめらすと、自らも弓を引き絞った。

　やがて、第一陣が空堀を降り始める。

（どうやら本職は温存する気か……あの子の予想通りだねぇ）

　隊列も何もない。ただ勢いだけの突撃を見て、リオネの顔に嘲笑が浮かんだ。

　敵兵の多くは、ゲルハルト公爵や貴族派の人間が治める領地から徴ちよう兵へいされた平民である。

　当然ながら彼らは軍事訓練など受けた事はない。また、武具もゲルハルト公爵が与えた槍やりと皮の鎧よろいだけだ。

　大地世界の徴兵制度は苛か酷こくである。

　彼らは領主の命令一つでその命を危険にさらす。しかも、領主達から彼らへ報ほう酬しゆうが支し払はらわれる事は一いつ切さいない。

　それは、徴兵に応じる事が税の一種と考えられているからだろう。

　その辺は、日本の今は無き徴兵制度などと同じだ。

　勿もち論ろん、手柄を挙げれば徴兵した人間から幾ばくかの恩賞は出る。しかし、命を懸けた戦場でそんな幸運に恵めぐまれる人間などごく一部。多くの人間は生き残る事だけで必死なのだ。

　だが、そんな彼らにも救いがない訳ではない。

　敵から略りやく奪だつした物は自分の物になると言う決まりだ。敵兵を殺せばその相手の持つ剣けんや槍、鎧に幾ばくかの現金。そう言った物が全て自分の物になるのだ。

　他国への侵しん略りやく戦争となれば、それはさらに旨うま味みをもたらす。

　女を犯し、家を焼き財産を奪うばう。男は労働奴ど隷れいとして、女は性奴隷として売うり払はらう。

　命を賭かけ金きんとして、大きな利益を得られるかもしれない。

　だからこそ、この世界の平民たちの多くは、貴族を憎にくみ戦を嫌いやだ嫌だと拒きよ絶ぜつしながらも戦場へと赴おもむくのだ。

　自分よりも弱い者を踏みつけ、自らの苦しい生活を少しでも楽にする為に……

「良いか、敵から奪ったものは全てお前達の物だ。ゲルハルト公爵様の名において保証してやる！　さぁ、進め進めぇぇ！」

　南門攻略を指揮する貴族の言葉に、周囲から歓かん声せいが沸き上がった。

　騎士の装備は高価だ。鎧も剣も特注の一品だし、戦馬は特別な調教を施ほどこした高価な物だ

　戦場に生きる騎士として、誇りの全てを自らの武具に注ぎ込むのだから当然と言える。彼らにしてみれば、騎士は金の塊かたまりに等しい。

　勿論、法術を会え得とくした騎士達を、ただの平民が殺すのは非常に難しい。習得率や才能など個人差はあれども、全員が法術を使う騎士の戦闘能力は一いつ般ぱん兵へいの軽く二倍はある。

　法術を会得した騎士とは、人の形をした猛もう獣じゆうに等しいのだ。

　だが、一対一では勝機のない戦いも、戦場と言う特とく殊しゆな環かん境きようでは大きく変わる。

　一人で勝てないのならば、単純に人数を増やせば良い。象を喰くい殺す蟻ありの群れの様に、集団で囲めば決して殺せない訳ではないのだ。

「「「うぉぉぉぉぉぉ！」」」

　後方から響く檄げきに呼応して、前線が大きく前進してきた。

　今彼らの目には亮真達が宝の山に見えているのだろう。

　それは自分達の人数が圧あつ倒とう的てきに多数であると言う自信だ。

　彼らは何の躊躇もなく空堀へと足を踏み入れた。

　自分達の数が敵に勝まさるという慢まん心しんが彼らの恐きよう怖ふ心しんを麻ま痺ひさせる。

（三……二……一……今だ！）

　間合いを計っていたリオネの目に、粗そ末まつな武器を手にした敵兵の姿が鮮せん明めいに映し出された。

「一列目、放てぇぇえ！」

　リオネの叫びと共に、騎士達は引き絞った矢を放つ。

　風切り音が戦場に響き渡り、敵兵の先頭集団へと矢が襲おそいかかる。

「「ぎゃぁ」」

「糞、矢が！」

　矢を受け傷付いた兵達の恨うらみの声が木霊こだまする。そして、その叫びが後に続く敵兵の心に戦場の恐きよう怖ふを思い起こさせる。

「何をしているのだ。進め進めぇ！　敵兵は僅かなのだ。一気に攻め落とせ。金目の物が欲ほしくはないのか！　さぁ進むのだ！」

　後方から敵の指揮官が叫ぶ。

　敏びん感かんに進軍速度が鈍にぶった事を感じたのだろう。

　再び、農民達の心を掻き立て様と、欲と言う名の鞭むちを振ふるった。

「二列目。放てぇぇえ」

　絶ぜつ妙みようなタイミングで飛来する第二の雨。

　立て直そうとした矢先に飛来した一撃は、更さらに兵の心を打ちすえていく。

「くっ、何を怯んで居る！　敵は少数。矢とて無限にある訳ではあるまい。数はこちらが上なのだ。さぁ、進め！　一番最初にあの柵まで辿たどり着ついた者には、特別に報ほう奨しよう金きんを出してやる！　さぁ、怯まず進むのだ！」

　貴族の狙ねらいはハッキリとしている。数の有利を生かし、乱戦を望んでいるのだ。

　仮に兵が四人死んでも、騎士一人を殺す事が出来れば帳ちよう尻じりは合う。

　逆に亮真達は、ある程度の距きよ離りを保ったまま戦い敵の数を削けずりたいと考えている。

　地の利を得た今、無理に接近戦を行い、兵の数を減らす意味はないからだ。

　乱戦に持ち込みたい貴族側。ある程度の距離を保って戦いたい亮真達。
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　だが、如何いかに地の利があろうとも、数の暴力を防ぐのは難しい。

　降り注ぐ矢の雨にも怯まず、仲間の屍しかばねを踏み越こえ、時には仲間の屍を矢を防ぐ盾たての代わりにして……

　三メートル、二メートル、一メートル。

　降り注ぐ矢の雨に耐たえながら彼らは前進する。

　そして、遂ついにその決死行が終わる瞬しゆん間かんが訪おとずれた。

「着いた！　俺が一番乗りだ！」

　一人の農民兵がついに柵まで辿り着いた。

　珍めずらしくケチな貴族が報奨金を出すと宣言したのだ。

　その金は、高い税金にあえぐ自分達の生活を少しは癒いやしてくれるに違いない。

　いや、ひょっとしたら、その勇気を称たたえられ、仕官を求められる可能性すらある。

　騎士にはなれなくても、従者として取り立てられれば、平民としては十分に出世と言えた。

　だからこそ、此処ここは盛大にアピールをしなければならない。自分が一番乗りを果たしたのだと。

　だが、その代だい償しようは大きかった。そう彼の命だ……

「第三列前へ！」

　リオネの指示で弓隊が後方へ下がると、長い槍を手にし、鋼鉄の鎧よろい兜かぶとで身を固めた重装備の騎士達が入れ替かわりに前へと進む。

「突つき出だせぇぇ！」

　リオネの号令の下、柵の隙すき間まから一いつ斉せいに槍が突き出される。

　狙うのは農民兵達の顔面。

　一番乗りを果たしたと叫んだ男は左目に槍を突き込まれた。

「ぎゃぁぁっ！」

　獣の叫びにも似た声が男の喉から迸ほとばしった。

「槍引け！」

　突き出された槍が一斉に柵の内側へと吸い込まれる。

「突き出せぇぇ！」

　再び柵の間から無数の槍が突き出され、愚おろかな農民兵達の命を刈かり取っていく。

「糞ったれ。兄貴！　ロイド！　よくも兄貴を。殺してやる！」

「目が！　俺の目が！」

「ひぃぃいぃ！　これ以上やっていられるか！　…俺はもう嫌だ。死にたくねぇ！」

　戦場に怒号と嘆なげきの声が響き渡る。

　前へ出ようとする者と槍から逃のがれる為に後ろへ下がろうとする者。

　両者のぶつかり合いは、もともと陣じん形けいなどと言う高こう尚しような技術を持たない兵達の足を止めさせた。

　そして、その混乱を逃すほどリオネは甘あまくはない。

（ここだ。ここで一気に主導権を握にぎる！）

　長年傭よう兵へいとして戦場を駆け抜けて来た人間の嗅きゆう覚かくは鋭するどかった。

「第一列、第二列、構え！　放てぇぇぇ」

　リオネは槍隊を一いつ旦たん後ろへ下げると、再び弓隊を前列に出し乱射を始めた。

「良いいかい。撃うって撃って撃ちまくるんだ！　遠えん慮りよなんてするんじゃないよ！　矢は腐くさるほどあるんだからね！」

　リオネの檄げきを受け、再び騎士達の放つ矢が農民兵の頭上へ雨の様に降り注ぐ。

「くっ！　埒らちが明かぬか……仕方ない」

　貴族が忌いま々いましそうに呟つぶやく。

「伝令！　ケイル様へ南側は敵の抵てい抗こうが激しく増ぞう援えん部隊を回してと欲しいと伝えよ！」

　一気に南門を突破しようとした貴族は、一度仕切り直しをする為に後退の命令をケイルへ申しん請せいした。

　実戦経験の少ない彼だが、このまま力押しで攻めても無む駄だな事を理解したのだろう。苛立ちと不満で彼の体が小刻みに震える。

「ふがいない連中め！　こちらは敵の四倍以上だぞ。何故なぜこんなに手間取るのだ！」

　その瞬間、両手に握られた指揮棒が甲かん高だかい悲鳴を上げながら二つに割れた。




「増援だと？　何を寝ねぼけた事を！　我らは圧倒的に優勢なのだ。何故なぜ増援しなければならん！」

　目の前に跪ひざまずく伝令の言葉を聞き、ケイルは顔を真っ赤にして怒鳴りつけた。

「し、しかし……南門の抵抗は激しくとてもこのまま攻め落とせるとは……」

　たとえどんなに怒鳴られ様と、伝令は引かない。

　それが保身なのか忠義心からなのかは別にして彼は職務に忠実であった。

　だが、だからこそ彼の言葉はケイルの心を苛いら立だたせる。

「ふざけるな！」

　ケイルは怒いかりのあまり伝令の顔に拳こぶしを叩たたきつけると、這はい蹲つくばる彼の頭に向かって怒鳴る。




「貴様！　私を馬ば鹿かにしているのか！　私にはゲルハルト様の命を遂行する義務が有るのだ！」

　普段のケイルならば決してこの様な事はしなかっただろう。冷静な判断力こそが彼の持ち味だったし、貴族や上司の横暴を傍らで目にしてきたケイルにとって唾だ棄きすべき態度だったのだから。

　しかし、追おい詰つめられたケイルにそんな事を思い起こす余裕はなかった。

　周囲から向けられる非難とも困こん惑わくともつかない視線を無視し、ケイルは必死で試案を纏まとめ様とする。

　先ほど南側だけではなく北側を攻めている部隊からも一時撤てつ退たいか増援を求める伝令が来たばかりなのだ。だが、中央を攻めているケイル自身も、亮真の守りを突破出来ないでいた。

　とても増援部隊など回せるはずもない。いや、それどころか中央部へ増援を寄こせと命令したいくらいなのだ。

「そちらに送る援軍はない！　与えられた兵力で敵の守備を突破するのだ！　……いやそもそも四倍以上もの兵力を持ってして何な故ぜ敵てき陣じんを突破出来ない？　平民など使い潰して構わん。何としても陣じん内ないに雪崩なだれ込めと伝えろ！」

　実際のところ、ケイルの言葉は八つ当たり以外の何物でもないのだが、伝令は黙って頷く。

　下手な反論を言えば斬きり殺ころされかねない。そんな狂きよう気きをケイルは身に纏いつつあった。

　慌てて馬を駆る伝令の背を見ながらケイルは心の中で毒づいた。

（無能が！　俺の足を引っ張りやがって！）

　見みかけ倒だおしと思われた堀ほりや柵さくが頑がん強きようにケイル達の侵しん攻こうを阻む。

　ミハイル以下五百の兵を全滅させたにも拘かかわらず、敵の士気が未いまだ当初の想定以上に旺おう盛せいなのも計算外だ。

（何故だ！　何故これほど強固な守りが出来る……何故切きり崩くずせない！）

　ケイルはどうしてもこの戦に負ける訳にはいかない。

　ゲルハルト公爵に戦の指揮能力を認められたからこそ、王女派から貴族派へ寝返りを許されたのだ。その戦で負ける訳にはいかなかった。

　いや、それどころか苦戦を匂におわせても駄だ目めだ。

　なぜなら、兵数の上では圧倒的にケイルの方が有利だからだ。

　有利なはずのケイルが苦戦すれば、貴族派の誰もが彼の実力を疑い侮あなどるだろう。一度張られた無能のレッテルは、容易には剥はがす事が出来ない。

　ケイルの力を認めている筈のゲルハルト公爵ですら、彼を見限りかねなかった。

　それはルピス王女を裏切ったケイルにとって死し刑けい宣告に等しい。

　ケイルは自分が苦戦しているという今の状じよう況きようを認める事が出来なかった。

（糞！　糞！　どいつもこいつも俺を馬鹿にしやがって！）

　周りが自分の足を引っ張る為に意図的に手を抜いているのだと思いたかった。

「前に出るぞ　目指すは中央の門だ！」

　意を決したケイルの言葉に、副官は顔色を変えた。

　総指揮官であるケイルが前線に出ると言う事は、今まで後方に温存していた騎き士しを前線に投入すると言う事である。

　今回、ケイルが率いている兵の割合は騎士が二千、近隣の村々から徴兵された農民兵が六千程である。ただし、この騎士達は決して軽々しく消しよう耗もうして良い戦力ではない。

　騎士派に対たい抗こうする為に、ゲルハルト公爵が長年かけて密ひそかに揃そろえた切り札なのである。

　ゲルハルト公爵はアーレベルク将軍を嫌きらってはいるが、それによって騎士の能力を不当に評価した事はない。

　法術を使う事が出来る人間だけで構成された騎士団は大地世界において強力な戦力となる。

　その事は、ゲルハルト公爵自身も法術を会得しているので十分に理解している。

　だからこそゲルハルト公爵は、国王のみが保有を許されている騎士団を密かに作った。

　老練な傭兵や他国から追放された騎士。そう言った者達を高額の報酬で自らの騎士団に組み入れたのである。その総数はおよそ六千。

　自衛のためという名目ではとても収まらないほどの過か剰じような戦力。

　ケイルに与えられたのはその中の二千だ。彼はその意味を十分に理解している。

「お待ちください！　まだ早いのでは？」

　副官が顔色を変えてケイルを止める。

　当初の予定では農民兵に門を突破させた後に騎士団を突とつ入にゆうさせて相手を一気に殲せん滅めつする戦術だった。

「黙れ！　農民などに敵陣を突破させようとした私が甘かったのだ。なぁに、敵は農民を追い払うので消耗しているはず。今なら我わが騎士達の突撃を防げる筈がない！　それとも何だ？　貴様に何か案でもあるというのか」

　だが、ケイルは副官の進言を撥はねつけた。そして、今こそが勝機なのだと訴うつたえる。

　その言葉に副官は黙り込んだ。彼もまた、自分が置かれている状況を十分に理解している。

　そして、それは周囲で成り行きを見守る側近達も同じだ。

　ケイルの補ほ佐さが役目である以上、ケイルの任務失敗は副官や側近達の失敗でもあるのだ。

　そして、ゲルハルト公爵は無能な人間をそのまま放置するほど甘い人間ではない。

　降格で済めばまだ良い。負け方によっては死罪すらあり得る。

「分かりました。お言葉に従いましょう……」

　様々な葛かつ藤とうの末に、副官が口を開く。

「ですが、それならば南北両部隊にも全軍突撃の伝令を出すべきです。三ヶ所同時に攻めかかればあの程度の堀も柵も問題にはなりますまい」

　その言葉に周囲の人間からも賛同の声が上がる。

「うむ、いいだろう。直ちに伝令を出せ」

　陽ひが沈しずむまで残り一時間程であろうか。夜戦の用意をしていない以上、陽が落ちれば辺りは闇やみが支配する。だが、敵陣に雪崩込んでしまえば後は放火する事で光源を確保する事が出来た。

「陽が沈む前に終わらせる。一気に踏み潰すぞ！」

　そう言った計算の下、ケイルは全軍へ突撃の指示を出した。

　貴族派、王女派の戦は初日から双そう方ほうが引くに引けない総力戦へとその姿を変える。

　どちらが勝つか。

　それは、この初戦を制した側が大きく有利に傾かたむくのは誰の目にも明らかだった。




「御子柴様。敵陣に動きが！」

　後方で指揮を執とる亮真の下に、騎士の一人が走り込んできた。

「うん？　……兵を引くと言う訳ではなさそうだな……敵の指揮官……一気にけりをつけるつもりか？」

　亮真の目が敵の動きを素す早ばやく察知する。この辺は喧けん嘩かも戦も同じだ。敵の動きに素早く対応出来なければ勝負には勝てない。

「敵本ほん陣じんの周りが慌あわただしくなってきていますね……狙いは中央の門と言うところですか」

「あぁ、どうやら今日中に勝負をつけたい様だな。何を焦っているんだか……」

　亮真はケイルと言う人間を直接には知らない。

　当然、ケイルがゲルハルト公に自ら進んで出陣を願い出た事も知らない。しかし、彼かれの用兵から何かに焦りを感じている事だけは漠ばく然ぜんと感じ取る事が出来た。

（門がある南と北、それに中央の三ヶ所は、多少空から堀ぼりを渡わたり易やすく手を入れているとは言っても、何の準備もしていない軍が越えられるはずがない。それが分からない程に愚かなのか？）

　亮真は湧わき上がってくる考えを振り払う様に首を振る。

　ミハイルやメルティナの様な人間ばかりの筈がないのだ。

（いや、違ちがうな。多分、こっちの防ぼう御ぎよを甘く見たんだ。数で威い圧あつすればこちらの心が折れると踏ふんだ。だから強ごう引いんに攻めて来た……だが、ならば何故兵を引かない？　……ここは一度仕切り直しをするべきだ）

　少なくとも、亮真が敵の指揮官ならば一度兵を引き準備を整えてから再戦を挑いどむ。

　幾ら人の命の軽い世界とはいえ、農民が減れば税収にも影えい響きようを及およぼすだろう。いくら身分の壁かべが厚いとはいえ、むやみに命を消費するとは思えない。必ず、相応の理由がある筈なのだ。

（何を焦っているんだ。こちらの増援の到着か？　いや……向こうだって行軍に時間が掛かる事は分かっている筈だ……となれば）

　繋つなぎ合あわせた情報の断だん片ぺんが一つの仮定を紡つむぎ出した。

「おい！　誰かケイルってのを知っているヤツはいるか!?」

「は！　私は良く存じております！」

　亮真の声を聞き、そばにいた騎士の一人が進み出る。

「どんな性格だ？」

　亮真の疑問に騎士はケイルを蛇だ蠍かつの様に罵ば倒とうする事で答えた。

　確かに、ルピス王女を裏切った裏切り者に相応ふさわしい形容詞だとは言え、亮真はその激しさに思わず眉まゆを顰しかめる。

（どうも、こいつ等は偏かたよった評価をしやがる……それに、俺の質問の意味を理解してねぇ）

　亮真が聞きたいのは客観的な事実に基もとづく情報であって、ケイルに対する個人的な心情ではないのだ。

　ケイルを嫌うのはいい。彼が王女を裏切ってゲルハルト公爵側へと寝返った事を考えれば、目の前の騎士の罵倒は、ある意味では至し極ごく当然の反応だとも思う。

　だが、敵の能力を正当に評価出来なければ戦には勝てない。

　好きな人間だから彼は強い。嫌いな人間だからアイツは弱い。

　賢かしこいか、賢くないか。美しいか、美しくないか。人は往々にして好きか嫌いかで人の能力を判断しがちだ。

　だが、個人の好すき嫌きらいとその人間の能力はまったく無関係である。

　勿論、人である以上、多少の好き嫌いは致いたし方かたない。問題なのは、その音を自分で認にん識しきし、公平さを保とうと努力するかどうか。

　一言で言えば分別があるかどうか。

　しかし、ローゼリア王国の騎士はその辺の分別が著いちじるしく劣っていた。

　つまり未成熟な子供ガキなのだ。

　雨の様に飛び出る罵倒を半分聞き流しながら、亮真はケイルの人物像を脳のう裏りに描えがき出す。

（傲ごう慢まん、腰こし抜ぬけ、卑ひ怯きよう者もの、嘘うそ吐つき……随ずい分ぶんとまぁ嫌われたもんだ……まぁ、話半分だとしてもかなり癖くせのある奴やつらしいな……だが、そうなると……）

　これほど憎まれ疎うとまれるケイルに対し、亮真は苦笑いを浮かべると同時に首を傾かしげる。

　脳裏に描き出された人物像は、理知的で自分に対して絶対的な自信を持つ怜れい悧りなタイプだ。

　単純な力攻めを行うタイプとはとても思えない。そうなれば可能性は二つだけ。

　亮真は未だにケイルの罵倒を続ける騎士へ冷めた視線を向けた。

（こいつらの評価が完全に的外れか、そんな冷静な人間が血迷う程の何かがあるか……か）

　自分がケイルの立場ならどうするだろう。

　どんな理由があるかは知らないが、ケイル・イルーニアは長年仕えた主と同どう僚りようを裏切った。

　問題は、そこまでしてケイルが何を求めたのかだ。

　その瞬間、亮真の脳裏にある閃ひらめきが浮うかんだ。

（そうか、引かないんじゃない……引けないんだ……）

　亮真はケイルの置かれた状況を正確に把は握あくした。

　ルピス王女を裏切り、貴族派に与くみしたケイルの立場は相当に脆もろい。

　今ケイルは自らの保身に心を砕くだいている筈だ。

　そしてそれと同時に、派は閥ばつ内ないでの立場を向上させる為に功績を求めていると考えられる。

（良いだろう……向こうがその気ならこっちも安心して策が使える……）

　自己の立場を強化するために功績を欲ほつして無理をする人間はよく居る。

　ケイルには十分な勝算があったのだろう。

　確かに、文法術を陣じんの設営に使うと言う切り札がなければ、防ぼう御ぎよ施し設せつの建設中で急きゆう襲しゆうを受け亮真達は全滅していたかもしれない、

（ケイルには退くという選せん択たく肢しがない。今引けば、彼は一生浮き上がることはなくなる。そして、それは本人が一番理解しているはずだ。なら、この一戦で何が何でもここを攻め落とそうとするだろう。たとえ、屍の山を築いても）

　そして亮真は、ケイルの用兵に裏がない事を確信すると、準備していたもう一枚の切り札を切る決断をした。

「伝令！　これから敵は南北と中央の三ヶか所しよに攻め寄せるはずだ。予定より早いが切り札を使う。サーラには北に移動して合図を待てと伝えろ。俺はローラの援えん護ごに出る！」

「はっ！」

　亮真の指示を受け伝令役の騎き士し達たちが一斉に馬を走らせた。




「もっと連射の速度を上げなさい！　丁てい寧ねいに狙いをつける必要なんてないわ。敵は無数に居るんだから！」

　ローラの守る中央の門は大激戦が繰くり広ひろげられていた。

　敵兵はまさに蝗いなごの大群の如く押し寄せてくる。

　彼かれ等らを駆かり立てるのは狂気。

　矢の雨に耐えきり、再び柵の前へ農民兵の一団がたどり着く。

「不味まずい！　槍隊前へ！　……突け！」

　ローラは何度目かの命令を再び槍隊へと命じた。

「ローラ様！　敵の数が多すぎます……このままでは……」

　ローラの側そばに付き従う騎士がそんな泣き言を口にする。

　切れ目のない敵の突とつ貫かんは、防衛に携たずさわる騎士達の神経に多大なストレスを与あたえていたのだ。

「黙りなさい。私達のどこが劣勢です！　私達は亮真様の指揮の下で門を守り切っているではありませんか！」

　ローラの指し摘てきどおり、亮真の作戦は今のところ上手うまく進んでいた。

　堀と柵で相手の行軍速度を低下させ、矢によって敵兵の数を削る。

　騎士の個こ人じん技ぎを完全に禁止し、隊としての連れん携けいを強化。

　各騎士達が、相そう互ごに援護する事で死傷率を下げる。

　騎士達には不評であったが、ローラは亮真の作戦を高く評価していた。

　戦況はほとんど互ご角かく。決して劣れつ勢せいではない。

　だが、ローラの檄を受けても騎士の顔は曇くもったままだ。

「ですが、このままでは……本当に殿下の援軍が到着するまで持ちこたえられるのですか？」

　確かに、その指摘は正しい。

　敵の勢せい力りよく圏けんに孤こ立りつしている今、敵は兵力の回復が出来るが亮真達に兵の補ほ充じゆうはない。

　その上、敵は兵の損害も顧かえりみずしゃにむに前へと突とつ撃げきを繰り返してくる。

　徐じよ々じよに強まる敵の勢い。

　今対処できている事と、それを今後も続けられる事は全く意味が違う。

　そして、人は現実の危機よりも、そうなるかもしれないという未来を見て不安を感じるものだ。

　騎士達が疑問に思うのも当然だった。

（不味い……何とかしなくちゃ……）

　ローラとて、決して平然としている訳ではない。しかし、彼かの女じよの心が折れれば全ては終わってしまう。

　ローラは幼き日の思い出に残る父親の言葉を必死で思い起こした。

（ローラ覚えておきなさい。上に立つ人間は決して弱みを見せてはいけない。怖こわくても、逃にげ出したくてもそれを表には出さずどれだけ毅き然ぜんとしていられるか。それが上に立つ者の資質だ）

　戦場で最後にモノを言うのは人間の精神力。

　目の前の騎士が吐はいた弱気な言葉を放置してしまえば、それは毒のように全体に広がり隊の士気を下げてしまうだろう。

　だが、ローラが言葉を発する前に、救いの手は差さし伸のべられた。

「大だい丈じよう夫ぶだ！　敵はもう直すぐ全ぜん滅めつする。それまで持ちこたえるんだ！」

「亮真様！」

　突とつ然ぜん戦場に響ひびき渡った声にローラは驚おどろきの叫さけびを上げた。

「何故こちらへ……本陣の指揮はよろしいのですか？　それに敵が全滅するとは……」

　矢や継つぎ早ばやに飛び出るローラの疑問に亮真は小さく頷くと口を開いた。

「敵の本体が動く……おそらく一気に勝負を付ける気だ」

「それで……やけに敵からの圧力が強まったと思いました」

　その言葉を聞き、ローラは大きく頷いた。

「だと思ってな、俺も前線で指揮を執る……」

　亮真の視線が周囲に向けられた。

　今のところは特に問題はなさそうに見える。

　だが、亮真達の方へ視線を向ける騎士達の目に浮かぶ微かすかな不安を亮真は見み逃のがさない。

（ギリギリだな……）

　コップの縁ふちまでなみなみと注がれた水。それはほんのわずかな振しん動どうで零こぼれてしまう。それと同じ事だ。

「大丈夫なのですか？　……その……リオネさん達の方は？」

　不安げな視線を向けるローラの頭に手を置くと、亮真は優やさしく撫なでた。

「あぁ。そっちの伝令は既すでに出した。後はサーラへの合図を何時出すかだ」

　亮真の言葉を聞き、ローラは目を大きく見開く。

「よろしいのですか？　……あれを今使ってしまって……」

　あの切り札は、敵の本体が出陣した時の足止め用として準備していた物だ。

　兵数の劣おとる亮真達は勝つ為ために二つの点を重視しなければならない。

　一つ目は自分達の損害を極力減らす事。

　二つ目は兵達の士気を落とさない事。

　堀と柵によって、一つ目の損害を減らすという事に関しては十分に達成出来ていた。

　しかし、二つ目の士気を落とさないという事に関してはどうか？

　正直に言って、最低ラインがギリギリ保たれているだけだ。

　これはある意味致し方ないと言える。

　士気とは、守るより攻めた方が心理的なストレスは軽い為、どうしても攻こう撃げき側がわの方が優勢になるのだ。

　それに、率いている兵にも問題がある。

　今回、亮真の指揮している兵の殆ほとんどが、ルピス王女から指揮権を託たくされた騎士達である。

　元々、流れ者の亮真に対する信しん頼らい度どは決して高くない。

　防衛戦で一番重要なポイントである指揮官に対しての信しん頼らいが低いのだから士気は当然低くなる。

　今はまだ損害が出ていないため亮真の指揮に従ってはいるが、どこかの門を破られれば亮真達が敵を押おし戻もどすだけの気力は保てないだろう。

　だから亮真は騎士達へ目に見える戦果を示さなければならない。

　敵兵の死体と言う目に見える戦果を……

「あぁ。予定より早いが仕方ない……それに殺せる時に殺した方が後々楽だしなぁ……なぁに、手はまだある。大丈夫だよ」

　亮真は酷こく薄はくな笑えみを浮かべる。

　それは、愚かな指揮官と彼に率いられた哀あわれな兵達に向けられた嘲ちよう笑しようだった。




「一体何をしている！　まだ門を破れんのか！」

　いまだ頑強な抵抗を続ける敵陣を前に、ケイルは苛いら立だち紛まぎれに叫んだ。

　虎とらの子とも言える騎士二千を前線に出したのだ。

　ケイルは直ぐにでも柵を引き倒し敵陣の中へ切り込んでくれるものと期待していた。

　だが、未だに亮真達の守備を突とつ破ぱする事が出来ない。

「もう良い！　俺が直接指揮を執る！」

　痺しびれを切らしたケイルは、兵を鼓こ舞ぶする為に空堀内へ馬を進めた。

　自ら死地へと足を踏み出したのだ。

　戦場に揺ゆらぎが生まれる。それはほんの微かな違い和わ感かん。

　殆どの人間には感じ取る事の出来ないような変化だ。

　しかし、それを見逃す亮真ではなかった。

「今だ！　サーラへ合図を送れ！」

　亮真の指示が彼の後ろで待機していた傭兵へと伝わる。

　火矢が天高く打ち上げられた。

　それは、これから起こる虐ぎやく殺さつを告げる狼煙のろしとなった。

「御子柴様の合図ですぜ！」

　サーラの下に付けられた傭兵の一人が空に打ち上げられた赤い光こう跡せきを指差す。

「こっちの準備はどう？　水量は？」

「大丈夫ですぜ！」

　テーベ河の河岸に馬ば蹄てい型に設置された堰せきが、河の流れを一部阻そ害がいしている。

　流石さすがに豊富な水量を誇ほこるテーベ河。

　堰が出来てから僅わずか数時間足らずではあるが、空堀を満たすには十分な水量が蓄たくわえられたようだ。

「堀を水で満たすくらいの量は十分でさぁ！」

「良いいわ！　やって頂ちよう戴だい！」

「「「へい！」」」

　サーラの号令の下、傭よう兵へい達たちは一斉に詠えい唱しようを開始する。

「「「大地を司つかさどりし精せい霊れいよ。汝なんじの加護を受けし我が求めに応じその姿を変えよ！」」」

「分かっているわね？　陥かん没ぼつさせるのはテーベ河と空堀の間にある地面だけよ！　目測を間ま違ちがえないで！」

　サーラの手に握られた剣が堰の一点を指し示す。

「「「大地陥没」」」

　傭兵達の手が一斉に大地へと叩きつけられた。

　そして、次の瞬間、轟ごう音おんと共に大地が鳴動する。

　堰せき止とめられたテーベ河の水が出口を見つけ一気に空堀へと流れ込む。

　今まで押さえつけられていた鬱うつ憤ぷんを晴らすかの様に荒あれ狂くるいながら……

　最初に気がついたのは、北側を攻せめていたある農民兵だった。

　周囲は喚かん声せいと怒ど号ごうが響き渡っている。

　だが、男の本職は狩人かりゆうどであり目も耳も職しよく業ぎよう柄がらかとても鋭かった。

「おい！　何か聞こえなかったか？」

　男は戦せん闘とう中でありながら隣となりの仲間へ声を掛かけた。彼の脳裏に嫌な予感が過よぎったからだ。

「馬鹿！　しゃべってる暇ひまがあるか！　死ぬぞ！」

　話しかけられた兵は同じ村の人間である。

　その為か、罵ば声せいではあったが男の問いに返事をしてくれた。

　柵の内側からはボルツが指揮する騎き士し団だんが矢を雨の様に叩きつけてくる。

　そんな状況下で話をしようというのだから、男は相当に命知らずである。

「本当に聞こえなかったか!?」

「何を言っているんだ！　今はそんな事に気をとられている場合じゃないだろう！」

　その言葉は正しい。

　戦場で目の前にある戦いから目を逸そらした人間が生き残れる筈はずもない。

　だが、男は自分の感じた予感を捨て切れなかった。

「いや、何だか嫌な予感が……」

　男は視線を地じ響ひびきの聞こえてきた方向へと向けた。そして彼は見てしまう。

　水の壁が空堀の中を自分達の方へ向かって押し寄せてくる様を……

「み……水だぁぁぁ！」

　男の口から悲鳴が放たれる。

　巨きよ大だいな水の壁が押おし寄せてくるのだ。それは、当然の叫びだった。

　戦場の喧けん騒そうがピタリと止やんだ。

　誰だれも声を上げる人間は居ない。

　その場に居る兵士達の耳にも水の押し寄せる音がはっきりと聞こえる。

　それは、彼らにとって最後の審しん判ぱんに吹ふき鳴ならされるという天使の吹くラッパにも似た死の音色だった。
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第三章　暗殺者







　水が満ちた堀の中に無数の死体が浮かんでいた。

　陽ひは既に落ち、辺りは松明たいまつの放つ光によって照らし出されている。

「ずいぶん溺おぼれ死じんだみたいだな……」

　亮りよう真まは目の前に浮かぶ水死体に目を向けると小さく呟いた。

　その言葉に揺らぎはない。

　自らの策による結果で、数千にも及ぶ死者を出したのだ。多少感傷的になったとしても誰も亮真を責めはしないだろう。だが、彼の表情は普ふ段だんと何も変わらない。

　本心から何も感じていないのか、それとも感情を押し殺しているのか、どちらにせよ、数すうヶか月げつ前までただの高校生だった事を考えれば、御み子こ柴しば亮真の精神力は並外れていると言って良い。

「はい、亮真様の予想通り、泳げる人間が圧倒的に少なかった様です」

　亮真の後につき従うローラが答えた。

　水は現代の日本人にとってさほど恐おそろしい物ではない。

　極一部の例外を除けば学校の授業で水泳を習う為、泳げない人間は驚く程ほどに少ないのだ。

　だが、この大地世界アースは違う。

　漁師、船員、船頭といった水に関する職業に就つく人間以外で、泳ぎを習得している人間は非常に少ない。

　それは、ある意味当然の事だ。

　子供ですら、家の農業に携わらなければ生きていけない世界。

　日々の生活に追われ、遊ぶ時間などないのだ。

　更に、大人になれば子供時代以上に日々の生活に追われる様になる。

　亮真が指揮する傭兵団と騎士団の中で、泳ぎが出来る人間は五十名にも満たない。

　その事実を知った亮真がこれを利用しない訳がなかった。

「それに、衣服が脱ぬげなかったのも原因だろうな……」

　亮真の言葉にローラは無言のまま頷うなずいた。

　武器は手放せばそれで済むが、身につけている服や革の鎧よろいは簡単に脱ぐ事が出来ない。

　そして、水を吸い重くなった衣類が体に張り付き、行動を阻害したのだ。

「どれくらい死んだ？」

「ご指示どおり捕ほ虜りよは取っていません。全て殺していますので……予想ですが、六千を下回る事はないでしょう」

　敵兵の総数はおよそ八千。その中の六千である。

　溺れ死んだ者。柵の側にいた所為せいで退たい却きやくする事が出来ずに打ち取られた者が大部分。

　ケイルには未だに二千程の兵力が残っているとは言っても、最も早はや戦いくさを継けい続ぞくするのは不可能な筈だ。

「北側を攻めていた敵軍は壊かい滅めつ、中央と南は北側よりは若じやつ干かんの余よ裕ゆうがあった為、兵を引けた結果だと考えられます……それと、重装備の敵騎士団をかなり削る事が出来ています」

　ローラの報告に亮真は軽く頷いた。

　武法術を会え得とくし、鉄の鎧兜で身を固めた騎士は接近戦では非常に強力な力を持つ。

　本来、彼かれ等ら騎き士しを仕留めるとなれば、それなりの損害を覚かく悟ごする必要があるが、今回の水みず攻ぜめによって、その大半を排はい除じよ出来たのは大きな成果だ。

「これで大分楽になったな」

　亮真は冷たい笑みを浮かべる。

　テーベ河の河岸に橋きよう頭とう堡ほを作る事を思いついた時から、テーベ河の豊富な水量を上手く利用する事で、敵兵の数を減らそうと考えていた。

　ミハイルの独断専行と言うアクシデントはあったが、十分に満足出来る成果だ。

「後はルピス殿でん下かの援えん軍ぐんが間に合うかどうか……ですね」

「あぁ、分かっている……だが、今日明日すぐに動く事はないだろう。最低限の見張り部隊を残して全軍休息に入る様に伝令を出してくれ」

　亮真の指示に小さく頷くと、ローラはその場を離はなれた。

「さて……後はどうしたもんかな……」

　一人になった亮真の唇くちびるからそんな言葉が漏もれる。

　亮真は綿密な計画と事前の準備を大事にしてはいるが、それに固こ執しつするつもりはない。

　どちらかといえば臨機応変が亮真の本質とさえ言えた。

（切り札の一枚を早々に使っちまった。まぁ、防衛戦は戦果が見えにくいからな、殺せる時に殺しておかないと後が辛つらくなるのも事実だが……）

　数少ない切り札の一つを温存しておくべきだったかと一いつ瞬しゆん考えたが、亮真は直ぐにその思いを打ち消す。

　水攻めの計により敵兵の死体を山と積んだ事で、今味方の士気は大いに高まっている。

　指揮の的確さを目に見える形で示されたのだからそれも当然だろう。

　それに敵兵の数を大きく減らした事も大きい。

　利益は十分に享きよう受じゆ出来ている。

（まぁ良いいさ。これであの策が使いやすくなった訳だしな……後は敵の本隊がどう動くか……このままルピス王女が来るまで動かないでくれれば一番良いが……次に敵が攻めてくる時には、それなりの準備をしてくるはずだ）

　問題は、その準備が終わるのが何時になるのか。

（今回の生き残りから状況を聞きだすのに一日。攻める準備をするのに二日から三日。少なくとも三日から四日は確実に時間を稼かせいだ事になる……ルピス王女が援軍を率いて到とう着ちやくするのが七日から九日……か）

　亮真の顔に笑みが浮かんだ。

　今のところ、全ては亮真の書いたシナリオに沿って進んでいる。

（敵が準備に時間を使えば使うほど俺おれも有利になる。逆に敵が焦あせって突っ込んで来たとしてもこっちにはまだ奥おくの手てが残っている。ゲルハルト公こう爵しやく側はなんとかなるだろ……後は……）

　亮真の読みが正しいかどうか。

　それは、全てが終わってみなければ分からない。




　城じよう塞さい都市イラクリオンの中央に建てられたゲルハルト公爵の城。

「貴様、良く私の前に顔を出せたな……その度胸だけは褒ほめてやろう」

　頭を下げ続けるケイルの頭上にゲルハルト公爵の冷たい声が叩きつけられる。

　時間は既に深夜。

　通常ならゲルハルト公爵は既に就しゆう寝しんしている時間帯である。

　だが、今日だけは違った。

　昼間、意い気き揚よう々ようと出しゆつ陣じんしたケイル率いる八千の兵が、僅か二千足らずの敵に敗北して戻って来たのだ。

　とても悠ゆう長ちように寝てなどいられなかった。

「誠まことに申し訳ございません」

　ケイルは再び頭を下げた。

　それ以外に残された選択肢はなかった。

「近きん隣りんの村々から徴ちよう兵へいした農民兵が三千から四千……貸し与えた騎士達もほぼ全滅……か。ずいぶんと景気よく負けたものだな」

　側近から差し出された書類。そこに記き載さいされた損害の数を見てゲルハルト公爵が顔を顰しかめる。

　人間と言うものは真に怒りを感じた時程、冷静で理知的になるらしい。

　少なくともフリオ・ゲルハルト公爵はそう言う人間だった。

　ケイルは無言のまま再び頭を下げた。

「農民などはどうでも良い。だが、貴様に貸し与えた騎士の価値を知らないとは言わさんぞ」

　ゲルハルト公爵の声に力が加わる。

　事実、長い年月を掛けて集めた虎の子の騎士団である。

　それを、敵の策に嵌はまり、緒戦で三分の一近くを失ったとなれば、ゲルハルト公爵としても怒りを覚えずにはいられなかった。

　ましてや指揮をしたのは戦いくさの才能を買って騎士派から寝ね返がえらせたケイルである。

　彼の才能を買った分、その反動で失望も大きい。

「ハッ！　……申し訳ございません……」

　ケイルはオウムの様にただ謝罪の言葉を吐き、頭を下げ続ける。彼自身、もっと気の利きいた言葉を言いたい場面なのだろうが、状況がそれを許さない。

　下手な言い訳をすればそれだけでゲルハルト公爵から見限られてしまいかねないのだ。

　ケイルにはどのような弁解の余地も残されてはいなかった。

「しかし貴様……良く生き残ったな？　報告では前線に出ていたと聞いているが……」

　ゲルハルト公爵は書類に目を落としながら呟つぶやく。

「馬が私を乗せて泳いだので……濁だく流りゆうに飲み込まれましたが運良く……」

「ほぅ、それは運が良かったな。ワシはまた恥はじも外聞もなく、兵を見捨てて逃げ帰ってきたのかと思ったぞ。ルピス王女を見限り裏切った時と同じ様に……な」

　ゲルハルト公爵から痛つう烈れつな皮肉が飛んだ。

　しかし、ケイルはゲルハルト公爵の侮ぶ辱じよくに必死で耐たえる。それ以外に選択肢などない。

　事実、ケイルが生き残ったのは運以外の何物でもなかった。

　前線に出ようとしていたケイルは空堀の半ば辺りまで進んでいた。

　そこに水の壁が押し寄せたのである。

　前後左右には騎士達が隙すき間まなくケイルの身辺を固めており身動きはつかない。

　鉄の鎧を着こんでいたこともあり、ケイルはその他の騎士達と同様に水におぼれて死ぬはずだったのだ。

　その運命を変えたのはケイルが乗っていた愛馬である。

　ケイル自身が鎧の外せる部分を捨てた事も大きく影響した。

　偶ぐう然ぜんか幸運か。

　彼を乗せた馬は濁流に呑のまれながらも必死で泳ぎ、何とか対岸へとたどり着いたのだ。

　その背にケイルを乗せて……

「まぁ良い。貴様の処分は後回しにしてやる」

　ゲルハルト公爵の言葉を聞きケイルはホッと胸を撫で下おろした。

　ゲルハルト公爵の性格を考えれば死罪に処せられても不思議ではなかった。いや、死罪にしない方が不自然とすら言える。

　ケイルの出した損害はそれほどまでに大きい。

「何を勘かん違ちがいしている？　殺しはしない。だが、許しもしないぞ」

　ゲルハルト公爵の言葉にケイルは凍こおりついた。

「まぁいい。今日のところは下がって構わん。体を休めるが良い」

　ゲルハルト公爵は手を振ふり退室を促うながす。

「そ…それでは失礼させていただきます」

　ケイルは頭を下げると、まるで逃げる様に素早く執しつ務む室しつから姿を消した。

「フン。無能が！」

　ケイルが退室した後、ゲルハルト公爵の口から侮ぶ蔑べつの言葉が漏れる。

　言葉自体はとても短いが、そこに込められた悪意は強い。

「宜よろしいのですか？　放っておいて」

「では、貴様はケイルを今処分しろと言うのか？」

　側近がゲルハルト公爵の言葉に頷いた。

「馬ば鹿かが。貴様はあの愚おろか者ものの命で今回の損害が埋うめられると思うのか！」

　ゲルハルト公爵はケイルを既に見放していた。

　ケイルの処分を見送ったのは、彼に情けや再起の機会を与える為ではない。

　今回受けた損失の穴を少しでも埋める為に、効果的な死に場所を与える。ただ、その為に処分を保留したにすぎない。

「農民兵はどうでも良い。だが、騎士団に損害を出すとは……あの愚か者が！」

　戦には絶対と言う言葉はない。どれほど有利であろうと、負ける時は負ける。

　だが、それを理解していてもゲルハルト公爵の心から怒いかりの火が消える事はない。

　側近達を追い出し、執務室の長なが椅い子すにゆったりと腰こしを落ち着けたゲルハルト公爵は、大きなため息をついた。

（時期が悪すぎる……アーレベルク将軍が合流した今、奴に付け入られる様な傷は負いたくないと言うのに……）

　アーレベルク将軍とどちらが主導権を握にぎるかで交こう渉しよう中の今、ゲルハルト公爵にとって戦の指揮に疑問を投げかけられるような結果は大きな枷かせとなってしまう。

　アーレベルク将軍自身は、将軍として長年ローゼリア王国の軍事を司ってきた人間である。

　それに対し、ゲルハルト公爵は内政に携わってきた。

　本来であれば、軍事の専門家であるアーレベルク将軍へ指揮権を委ゆだねるのが自然である。

　だが、それではアーレベルク将軍に全てを奪うばわれかねない。

（奴の野心は分かり切っている。下手に指揮権を委ねれば間違いなくワシの首を狙ねらってくる。奴はそう言う人間だ……まったく、奴の野心がもう少し小さければワシも安心して指揮権を委ねられるものを……）

　ゲルハルト公爵から見ても、アーレベルク将軍の能力は得え難がたい戦力である。

　だからこそ、落ち目となった彼を受け入れたのだ。

　だが、いざ受け入れて会ってみれば、アーレベルク将軍の野心は以前と少しも変わっていなかった。

　いや、騎き士し派の頭首としてルピス王女を担かついでいた頃ころの方が、まだ自分の野心を隠かくそうという努力が感じられた。

　今はもうその必要がないと判断したのか、飢うえた狼おおかみの様な欲望が、アーレベルク将軍の体から迸ほとばしっている。

（須す藤どうの進言も当てにはならんな……やはり、あの様な者の言葉を信じてアーレベルクを受け入れた事自体が間違いだったのだろうか？）

　ゲルハルト公爵の脳裏に一人の男の姿が浮かんだ。

　ラディーネ王女に影かげの様につき従うその男こそ、ゲルハルト公爵にアーレベルク将軍の受け入れを提案した人間。

　そして、ラディーネ王女とゲルハルト公爵を結びつけた人間。

　どこにでもいそうな平へい凡ぼんな顔だ。体格は中肉中背。唯ゆい一いつ挙げられる特とく徴ちようといえば闇の様に真っ黒な髪かみと瞳ひとみであろうか。

　常にラディーネ王女の側を離れない為、貴族派の人間でも彼に会った事がある人間は、ゲルハルト公爵自身を含ふくめて数人しかいない。

（いや……須藤の進言どおりアーレベルクは使える。貴重な戦力だ……今回の戦で失った騎士の事を考えればその価値はより大きくなる……問題はあの野心の強さか……）

　極きよく端たんな話、ゲルハルト公爵としてはアーレベルク将軍が軍部の実権を握る事に不満は感じていない。

　政治、軍事、外交。

　ローゼリア王国の全てを握ると言う事が、言葉で言うほど簡単ではない事を理解しているからだ。

　全てを欲ほしいと望む一方で、ゲルハルト公爵の心は冷静に現状を分ぶん析せきしている。

（だが、残された時間は少ない……このままルピス王女率いる本体が到着してしまえば戦せん況きようは一気に相手側へと傾きかねない）

　農民は弱者であるが同時に強したたかでもある。

　農民が徴兵に応じるのはゲルハルト公爵が領主であるのと同時に、兵数でルピス王女を圧あつ倒とうしているからに他ならない。

　だが、もし橋頭堡を築いた二千の兵を殲せん滅めつする事が出来ないまま、ルピス王女の本隊が到着すればどうなるか？

　農民はゲルハルト公爵の力を疑い出す。

　そう言う部分も含めて考えれば、ケイルの敗戦は痛手等などと言う軽い言葉では足りない。

（致ち命めい傷しようになりかねないか？　いや、まだだ……まだ勝負は決まってなどいない）

　弱気な思いを振り払はらうかの様に、ゲルハルト公爵は首を振った。

（ケイルの処分は後で考えるとして……敵の指揮官、相当に切れるな……こいつを消せばまだ勝機はあるか？）

　愚か者と口では侮蔑していても、ケイルはゲルハルト公爵がその才能を見込んで寝返らせた逸いつ材ざいだった。

　剣けん術じゆつの腕うではミハイルに匹ひつ敵てきする上に、指揮官としても有能。

　少しばかり巡めぐり合あわせが悪く、家格も高いとは言えない所為で、周囲からの評価はさほど高くないものの、ゲルハルト公爵から見ればミハイルよりもよほど使える駒こまだ。

　それに勝つ程の指揮官を暗殺出来ればゲルハルト公爵側は有利になる。

　ゲルハルト公爵は酷薄な笑みを浮かべた。

　どうせ暗殺者など使い捨ての駒にすぎない。

　それに、敵は戦勝に浮かれて警備が手て薄うすになる事も考えられる。

（やるなら今のうちか……）

　ゲルハルト公爵が呼よび鈴りんを鳴らすと、隣りん室しつに控ひかえていた側近が姿を現した。

「直ちに敵てき陣じんに紛まぎれ込んでいる間かん諜ちようへ指揮官の暗殺を命じるのだ！　急げ！」

「ハッ！　直ちに！」

　側近が直ぐさま執務室から駆け出して行く。

「さて、どうなるかな？」

　ゲルハルト公爵の声が執務室に響き渡わたる。彼かれの野望は未いまだに衰おとろえる事はなかった。




　亮真達が橋きよう頭とう堡ほを築いてから最初の夜が明けた。

「予想どおり夜や襲しゆうはなしか……」

「はい、流石にこの短期間で軍の再編成は無理だった様ですね」

「敵さんは軍の再編成に手間取って居ると考えて間違いないか……切り札を一枚使った甲か斐いがあるってもんだな」

　亮真の言葉にローラが頷く。

「数日は費やす事になるかと思われます」

「なら、次の仕込みを今のうちにやっておいた方が良いな……」

　亮真の言葉にローラの目が光る。

「例のアレですか？　確かにタイミング的には良いと思います。丁度今回の水攻めでかなりの死者を出していますから揺さぶるには良いかと」

「だな。それにあれは効果が出るまで時間が掛かるから、早めに仕込んでおいた方が良いだろう……後はリオネさん次し第だい……か」

「はい、一応、準備は整ったという報告を受けてはいますが……」

「分かった。なら、朝食の後に全員を集めて会議と行きますか……」

　さっきから亮真の腹の虫が不満の声を上げていたのだ。

「既にご用意出来ております」

　本来なら調理班が居る為、ローラたち姉妹が亮真の食事の準備をする必要はない。

　だが彼かの女じよ達たちは決して亮真の身の回りの世話を人には任せなかった。

　それは王宮に居た時から変わらない不文律。

「なら、温かいうちに食べるとしますか」

　そう言うと、亮真は自分の天幕へ足を向けた。

　こうして、戦場二日目の朝が始まる。




「まぁ、アタイとしては、別に文句を言う理由はないねぇ」

「あっしの方も問題有りやせん。事前に準備をしてやすし何時いつでもやれますぜ」

　朝食を終え、亮真の天幕にはリオネ、ボルツ、マルフィスト姉妹の四人が集まっている。

　卓たくの上に並べられた皿は既に殆どが五人の腹の中へと消えていた。

「なら十人ばかり選んでおいて貰もらえますか？　午後には送り出したいので……」

　亮真の言葉にリオネとボルツが頷く。

「あいよ。アタイに任せておきな」

　リオネが勢い良く呷あおったコップをテーブルの上に叩たたきつける。

「じゃあ、そっちはお二人に任せるとして……サーラ、例の件は何処どこまで分かっている？」

　亮真はもう一つの懸け念ねん事じ項こうを口にした。

「彼女の事ですね……」

　亮真の質問の意図を正確に読み取り、サーラは慎しん重ちように口を開く。

「名前はサクヤ。王都に居た時から定期的にどこかと連れん絡らくを取り合っているのは間違いありません。ただ、実際に何処と繋つながっているかは不明です……」

　その言葉に、リオネの口からため息が漏れる。

「何だい、分かったのは名前だけかい？」

「済みません。亮真様から無理はするなと命じられておりますので……」

　サーラ自身、決して自分の成果に満足していないのだろう。

　リオネの不満げな言葉にサーラは静かに頭を下げた。

　確かに間諜である事を確かく認にん出来ても、それだけでは意味がないのだ。

　だが、周囲の落らく胆たんした態度とは対照的に、亮真の表情にはいつもの穏おだやかな笑みが浮かんでいる。

「そうか……まぁ、このまま継けい続ぞく監かん視しってところかな……」

　その言葉に、四人の視線が一いつ斉せいに亮真へと向けられた。

「本当に宜しいので？　なんなら吐かせますが……」

　押し殺したボルツの声に、リオネが顔を顰しかめる。
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　ボルツの言葉に隠された意味をリオネは理解していた。

　傭よう兵へい稼か業ぎようが長いボルツにしてみれば、拷ごう問もんもやってやれない事ではない。

　好き好んでやりたいという様な歪ゆがんだ性せい癖へきを持っている訳ではないが、必要なら幾いくらでも冷れい酷こくになる事が出来る。

「あぁ、今直ぐにどうこうなる問題じゃないからね。下手に手を出して別の人間を送り込まれる方が厄やつ介かいさ……だろう？　それに、そろそろ動きだしそうな予感がするし……な」

　亮真の言葉が指し示す意味を察し、四人は無言のまま頷いた。




　死体の処理は疫えき病びようの蔓まん延えんを防ぐためにも、早さつ急きゆうに行わなければならない大事な仕事だ。

　多くの傭兵達が忙せわしなく働く中にその女の姿はあった。

「サーラさん、あの人達は何処に行くんですか？」

　サクヤは柵さくの近くに横たわる死体を始末する手を止めると、水みず堀ぼりを筏いかだに乗って渡る一団へ視線を向けた。

「あぁ、あの人達は近隣の商人よ。商談に来て帰るところ」

　サーラは軽く返事をした。

「商人……ですか？」

「えぇ、何？　何か不ふ審しんなところでもあった？」

　サーラにそう言われてしまえばサクヤとしてもそれ以上言う事はない。

「いえ……別に……」

　そう答えると、サクヤは再び視線を足あし下もとの死体へと向ける。

（どう言う事かしら？　商人？　こんな戦場に？　……いや、それよりも私は彼らが来た姿を見ていない……隠れて堀ほりを渡ってきた？　……ううん、もしそうなら帰りの姿だって隠すはずだわ……）

　サクヤは湧わき上あがる興奮を抑おさえきれなかった。

　それも当然だろう。

　サクヤが傭よう兵へい部隊にその身を投じて、既に一ヶか月げつ以上が過ぎようとしている。

　その間にサクヤが手に入れた情報はそれほど多くはない。

（もしかして……何か動きが！）

　そう考えたとしても無理はなかった。

　事実、この時堀を渡った一行には、ある重要な役割を任されているのだが、その事をサクヤが知るのはもう少したってからである。

（まぁ、良いわ。そっちは後で探さぐるとして、どうしてこの子は私のそばから離れないんだろう？……もしかして監かん視し？）

　傍かたわらで働くサーラの金色の髪を見ながら、サクヤの脳のう裏りにそんな思いが浮うかぶ。

　ここ最近、よく一いつ緒しよに組んで仕事をしていた所為か、二人は周囲から見て友人と言える様な間あいだ柄がらにはなっていたが、それを鵜う呑のみにするような性格では、とても密みつ偵ていや間者といった裏の仕事は行えない。

　だが、サクヤはその不安を打ち消した。

　傭兵の中では女性は決して多くないし、年齢的にも一番近そうなサクヤが良く声を掛けられるのはそれほど不自然な話でもない。

（そんな訳ないか。もし間諜とばれていたら、アイツが私を生かしておく筈がないもの……）

　サクヤは御子柴亮真という人間を調べている。

　どういう経けい緯いでルピス王女に助力しているのかまではまだ調べきれていないが、彼が容よう赦しやのない人間である事だけは理解していた。

　いや、否いやが応でも理解させられたと言う方が正しいかもしれない。

　傭兵ボランゾとの一戦と昨日の水攻めと言う策によって……

（腕は良い。武法術が使えないと言う部分を差し引いても、アイツは戦士として一流だわ）

　一族経由でゲルハルト公爵に頼んで送り込んでもらった囮おとりの刺客。

　あのボランゾとの一戦を傭兵達にまぎれて見ていたサクヤは、亮真の技量を高く評価していた。

（正面から戦えば五分五分ってところかしら……いや、あれが実力の全てと言う保証はどこにもない……確実に殺すなら毒を使うか、眠っているところを襲おそうしかないわね）

　今でもサクヤの脳裏には、ボランゾの巨きよ体たいがまるで魔ま法ほうの様に宙を舞う様が鮮せん明めいに思い出される。

　そして、まるで虫けらでも踏ふみ潰つぶすかのようにボランゾの喉のどを踏み砕くだいた御子柴亮真と言う人間の冷れい徹てつさ。

　それは、昨日の水攻めの策を見て確信へと変わった。

（あれだけの腕を持ちながら、あんな策を考えだすなんて……確かにアイツはヤバい奴やつだわ）

　今はまだ情報収集しか命じられていないが、いずれ必ず暗殺の命令が下る事をサクヤは確信している。

　敵対しているゲルハルト公爵から見れば、絶対に排除したい駒の筈だ。

　それこそ、どんな手段を用いても……

　そんな事を考えながら作業を続けていたサクヤの顔に光が一瞬横切った。

（連続して二回、少し間を置いて三回……ついに来たわね……）

　鏡の反射は潜入前に連絡員との間で取り決めた指令の連絡方法だ。

　敵陣に潜入する以上、味方との連絡には細心の注意が必要だった。

　実際に会うのは論外だし、状じよう況きようによっては密書が使えない事もある。

　だから光の反射による連絡方法を事前に決めておいたのだ。

　この方法の利点は敵に内容を悟られない事だろう。

　その上、光の反射なら偶然を装うのにも困らない。

　サクヤは表情を変えずに作業を続ける。

　だが、その秘められた心は冷たく研ぎ澄まされていく。

　御子柴亮真暗殺という与あたえられた任務を遂すい行こうする為ために。

（食事に毒を入れるのは無理ね……あの二人が作ったものしか口にしない様だから……）

　亮真の食事はサーラとローラの二人しか作らないし、自分達たちだけで運んでしまう。

　かなり徹底した警戒ぶりだ。

（そうなると、確実に殺すなら接近戦に持ち込むしかないか……毒を塗った刀なら……）

　もっとも、接近戦を選ぶとなれば、暗殺者であるサクヤも逃げ道は限られてしまう。

（殺るか、殺られるかだわ）

　一流と呼ばれる暗殺者と言っても、命を賭けるには覚悟がいる。

　だから、彼かの女じよは気がつかなかった。

　彼女の背中をじっと見つめるサーラの視線に……




　二日目の夜が過ぎようとしていた。

　月は雲に隠れ、陣じん屋やを照らすのは所々におかれた松明のみ。

　フッ。

　その闇やみと光の境目を縫う様に、黒い人影が天幕と天幕の間を素す早ばやく駆け抜ける。

　だが、それに気がつく歩ほ哨しようは誰もいない。

　黒い覆面に黒い服、手は黒の手袋に覆おおわれ、靴まで黒く染められている。

　そんな人間が松明の照らす範はん囲いを的確に避よけ、風の様に駆け抜けるのだから歩哨が気付かなかったのも当然と言えた。

（ここか……）

　影は目を凝らしてとある天幕を凝視する。

　日中なら迷うはずもない天幕だが、光の無い闇夜で正確に見分けるのは至難の業だ。

　もっとも、暗殺に携たずさわる人間としては夜目など利いて当たり前の事である。

　影が注意深く確認したのは、あくまでも用心深いからに他ならない。

　影は腰に佩はいた刀を抜ぬいた。

　そして懐より陶製の小瓶を取り出すと、刀身に注意深く垂らし始める。

　ドロリと粘着性のある黒みがかった液体が刀身を覆う。

　影は小瓶に栓をすると懐に仕舞い、今度は一枚の布を取り出した。

　そして布を刀身の根元に被せると、力を入れすぎない様に注意しながらゆっくりと刀身に沿って滑らせていく。

（これで良い……後は御子柴亮真をこの手で始末するだけ……）

　黒い液体が刀身に適度に覆われている事を確認すると、影はゆっくりと天幕の入口へと移動する。

　亮真の天幕には警備兵が居ない。

　自信があるのかわずらわしいから置かないのかは分からないが、彼が自分の天幕に警備の兵を置かない事ははっきりとしていた。

　これがもし、ここ数日の間に突とつ然ぜん置かなくなったと言う事ならば、影は罠わなの可能性を疑っただろう。

　だが、初めからそうであれば疑いを抱き様がない。

　影は入口から素早く中へ視線を走らせる。

　亮真が眠っているせいだろう。

　天幕の中は完全に真っ暗であり、蝋ろう燭そくの灯り一つない。

　数人分の椅い子すと会議用のテーブルが中央に置かれ、その奥には亮真が普段使う机が置かれている。

　入り口に向かって左側には亮真が付ける鎧や剣けんが立てかけられていた。

　逆側には寝台が置かれその上に黒い人型の何かが横たわっていた。

　だが、闇に閉ざされた天幕内では、その何かの正体までは判別は不可能。

　影はそれを御子柴亮真が横たわる姿と判断し、寝台へ向かって静かに歩み寄る。

（今のうちだ！）

　影は静かに刀を振り上げた。

　周囲にはだれも居ない。

　殺すなら今が最大の好機。

　この機会を生かさない暗殺者など存在するはずもない。

　振り上げられた刀が鋭するどく風を切る。

　影は自らの任務達成を確信した。

　だが、その確信は無情にも打ち砕かれる。

　ガンッ。

　肉を斬る音とは似ても似つかない金属音が天幕に響ひびいた。

　そして、呆気にとられた影が茫然と立ち尽つくした一瞬の隙すきを逃さず、後ろから忍び寄り攻こう撃げきを加えた人間がいた。

　岩の様な硬かたい拳こぶしが影の横隔膜を的確に打ち抜く。

　強制的に口から吐はき出される空気。

「グッ…」

　影はのど元まで出かかった呻き声を必死で噛み殺した。

　だが、その噛み殺すという行為そのものが再び影を無防備な状態にする。

　そいつは続けて影の右肩かたに拳をたたき込んだ。

　正確に打ち込まれた拳が右肩の急所を打ち抜く。

　影は腕の力を一時的に痺しびれさせ手にした刀を落とした。

（不味まずい！　罠だ！）

　影はようやく自らの陥おちいった状況を理解した。

　しかし、横隔膜を打ち抜かれた後遺症は影の体裁きに影えい響きようを及およぼす。

（不味い……身体のキレが戻もどらない！）

　右腕も痺れたままである。

　徐じよ々じよに痺れは取れ始めてはいるが、大きなハンデになっているのは間ま違ちがいない。

　影は抵てい抗こうを諦め逃走経路を探して視線を配る。

（天幕の入口はあいつの後ろに一つだけ……でも今の状況じゃ突とつ破ぱは無理。なら……）

　下手な抵抗を考えず素早く逃走へと切り替かえたのは、影が一流の暗殺者である事の証明である。

　幸いな事に天幕は布で出来ている。

　木と違ちがい布なら手持ちの刃物で切り裂き無理やりに抜け出す事も出来る。

　影は素早く身を翻すと、天幕の入口とは正反対の方へと走り出した。

　影は机の上を飛び越えると、その勢いのまま天幕へ刃を突つきたて一気に身体を押し込んだ。

「こんな夜更けにどうしたのかしら？」

　天幕を飛び出した影の頭上からサーラの声が響いた。

「！」

　影の覆面で隠された顔に動どう揺ようの色が浮かぶのをサーラははっきりと感じた。

「それほど驚おどろくような事かしら？」

　影はサーラの言葉を無視して周囲に視線を走らせる。

（何処？　何処が一番手薄なの!?）

　最後まで諦める事の無い影の姿勢はまさにプロと言えた。

　だが、サーラが目の前に立ちはだかる以上、影が逃走出来る可能性はゼロである。

「無む駄だよ！」

　サーラが手を挙げると闇の中から完全武装の傭兵たちがその姿を現した。

　リオネとボルツを先頭にその数およそ二十名。

　如何いかに一流の暗殺者とはいえ、その包囲網を突破する術はない。

「まず身体に仕込んだ武器を捨てなさい！」

　サーラの命令に影は一いつ瞬しゆん躊躇ためらうと、懐へと手を伸ばす。

　傭よう兵へい達たちの間に緊きん張ちようが走った。

（捨てるべき？　それとも……）

　従うべきか従うべきではないのか。その判断が正しいかどうかは結果で判断するしかない。

　武器を捨てずに暴れても、包囲を突破して逃げ出せれば英断と言えるし、武器を捨てて相手に苦も無く殺されればただの馬鹿でしかない。

　だが、逆の結果もまた考えられる。

「大だい丈じよう夫ぶ、別に殺したい訳じゃないの。でも抵抗するなら最悪の結末を迎える事になるわ……良い？　ゆっくりと武器を出すのよ」

　傭兵達の動揺を抑えサーラは再び命令した。

（油断はしない……か。強行突破は無理ね……）

　影は素早く計算すると懐から小瓶を取り出し足元へ捨てる。

（でも……武装解除を命じるなら少なくともいきなり殺されはしない……ならば、まだ機会はある）

　そう影は強かに計算すると、サーラの命令に従って身体に隠した武器を足元に放り出した。

　自らが生き残る可能性に賭けて……

　月が雲の間から顔を出し辺りを照らす。

「まずは覆面を外して貰おうか」

　亮真の言葉に影は素す直なおに従い、顔を覆う覆面の結び目へと両手を移動させる。

　ランプの灯に照らされたのは黒くろ髪かみの傭兵。サクヤと呼ばれている女の顔が現れた。

「これでお互いの顔を見て話し合いができる状況になった訳だ」

　亮真の言葉を聞きサクヤは馬鹿にしたように周囲を見渡す。

「話し合い？　尋問の間違いじゃないの？」

　この天幕の中には、亮真とサクヤの外に、リオネ、ボルツ、マルフィスト姉妹といった御子柴亮真の側近と目される面々が顔を揃えており、天幕の外は十人以上の傭兵達によって警備網が敷かれていた。

　確かに話し合いというには物々しい雰囲気ではある。

「その辺は認にん識しきの相違ってやつだろう？　少なくとも俺は話し合いをするつもりだよ」

　亮真の言葉にサクヤは胸を撫なで下ろした。

（とりあえず拷問の可能性は少なくなったわね……問答無用で斬きり殺されるかとも思ったけど、そうでもなさそうだし）

　ひとまず身の危険がない事をサクヤは理解した。

　もっとも、彼女は完全に油断したわけではない。

　あくまでも少し緊張の糸を緩めただけだ。

　そう、物理的な攻撃に対しての警戒は。

「それで……自分を殺しに来た暗殺者と何を話し合うつもり？」

「そう警戒しなくてもいいんじゃないか？」

　亮真は苦笑しながら答える。

　サクヤの身体に張りつめていた緊張が緩んだので、少しは友好的になるかと期待したのだが、それほど甘あまくはなかった。

　サクヤの顔には身の安全に関しては信用するが、余計な事は一いつ切さい言わないぞと、はっきりと書いてある。

（さてと……どう話したものかな……）

　亮真としては、今の段階でサクヤから戦に関連した情報を引き出すつもりはない。

　理由は実に簡単。

　サクヤからどんな情報を聞き出そうと、亮真には彼女からもたらされる情報の真偽を確かめる術が無いからだ。

　情報は確かに大切だ。頭のいい策士にかかれば、口先一つで国すらも亡ぼせる刃になる。

　だがその一方で、情報そのものよりも更さらに大切なものもある。

　それは確度と鮮せん度ど。

　どれほど自らが待ち望んだ情報であろうと、その情報を齎もたらした存在への信しん頼らいや、裏付けがなければその情報は全くもって意味がない。

　童話に出てくるオオカミ少年は普ふ段だんから嘘うそをつき周囲を騙し続けた。

　そして、その結果本当に狼が出た時には、少年の言葉を誰だれもが信じなかったのだ。

　全てはそれと同じ事。

　下手に嘘をつかれて騙だまされるより最初から完全に無視してしまった方が、ある意味安全という判断である。

　だが、そうなるとサクヤという人間の利用価値は途端に無くなってしまう。

　そう、サクヤの手にした武器を目にするまでは……

「別に雇やとい主の情報を何か聞きたい訳じゃないんだよね。どうせ喋ってくれないだろうし……それが本当かどうかも俺には判断できないしね」

　亮真の言葉にサクヤは顔色を変えた。

　亮真の言葉を鵜呑みにすれば、サクヤを生かしておく必要は無くなる。

（こいつ、一体何が目的なの？）

　サクヤの中で生まれた小さな疑問は次第に彼女の心を不安で埋め尽くしていく。

　相手の狙いが分からないほど不安になる要素は無い。

「ならなぜ私を生かしておくの？　利用価値なんて無いでしょ」

　そう言い放ちながらもサクヤは心の中である理由を導き出していた。

　そう、女性としてはあまり的中して貰いたくはないある理由を。

（もしかして私の身体が目当て……？）

　サクヤがそう思うのも無理はない。

　彼女の外見は非常に優すぐれている。

　長く艶やかな黒髪。

　健康的に焼けた小麦色の肌はだはきめ細かく張りがある。

　暗殺者としての修練の所為せいか身体は引き締まっているが、胸は適度にその存在を主張している。

　つまり十分に男の欲望を掻かき立てる美女なのである。

　暗殺者として人の世の汚い部分を見続けてきたサクヤも女である。

　力で男に無理やり犯されるという恐きよう怖ふを潜在的に持っていた。

　暗殺者として任務に失敗すれば命を失うという覚かく悟ごはある。

　だが女としてその身をけがされる恐怖は消し去れるものではなかった。

　ましてや、未だに男を知らない身ならば尚なお更さらである。

（いや……それは無いか……もしそうなら女を同席させる筈はずがないわ）

　サクヤは素早くリオネ達女性陣に視線を向けて自らの考えを否定した。

　相当に特とく殊しゆな嗜し好こうの性せい癖へきでも持たない限り、自分の情事を他人に見せつけて喜ぶ様な人間はいない。

　それに、サクヤの知る限り、御子柴亮真という男にそういった話は微み塵じんもなかった筈だ。

　だが、そうなるとなおさら御子柴亮真という男の狙いが理解出来なくなる。

「まぁ個人的な興味ってのが一番の理由かな」

　亮真はサクヤの心の動きを敏びん感かんに感じながら答えた。

「個人的な興味？」

　サクヤの顔に疑問の色が浮かぶ。

「これさ」

　亮真はサクヤが持っていた刀を彼女の前に突き出した。

「それがどうしたっていうの？」

　サクヤにとって亮真が何を気にしているのかが理解できなかった。

　長さは二尺三寸。

　おおよそ七十センチ程ほどの刀である。

　確かに西方大陸では見かける事が少ない珍めずらしい武器だ。

　それはサクヤにも理解できる。

　だが、自分を暗殺に来た人間を生かす理由としてはあまりに弱い。

「いい刀だ。重さも拵こしらえも良くできている。その上実用的だ」
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　鞘から抜いた刀を明かりに翳かざすと、亮真は満足げに頷うなずく。

「なぜこれを使っている？」

　亮真の質問の意図をサクヤは理解できなかった。

　暗殺者にとって刀はただの武器である。

　人を殺す為の道具。

　それ以外の理由など暗殺者であるサクヤにはなかった。

　だが、その一方でそんな回答を目の前の男が求めていない事も理解出来た。

　答えるべき言葉が脳に浮かんでは消えていく。

　亮真はサクヤの顔に浮かぶ戸と惑まどいを見て質問を変えた。

「君は日本人か？」

　だがサクヤの顔には亮真の予想した変化は起きなかった。

　まるで意味不明な単語を聞いた人間の様な顔だ。

「何よそれ……どういう意味？」

　サクヤの回答は亮真の予想を外した。

（どういう事だ？　刀を持っている暗殺者で黒髪に黒い眼め、肌だって日に焼けてはいるが黄色人種の物だ……なのに日本人かという質問に何の反応も起こさない……となると、こんな忍び装束を身にまとい刀を手にしていながら、日本とは無関係？　大地世界アース固有の文化だとでも言うのか？　ただの偶ぐう然ぜん？　……いや、肌の色も名前の響きも日本との関係を示している。一つだけならまだしもそんな偶然が幾つも重なるはずが……）

　亮真の中で様々な疑問が浮かぶ。

　それまでサーラにサクヤの監視を一任していた為、サクヤの顔を亮真は知らなかった。

　遠目で彼女が黒髪の女であることを知ったのは二日前。

　実際に彼女の名前がサクヤという事を知ったのは、先日の会議でサーラから報告を受けた時だ。

　亮真は自覚していなかったが、彼女の名前をサーラから聞いた時に感じたのは懐かしさだった。

　サクヤ。

　漢字に直せば咲夜もしくは咲耶といったところか。

　当て字なら他にも色々と考えられるが、どちらにせよ素直に考えればサクヤという名前は日本人の名前である。

　少なくとも純粋な西洋人に付ける名前ではないだろう。

　同じ日本人かもしれない。

　亮真がそう思うのも無理はなかった。

　いや、彼がこの大地へ召喚されて既すでに半年を超えている。

　幾ら表面的に出さなくとも、望郷の念が湧き上がるのは当然の事だ。

　そんな時、降って湧いた様に故郷を思わせる要素を持つ人間と関わりを持った。

　異郷の地に同胞が居たとなれば懐かしくて当然であろう。

　ちなみにオルトメア帝てい国こくに仕えている斉さい藤とうに関して言うならば、亮真は全く親しみを感じていない。

　斉藤と亮真が出会ったのは召しよう喚かん直後であり、自分の身の安全も危ぶまれた時期である。

　まして斉藤は亮真にとって恨うらみ骨こつ髄ずいに徹てつする帝国に与くみして、彼の命を狙ってきたのだから、印象が最悪なのは当然であった。

　その点でいえばサクヤも斉藤と同じく亮真の命を狙ってきた訳だが、背後関係も不明なら動機も不明。

　単純に敵だからと切り捨ててしまうのは人情としては難しい。

　無理やり召喚されて暗殺者にされた気の毒な人間の可能性だってあるのだから。

　しかも、サクヤは女性であり美人である。

　もし困っているのなら助けてやりたいと思っても不思議ではない。

　御子柴亮真は冷酷で冷徹な人間ではあるが、人間である以上優しさや労りといった感情も持ち合わせている。

　矛む盾じゆんしているが人間というのはそういうものだ。

　会社ではものすごく面倒見の良い上司が家庭では家庭内暴力を振るう場合もあるし、逆に会社では高圧的で嫌いやみな人間が家庭では人情味のある温かい家庭を築く場合だってあるのだ。

　その点でいえば亮真はある意味分かりやすい。

　彼の行動原理は簡単である。

　生き残りたいのだ。

　自分が生き残る。

　その為に必要であるならば彼は何人でも殺すだろうし、それを後こう悔かいする事はないだろう。

　だが自分の生命がある程度安全であり、目の前に困っている人間がいればどうか？

　出来る範囲で力になってやろうとするのは人間として自然な行為だ。

　絶対に助けてやれるとは限らない。

　問題が自分の力を遥かに超えている場合だってあるからだ。

　だが、少なくとも話は聞いてやる。

　それが人間である。

　ましてや、同じ日本から連れてこられたかもしれない美人となれば、多少の便宜を図ってやる気になったとしても、世の男達が亮真を責める事はないだろう。

　そういう要素も含めた上でのサクヤの捕ほ縛ばくである。

　極端な話、そんな理由でもなければ御子柴亮真という人間が自分の命を狙ねらった暗殺者を殺さない理由など無いのだ。

　だから、逆にサクヤが日本人という言葉に反応を示さないのは亮真にとって誤算だった。

「本当に日本人じゃないのか？」

「知らないわ、一体どこの国？　西方大陸の国じゃないわね？」

　再度問いかける亮真の問いにサクヤははっきりと答えた。

「ならなぜ日本刀を使う？」

　亮真は少し考え込みながら尋たずねる。

　亮真はもう一つの可能性を思い描えがいていた。

　そう、海鳴り亭の女将に紹介された鍛冶屋の親父が言っていたではないか。

　東方大陸と呼ばれる地では刀を使うと。

（東方大陸の人間なのか？）

　亮真は当然そう思った。

　だがサクヤの言葉は再び亮真の予想を覆くつがえす。

「日本刀？　それは私の一族に伝わる刀という武器よ」

「一族に伝わる？」

　サクヤの回答に亮真は違い和わ感かんを感じた。

「そうよ。私達の一族は刀を使ってきたの。ずっと昔から」

「東方大陸出身なら誰でも使うんだろう？」

「東方大陸？　私達は西方大陸から出た事はないわ」

　此処ここまでの情報を整理してみよう。

　サクヤという名の女性は、日本人の外見的特とく徴ちようを満たしている。

　また使う武器も日本刀である。

　中国や中東でも片刃の刀に似た剣を使うが、日本刀とは明らかに作り方も材料も違うし、その差が分からないほど亮真は素人しろうとではない。

　だが、サクヤは日本人も日本刀という言葉も知らないという。

　これは現代日本人なら考えられない事である。

　いや、インターネットをはじめとした昨今の情報社会において、日本人も日本刀も知らない人間など、国や人種が相当限られてくる。

　少なくとも日本人でも日系人でもないだろう。

　となれば、サクヤがこの世界に無理やり召喚された地球人である可能性は皆かい無むと言えた。

　では、サクヤという女は東方大陸の出身なのだろうか？

　身体的な特徴が地球人である日本人と異世界人である東方大陸人に共通するかどうかは不明だが、可能性は十分にある。

　そう考えるならサクヤという名前も東方大陸人には付けても不自然ではないのかもしれない。

　しかも以前鍛冶屋の親父から聞いた話では、東方大陸なら刀を使うらしい。

　ならば、彼女が刀を武器としている理由は納なつ得とくがいく。

（全て可能性の話で確証はない。でも……そう考えるなら説明は付く）

　そこまで考えて亮真はその可能性を自分で否定した。

　サクヤは一族の武器と言った。

　もし彼女が東方大陸の人間なら、「私の一族に伝わる刀という武器」とは言わない。

　少なくともサクヤにとって刀は一いつ般ぱん的てきな武器と認識していないのは間違いない。そして、それを使うのは自分の一族のみだと思っている。

　それにサクヤ自身も東方大陸には行った事がないらしい。

　まぁ、こちらは両親の出身という可能性があるので、そこまで問題ではないのだが……

（一族……一族ねぇ……）

　サクヤの言葉を証明する証は何もないが、亮真はサクヤの言葉を疑ってはいなかった。

　嘘をつく意味が無いからである。

　暗殺者という職業を考えれば依頼人の素生に関して素直に喋るとは考えにくい。

　もしそういった問いにペラペラと話すとすれば、その殆ほとんどが嘘うそと判断できる。

　だが亮真が聞いたのはそういった内容とは無関係な情報である。

　勿もち論ろん敵に教えたくない場合もあるだろうが、もし教えたくないのなら沈ちん黙もくを守ればいい。

　わざわざ嘘をつく必要性が無いのだ。

　そう考えば彼女の言葉は信用できる。

「じゃあサクヤの一族ってのはみんな刀を使うのか？」

　亮真は質問を変えた。

「そうよ」

「本当に東方大陸の出身じゃないんだな？」

　亮真の念ねん押おしにサクヤは黙だまって首を縦に振った。

　沈黙が天幕を支配した。

　マルフィスト姉妹はもともと亮真の邪じや魔まはしないし、リオネやボルツも沈黙を守っている。

　言いたい事はあるのだろうが、成り行きを見守るという姿勢である。

「姐あねさん……若は一体何を知りたいんですかね？」

　ボルツが隣となりに立つリオネにそっと耳打ちをした。

「さぁねぇ……ただ坊ぼうやの策に必要とかそういう話じゃないね……」

「やはりそうですかい……」

「何か個人的な理由だね……多分」

　亮真のやり取りを見ていればそのくらいの事はこの天幕の中に居る誰もが理解していた。

「まぁ何にしても今は黙って見てるしかないね」

　リオネの回答にボルツは黙って頷いた。

「一族か……どれくらいの人数が居る？」

　長い沈黙を破り再び亮真はサクヤに尋ねた。

（どういうつもり？　なぜ一族の事を気にするの？）

　サクヤは亮真の問いにどんな裏があるのか必死になって考えた。

　だがどれほど考えてもこれだという理由が見つからない。

「二百人ぐらいよ……」

　サクヤは遂ついに答えた。

「二百人……か」

　亮真は言葉を詰まらせた。

　二百人。

　言葉で言うのは簡単だが、現実的にはかなり多い。

　結婚式を思い浮かべてみればいい。

　新郎新婦の親戚一同に友人関係を含ふくめても普ふ通つうの人間はせいぜい百名も居れば多いと言える。

　それが新郎の親戚一同で二百名となればその多さもイメージが出来るのではないだろうか。

　亮真が驚くのも当然と言える。

「その人数なら、どこかの村に集まって住んでるのか？」

　二百人と言えば小さな村なら総人口にすら匹ひつ敵てきする。

　だが、亮真の言葉にサクヤは首を振った。

「いいえ」

「じゃあ、町に分散して住んでる？」

　亮真の問いに再びサクヤは首を横に振った。

「いいえ」

　サクヤの言葉に亮真は戸惑う。

　集まって住んでいる訳でも分散して住んでいる訳でもない。

　となれば考えられるのは。

「放浪してるのか？」

　亮真の問いにサクヤは頷いた。

　その時、天幕の中に男のしわがれた男の声が響く。

「それも致いたし方かたあるまい。それが我々一族の運命よ……」

　天幕に響き渡わたった声が収まると、一人の老人が天幕の入口に降り立つ。

　天幕の上に居たのだろうか？

　確かに天幕を支える柱の上に乗れば乗れない事は無いだろうが、驚くべき身軽さと言える。

「亮真様……」

　怪あやしい侵入者を前にして、サーラとローラが素早く亮真の脇を固めると小声でささやいた。

「良い。二人ともそのまま待機だ……皆みなもだぞ」

　亮真も小声でささやき返すと、リオネ達へも小さく頷いて彼かれらに待機を命じる。

（さぁて、暗殺者の一族か……どういう話をするか見ものだな）

　奇き襲しゆうを掛かけてくるならともかく、今の状況で暗殺者が一人ばかり増えたとしてもあわてる必要はない。

　亮真は目の前に現れた老人へ好奇の目を向ける余よ裕ゆうがあった。

　そんな亮真の余裕とは裏腹に、サクヤの視線が老人の顔に突き刺さる。

　余よ程ほど予想外の人間が現れたのだろう。彼女の顔は驚きで引きつっていた。

「お爺じい様さま……何な故ぜ此こ処こに……」

　サクヤの口からそんな言葉が漏もれた。

　白い髪かみに白い髭ひげ。

　サクヤと同じように黒い服に黒い靴を身に着けた老人の顔一面には、深い皺しわと傷が刻み込まれており彼の過酷な人生を色いろ濃こく物語っている。

　そして彼の左手には少し弧こを描くように曲がった杖つえを持っていた。

「ほぉ……ワシが来ても驚かぬか……状況を理解できぬほどの馬ば鹿かなのかそれとも大物なのか理解に苦しむところじゃなぁ……」

　老人はサクヤの問いを無視し周囲に素早く視線を配るとそんな言葉をうそぶく。

「いや、十分に驚いていますよ？　何しろご招待していないお客様のご来場ですからね」

　亮真はにこやかな笑えみを浮かべて言い返すが、周囲の反応に目をやれば老人の目には彼らが驚いているようには見えなかった。

（大した者だ。この若造……完全にこの場に居る人間を支配しておる）

　老人は少なからず驚きを感じた。

　トップが泰たい然ぜんとしていれば部下もそう簡単に動揺する事はない。

　つまり、この場にいる部下達を、若い御子柴亮真と言う人間が完全にコントロールしているという事だ。

　だが、口で言うほどに場を支配するというのは容易ではない。

　それなのに、年齢を重ねた男でもそう容易たやすくはない事を、目の前の青年はいとも容易く行って見せた。

「フン！　まあ良い……ワシが聞きたい事は唯ただ一つよ……貴様は何故なぜそこの娘を殺さない。自分を殺しに来た暗殺者など生かしておいて何になる。それになぜ突然現れたワシを捕らえようとせんのだ。周囲の兵に命じればワシをとらえるなど容易かろうに？」

「おや、それを理解されているから、ご老人はこの天幕に姿を現したのでしょう？　どうやらあなたは俺おれの聞きたい事を全てご存知の様ですしね」

　亮真はにやついた笑みを浮うかべながら答えた。

　サクヤを助けるだけならば態わざ々わざ声を掛けて姿を現すことなどしない。

　老人が姿を現したという事は、亮真に対して敵意を捨てたという証である。

「成なる程ほどな……状況判断は出来ていると言う事か……なかなかに冷静だな若造……では改めて聞こう。貴様は日ノ本の民たみだな？」

　老人は亮真へ問い返した。

　その目には一切の嘘を許さないという揺ゆるぎ無い意思の力が込められている。

　日ノ本とは古い言い方で日本を意味する。

　つまり日ノ本の民と言えば日本人の事を指すのだ。

　だが、現代人はそんな古臭い言葉を日常会話の中で使用する事はまずない。

　使うとすれば時代小説の中に書かれるか、映画やドラマの中が関の山といえる。

「えぇその通り。確かに俺は貴方あなたの言う日ノ本の人間ですよ」

　亮真は老人の言葉に頷くと心の内で老人の言葉からある答えを導き出す。

（日ノ本の民ねぇ……こんな古風な言い方をするって事は……やっぱり、俺の予想通りか）

「ふむ……近ちか頃ごろの日ノ本の民は戦いくさを忘れ、享楽に溺れる腑ふ抜ぬけばかりと聞いていたが……まだ貴様の様な武もの士のふがいたとは……驚きよ」

　そう言うと老人はサクヤの方へと向き直る。

「サクヤよ、立って服を脱げ」

　老人の言葉にサクヤの顔色が変わる。

「え？　……ここで……ですか？」

　暗殺者とはいえ女性。

　彼女はその場に立ち上がりはしたが、服を脱ぬぐ事には躊躇ためらいが見られた。

　まあ特殊な嗜好を持った人間でない限り、複数の人間がいる中で裸になる事を躊躇ためらわない人間などいないだろう。

　しかし、その躊躇が老人の癇かんに障さわったらしい。

「くどい！」

　老人の言葉と同時に杖から銀の光が一いつ瞬しゆんあふれたかと思うと、再び元の杖へと吸い込まれた。

　それを見た亮真の目が鋭く光る。

　亮真の目は老人の右手が一瞬の間に杖に仕込まれた刃を抜き放ち、サクヤの着物を下段から斬り上げたのを捉えた。

「ほう……抜刀術ですか。肌に傷を付けず服だけ切断するとは……」

　極限まで無駄をそぎ落とした神速の抜き打ち。

　その上、斬りたい物だけを斬り、他には髪の毛ほどの傷も付けないなど、冗じよう談だん抜ぬきで達人の域だ。

　亮真の言葉に呼応するかのようにサクヤが身に付けていた服が左右にゆっくりと離はなれていく。

　見事なお椀わんの形をした胸。その上に赤い蕾つぼみが二つ、ちょこんと顔を出していた。

　天幕の中が凍り付き、誰もがあっけにとられる中、亮真は手をたたく振りをして老人の腕うでを褒める。

「お見事な腕前ですね」

　掛け値なし。圧あつ倒とう的てきな技量に対しての称しよう賛さんが見える。

　老人は亮真の言葉に無言のままにやりと笑みを浮かべると、サクヤの身体をジロジロと確かく認にんしだした。

　老人の手がサクヤの肩を触る。

「ふん、思った通りか……正確に急所に一いち撃げきを加えておる。しかもこの打だ撃げき痕こんの小ささ……唯の拳では無いな……貫ぬき手てか？」

　亮真は老人の問いに黙って拳を突き出す。

「ふむ……成程、人差し指の第二関節を突き出すようにして作った拳か……確かに急所を狙うには効果的だな……」

　突き出された拳の形を見て老人が呟つぶやく。

「えぇ。一本拳と言う握り方です」

　亮真の答えに頷くと老人はサクヤの腹部に手を触れるとサクヤの顔が苦痛に歪む。

「痛っ！」

「ふむ。こちらは拳による打撃か……成程のう。狙う箇所によって拳の握りを変えるか……わしらの一族にも似たような技が伝わっておる……これは呼吸を妨ぼう害がいする為ための技じゃな？」

「えぇ」

　老人の問いに亮真は頷いた。

「サクヤ程度……何時いつでも殺せたという事か……大した腕じゃなそなた」

　そう言うと老人は深くため息をつく。

　それがサクヤの実力に対しての嘆なげきなのか、亮真の技量に対しての感かん嘆たんなのかは誰にも分からなかった。

　急所を突く。

　言葉は簡単だが実戦の場でそれを行うには両者の間に明確な実力の差が無ければ難しい。

　目や金的と言った軽く当たっても重大な怪我に繋がる急所と違い、肩や横隔膜といった場所への打撃が望み通りの効果を発揮する為には、ある程度のパワーと的確な角度という物が必要になってくる。

　ただ当てれば済むというものではないのだ。

　そして一流の暗殺者であるサクヤの急所を、不意打ちとはいえ暗くら闇やみの中で的確に打ち抜ぬくという事は、御子柴亮真と言う人間の技量を正確に表している。

「不意打ちでしたからね。正面から戦えばどうなるかは分かりませんよ？」

　別にお世辞や慰めを言ったつもりはなかったのだが、老人は亮真の言葉を鼻で笑う。

「バカめ。正面から戦う暗殺者が居るか」

　老人の言葉に今度は亮真が苦笑を浮かべる。

　まさしく老人の言葉は正論だったからだ。

「まぁ、それもそうですね……おっと、とりあえずサクヤさんがお気の毒なのでこれをどうぞ」

　亮真はそういうとベッドの上から毛布を手に取りサクヤへと渡す。

「あ……ありがとう」

「いえいえ、俺にとっても目の毒ですからね」

　亮真の言葉を聞いてサクヤはとっさに胸を手で隠した。

　自分の上着が切り裂かれて胸を開はだけていた事を思い出したのだ。

「ふん。貴様、女を知らんわけではあるまい？」

「知る知らないではないですよ。ま！　女性に対する最低限の礼れい儀ぎって奴やつですかね」

　亮真は老人の言葉に肩を竦すくめて答える。

　亮真は女好きではあるが、少なくとも服を切り裂かれた女性の裸を不ぶ躾しつけに見る趣味は無い。

　個室で二人っきりと言うのならともかく、周りに人がいる状じよう況きようでは尚更だ。

　まぁ、この世界ではその配慮が必要なのかどうかは分からなかったが、亮真は命に関わる場合以外では自分の常識を無理に逸脱しようとは考えていなかった。

「さてと……ではこちらも幾いくつかお聞きしたい事があるんですが宜よろしいですかね？」

　亮真は話題を変えた。

　何時までも老人の質問に答えている訳にはいかない。

　まだこの老人が何者で、なぜ姿を現したのかも不明なのだから。

「かまわん……だが貴様は答えの殆どを予想しているだろう？　今さらワシに何を聞く？」

　老人は亮真の問いに答えた。

「予想と現実は違いますからね」

　亮真の言葉に老人は考え込んだ。

「成程……慎しん重ちようじゃな……まぁ一軍を率いるとなれば当然か……良かろう。答えられる範はん囲いで答えてやる」

「結構。ではまず確認ですが、貴方あなた達たちの一族は昔召喚された方の末まつ裔えいですね？」

「そうじゃ、初代達たちがこの世界に呼ばれたのは今から五百年程前。西方大陸のとある国に召喚されたと伝わっておる……」

　亮真の問いに老人はあっさりと答える。

「五百年ですか……達？　一人じゃないって事ですか」

　しかし、驚くのもつかの間、老人の回答に一部予想外の単語が混じっている事に亮真は気が付いた。
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「そうじゃ、わしらの先祖は村ごと召喚されたからな」

「村ごと……ですか？」

　亮真の言葉に老人は頷く。

「そうじゃ……まぁ二十名程の小さな村だったらしいがのう……」

　伝え聞くところによれば、彼らの先祖は家で布団を被かぶって寝ねている状態で召喚されたらしい。

　まぁ時間の流れが大地と裏大地で同じ様であるから、夜間に召喚の儀式をされればそういう事もあり得るだろう。

「なら今も村ごと召喚されるという事が起こり得るんですか？」

　亮真の知る限りではそんな怪奇現象を聞いた覚えがなかった。

　情報が世界中に飛び回る現代である。

　村ごと人が消えるなんて事が起これば話題に上らないはずが無い。

「いや、それは過去の話よ。今は召喚に必要な触しよく媒ばいが稀き少しようで高価になった所為で、よほどの大国でも年に数人を召喚するのがやっとの筈じゃ」

（という事は……俺は相当に運が悪いって事か……）

　一国で年に数人。

　この大地世界アースに一体どれほどの国があるか分からないが、年間にしても二百人から三百人といったところか。

　亮真は決して自分が運の良い人間だとは思っていなかったが、老人の言葉を聞いて自らの運の無さを呪わずにはいられなかった。

　何しろ、地球の人口は六〇億を超こえるのだ。その中から選ばれたとなればこれは相当に運が悪いと言える。

「成程……では、次に何故今も暗殺者を？」

　五百年前に召喚された。

　その事は良い。

　だが、そんな昔に召喚されたとして何故、今暗殺者などと言う稼業をしているのだろう？

　そもそも一族単位の暗殺者とは一体どういう事なのだろうか？

　亮真はその点を確かめたかった。

「我わが一族は元々乱らつ波ぱよ」

　その言葉の意味を知らないのか、亮真とサクヤ以外の誰もが老人の言葉をきょとんとした顔で聞いている。

　しかし、日本人である亮真は、その言葉が指し示す意味を知っていた。

　乱波とは素すつ波ぱとも草とも呼ばれる、ある特定の職業の事である。他にも様々な名前で呼ばれるが最も有名でなじみ深い名前はこれだろう。

　忍にん者じや。

　そう、老人の言葉が正しいのであれば、サクヤの一族は忍者の一族だったという事になる。

（成程ね……先祖が召喚されてから五百年も経たっているのに、一族がこうして残っている理由が分かったぜ……）

　確かに忍者が戦乱の大地に召喚されれば、その技術を使わないなどと言う選せん択たく肢しはありえないだろう。

　彼らは五百年の間を自らの戦せん闘とう技術を磨く事で生き抜いてきたのだ。

　そして乱波であるという事は、サクヤ達が暗殺者と言うだけではなく、破壊工作や、情報かく乱、そして要人の警護といった仕事も出来るという事だ。

「そういう事ですか……ちなみに何処どこの流派ですか？」

　忍者の流派で有名なのは伊賀や甲賀だが、他にも戦国時代に関東を支配した大名、北条家を支えたという風ふう魔まや、同じく戦国大名の上杉家に仕えた軒のき猿ざる、未いまだにアメリカでその命脈を保っているという戸と隠がくし流りゆうなど、無数に存在している。

　だから単純な好奇心から尋ねた訳だが、どうやら老人は全く興味がないらしい。

「さぁてな、乱波は乱波。盗み奪い殺す。ただそれだけの事。名など不要」

　確かに流派の名前など意味はない。

　人の世に広める事を考えれば必要だろうが、一族でのみ伝えられていくのなら他人の技術と区別する為の名前など必要がないのだ。

「ちなみにご先祖様が住んでいた地方の名前って分かりますかね」

「地名は知らん。ただ大きな湖の近くの山に住んでいたとだけ伝わっておる」

　それでも食い下がる亮真の問いに老人は正直に答えた。

　隠かくす価値など無い情報だからだ。

（湖……琵び琶わ湖こかな？　という事は甲賀か伊賀の出身って事か……）

　まあ、現代の日本人でも一度は耳にした事がある有名な忍者の里である。可能性としては十分にあり得るだろう。

　もしくは老人の言う湖を信州諏す訪わ湖こ周辺とみて、同じ信州は戸隠山に源流を持つ戸隠流という可能性もあり得る。

（まぁ、興味は尽きないが、この辺で本題に戻もどるか）

　何しろ、鎌倉時代には既に存在したとされる歴史ある存在。

　その流派の数は伝書などの資料として残るだけで三十幾つ。その存在があやふやな伝説上のものも含めれば実に七十を超える。

　闇に埋もれた歴史。

　実にロマンあふれる内容で、歴史好きの亮真としてはぜひとも聞きたい話題ではあるが、今はそれよりも優先するべき事がある。

「そうですか……では、最後に……貴方は先程、俺の問いに対して『それが我々一族の運命よ……』と言われた……それは一体、どういう意味です？」

　亮真の最後の疑問だ。

　そしてこの答えは亮真にとっても予想が付かない。

　日本の忍者は特定の地域に住居し、必要に応じて雇い主を探すか、特定の主に仕えるかのどちらかだ。

　戦乱の大地なら彼らの力を欲ほつする権力者は腐くさるほど居ただろう。

　それにも拘かかわらず、彼らは何百年も定住せずに放浪している。

　何か特別な理由が無ければ考えられない状況だ。

　極めて当然な疑問。しかし、その答えを耳にする事はなかった。

「ふむ……それは部外者には言えぬ。一族の掟おきてに触れる故にな」

　老人の顔が意味深に歪ゆがんだ。

「そうですか、失礼しました」

　亮真は老人の答えを聞くと素す直なおに頭を下げた。

「ほぉ……貴様、興味が無いのか？」

　あまりに亮真の態度があっさりとしている為か、逆に老人が探さぐるように尋ねる。

「やめておきますよ。俺は他人の秘密を探る趣味は無いんでね。……それに好奇心は猫を殺すとも言うし」

　人間として、他人の秘密に興味を持つのは本能ともいえる。

　隠されれば隠されるほどに興味を惹かれるのは当然だ。

　だが、秘密が秘密として隠されているにはそれなりの理由がある。

　他人にとっては大した事が無くとも、本人にとっては命より重い秘密というものだって存在するのだ。

（余計な事を知って命を狙われたら堪たまらないからな……）

　命の価値が軽いこの世界で余計な危険を冒す必要などない。

　亮真はそう考えていた。

「若いのに大した自制心だな……善し気に入った！　ワシの名は厳げん翁おうと言う。伊い賀が崎さき厳翁じゃ。以後よろしゅうにのう」

　亮真は厳翁の言葉に戸惑った。

「以後？　……ですか？」

　あまりにも突とつ然ぜんの話だったからだ。

「何を言っておる。サクヤを助けたのも自分の乱破にしたかったからであろう？　ならその祖父であるワシも一いつ緒しよに仕えてやると言うとるんじゃ！」

　厳翁はしてやったりという顔をした。

　今までしかめっ面をしていた分、笑うと好こう々こう爺やと言った感じになる。

「お爺様……？」

　サクヤは恐おそる恐る尋ねた。

「なんじゃサクヤ。お前は不満でもあるのか？　……任務に失敗したお主は本来なら死なねばならぬ。じゃがせっかく御子柴殿どのが助けて下さった命じゃ。この方の為に使ったとて罰はあたるまい？」

　厳翁は亮真の事を御子柴殿と呼んだ。

　貴様、若造から呼び方がランクアップしたという事は、厳翁は間ま違ちがいなく御子柴亮真へ仕える気らしい。

「え……いえ……はい」

　サクヤも厳翁の決意の固さを悟り頷かざるを得なかった。

「別に良いじゃろう？　のぅ、御子柴殿」

　厳翁の問いに亮真は考え込んでしまった。

　確かに日本人ならば助けてやるつもりだった。

　サクヤの暗殺者の力量を上手うまく利用したいと思ったのも確かだ。

　だが突然やってきた厳翁の所為せいで話がとんでもない結末を見せ始めている。

（一体全体何がどうなっている？）

　亮真にとってはある意味で渡りに船ともいえる。

　ローラとサーラの姉妹以外は、あくまでも同盟関係にあるにすぎない。

　リオネやボルツと言った傭よう兵へい団だんはまだ個人的に信用できるが、騎き士し団だんに関して言えば何時裏切られても不思議ではない。

　彼らが亮真の指揮に従うのはルピス王女が亮真の指揮を認めているからに他ならないのだ。

　もし仮に、ルピス王女が亮真を見限れば、騎き士し達たちは途端に亮真の指揮を無視するだろう。

　だから、腕利きが亮真の仲間になる事自体は歓迎するべき事だ。

　だが……

（話が急すぎる……俺を殺しに来たやつらだぞ？　だが……確かにこいつらの腕は利用価値がある。本当に味方になるなら悪くない……問題はこいつらが何が目的でそんな事を言い出したか……だが、もしも本気で仕えるつもりならば……）

　亮真の視線が厳翁に突つき刺さる。

　使える手て駒ごまは欲ほしいのだ。

（諜報が出来る人間は欲しい……問題はこいつらの持ってくる情報が正しいかどうか……いや……そこは俺の判断力次し第だいだな）

　両者の間で火花が散る。

「良いだろう」

　亮真は決心した。

　どちらにせよ、どこかで勝負に出なければ人を信じる事など出来はしないのだ。

「それでは、我が孫娘の咲夜共々、本日今日この日から御身に仕えさせて頂きますぞ。御子柴殿、いや……御お屋や形かた様さま」

　厳翁は咲夜を促して亮真へ頭を下げた。




「お爺様！　何故あのような事を！」

　咲夜は抑おさえていた苛いら立だちを厳翁へとぶつける。

　此処は堀ほりを渡ったところにある森の中。

　周囲には咲夜と厳翁の二人だけである。

　夜空に浮かぶ月だけが二人のやり取りの目撃者だった。

「何を苛立っている？」

　厳翁の冷静な声が余計に咲夜の心を刺激する。

「何をって……あの男に本気で仕える気ですか！」

「不満か？」

　咲夜の怒いかりを厳翁は軽く受け流した。

「不満が無い訳が無いでしょう！　第一、請け負った依頼を放ほう棄きした上に暗殺の対象者に仕えるという事を素直に頷ける筈はずがないでしょう！　大体、何故お爺様があの場に現れるのです！　今回の仕事は私に一任されていたはずです。それが何故！」

　咲夜の口から次々に不満の言葉が飛び出る。

　彼かの女じよはわずか十八歳さいにして一族の若手の中でも腕利きと評判をとっている。

　別段その事を鼻にかけて天狗になったつもりはないが、内心誇らしく思っていたのは確かだ。

　だが、そんな自分が仕事を失敗した上に捕らわれの身になった。

　それだけでも腹立たしいのに、その場に一族の長老の一人である祖父が姿を現したのだ。

　一族の長老の一人として現場に出てくる事が無い厳翁がその場に出向いたという事は、咲夜の実力を長老衆は疑いの目で見ていると言う事に他ならない。

　自他共に咲夜は実力を認められていると思っていただけに、彼女の心は屈辱で張り裂けそうだった。

　その上、祖父は勝手に自分と咲夜を御子柴亮真に仕える事にしてしまった。

　怒りを持つなと言う方が無理であろう。

　しかし、咲夜は激昂するあまり、一つ大切な事を忘れていた。

　血の繋つながった祖父とはいえ咲夜と厳翁、二人の間には絶対的な身分の差がある。

　何いずれは祖父の跡を継いで長老衆の一人になるとはいえ、それはまだまだ何十年も先の事、今は唯ただ腕が立つ下げ忍にんの一人に過ぎない。

　その長老に文句を言うのだから、余程頭に血が上っていると言える。

（こやつ、まだまだ心の修行が足りぬ……この程度の事で激昂するとは……だが、まぁ良い、久方ぶりに我ら一族の主となれるかもしれぬ人間を見つける事が出来たのだ。今回は見逃してやるとするかのう……）

　怒りの冷めやらぬ咲夜に冷たい視線を向けながら厳翁は心の中で呟いた。

　普ふ段だんなら咲夜のこのような物言いを許す厳翁では無い。身分の上下こそが伊賀崎の家を五百年の長きにわたってまとめてきたのだから。だが彼は今、すこぶる機嫌が良かった。

　咲夜を殺す事を選ばない程度には。

「貴様、誰だれに口を利きいている」

　その場の空気が殺気に満ちる。

　厳翁の目が糸のように細まり咲夜の顔に突き刺さる。

　咲夜の背が氷水を浴びせられたように冷気が走り、膝ひざから崩れる。

（殺される……ハッ！　私……は何を……）

　自分の言動が如何いかに身分を弁わきまえぬ言葉だったかを悟り、咲夜の心が一気に冷める。

　長老衆は老いぼれの養老院ではない。

　確かに彼らは暗殺などの依頼を受ける事は無い。

　だが、それは彼らが弱者であるという事の証あかしではないのだ。

　彼らは人生の殆どを汚れ仕事に従事してきた。

　そして齢よわい六十を数えるまで生き残ってきた生え抜きの猛も者さである。

　腕利きとはいえ僅わずか十八歳でしかない咲夜とは、命のやり取りをした経験の量が圧倒的なまでに違ちがう。

　叩たたき付けられた殺気が咲夜を現実へと引き戻す。

「も……申し訳ありません。弁えぬ発言でございました」

　咲夜は謝罪の言葉を絞り出すだけで精せい一いつ杯ぱいになった。

「よい……」

　厳翁は足元にひれ伏ふした孫娘から視線を外した。

「まぁ、お主の言い分も分からぬではない。確かに、仕事を請け負った以上は責任があるのはたしかじゃ……だがな、あの方を殺すのは惜おしい」

　咲夜は恐る恐る問い返す。

「利用価値があると？　……しかしそれでは契約が……」

　暗殺者にとって契約は非常に重い。

　信用の無い物に暗殺の依頼など来る訳が無いからだ。

　ましてや、暗殺対象に勝手に仕えるなど許される筈もない。

　一族の死活問題になりかねないのだ。

　だが、咲夜の抗議を厳翁は鼻で笑った。

「くだらん。契約など所しよ詮せんは気休めにすぎぬ！　お主もわが一族が受けてきた屈辱は嫌いやという程ほどに知っておろうに！　お前は本当にあのゲルハルトとかいう貴族が、我らに約束した報ほう酬しゆうを払うと思っておるのか？」

　厳翁の言葉に咲夜は抗弁の言葉を無くした。

　契約前では調子の良い事を並べながら、いざ仕事が終われば報酬の支払いを渋るのは当たり前。

　悪あく辣らつな人間なら兵を出して殺しに掛かる。

　咲夜もまた過去に幾いく度ども依頼人から裏切られてきている。

　ましてや、ケチと評判高いゲルハルト公こう爵しやくである。

　今回提示してきた金額はかなり高額ではあるが、それがまともに払われるかどうかは、また別の問題なのだ。

「ですが……それでは我らに依頼してくる人間が今後減るのでは……？」

「構わん、別にこの国で仕事が出来なくなろうとも困りはせん。所詮ワシらは漂泊の民。別の国で仕事をすれば良いだけよ。ワシらの腕を欲しがる国はどこにでもあるしのぅ。それよりワシはあの男が気に入ったのじゃ……ひょっとするとあ奴やつならば……」

　厳翁は其処で言葉を切った。

（まだ咲夜には言えんな……それに長老衆に報告もせねばならんし……しかしあの男……ただのお人好しなら期待外れだが、ワシが感じたあの男の器量……もし、過ちではないのならばわしらの放浪は終わるかもしれん……）

　厳翁は心の中で呟くと今日の出来事を思い出す。

　咲夜が捕らえられた時、厳翁は孫娘の死を覚かく悟ごした。

　一族の中でも腕利きである咲夜が相当な手練れと報告して来た相手である。

　長老衆としても、ただ命令を与あたえるだけというわけには行かなかった。

　だから祖父である厳翁が保険として出張ってきたのだ。

　咲夜の実力を確認するのと共に、もし彼女が暗殺に失敗したその時は、厳翁自らの手で任務を遂すい行こうする為に。

　だが祖父の色目を抜きにして見ても咲夜の行動は大したものだった。

　身軽さ、気配の消し方、覚悟の決め方。

　どれもが十分に一流の水準を誇ほこっていた。

　相手が悪かった。

　悪すぎたと言ってよい。

　長く修練を積んだ分、厳翁の夜目は咲夜よりも利く。

　上に張られた天幕の一部を切り裂いて作った覗き穴から、厳翁は亮真の策の一部始終を見ていたのだ。

（寝台の上に鎧よろいを着せた死体を置いて自らは鎧を着込んで置物のように座すわっているとはな……）

　亮真は天幕の隅に置いてある鎧を着込んで置物のように座っていた。

　ただそれだけの事だが、天幕内に明かりが無ければ十分に侵入者を騙す事が出来る。

　そして寝台の上に鎧を着せた死体を置いて咲夜が来るのを待つ。

　まさか寝ている人間が鎧を着込んでいるなどとは思いもしない咲夜は、振ふり下ろした刀が鎧に弾はじかれ一瞬の隙すきを作ってしまった。

　隙を作った人間の急所を打つなど、御子柴亮真にとっては容易い事だっただろう。

　厳翁は亮真の策に関心するしかなかった。

「あの、お爺様……何故あの男に仕えるのです？」

　黙りこんで思案に耽ふける厳翁へ咲夜が声をかけた。

　咲夜としてもこの点だけは祖父の怒りを覚悟してでも聞かなくてはならない。

「ワシら一族の放浪が終わるかも知れないからだ」

「え?!」

　厳翁の言葉に咲夜は驚おどろきを隠せなかった。

　彼らの一族は五百年の長きに渡りこの世界を放浪してきた。

　それが終わりを告げるかもしれないという。

「それはどういう事ですか……？」

「お前はまだ知らなくてよい……あくまでも可能性に過ぎぬのだからな……さて、話はもうよいか？　御屋形様より貰った期限は二日だからな。もう行かねば間に合わなくなるぞ」

　厳翁はそう言うと北に向けて森の中を進みだした。

　一族が今隠れ暮らしているのはイラクリオンの北に二十キロ程ほど離はなれた所にある森の中だ。

　亮真から貰った猶予は二日である。

　鍛きたえ抜かれた身体能力を優すぐれる二人と言えど、二日の期限内で往復した上に、長老衆への報告を済ませるとなればかなりギリギリの日程である。

「はい」

　咲夜は頷うなずくと厳翁の背を追って走り出した。




「一体どういうおつもりだ厳翁殿どの。そもそも咲夜が使命を果たせぬ時は厳翁殿が代わりに遂行するという手て筈はずだったではないか！　それを勝手に中止し暗殺の対象に仕える約束をしてくるとは一体何をお考えか！」

　長老の一人が怒ど鳴なり声ごえを張り上げた。

　それも当然と言えよう。

　祖父の横に座らされた咲夜としても、彼が言う糾弾の正当性は認めざるを得ない。

「そ……それは……」

　だが咲夜としても言いたい事はある。

　少なくとも彼女は任務の遂行を諦めるつもりは無かったのだ。

　長老の一人である祖父に従ってやむなくそうなっただけの事。

　咲夜は説明しようと口を開きかける。

　しかし、別の長老が咲夜の言葉を打ち消した。

「黙だまれ。貴様になど聞いてはおらん……だいたい貴様が暗殺を失敗しなければこのような事は起こらなかったのだぞ！　下げ忍にんの中では腕利きと聞いていたが、期待外れも良いところだ。おめおめと生きて帰ってくるのだからな。第一、貴様は誰の許しを得てこの場に居おるのだ？」

　粗そ末まつな板張りの小屋に怒ど声せいが響ひびく。

　本来この場に居る事が出来るのは、伊賀崎一族の行く末を決める五人の長老のみである。

　たとえ厳翁の孫娘であっても、所詮は下忍でしかない咲夜が居て良い場所ではないのだ。

　だが当事者である以上、居ない訳にもいかない。

　少なくともきちんとした報告をしなければならない。

　矢や継つぎ早ばやに繰り出される怒声。

「大体貴様は……」

　咲夜としては何とか黙って申し訳の機会を窺うしかない。

　だが、そんな咲夜を見かねたのか、成り行きを見守っていた残りの長老が口を開いた。

「まぁまぁ竜りゆう斎さい殿、そう声を荒らげんでも。咲夜にしてみれば、厳翁殿の命令に従っただけ。下忍なら当然の事でしょうよ、それを責めるのは酷というものでしょうよ」

　一人は皺しわ皺しわの顔に白しら髪がを後ろで束ね、あずき色の小こ袖そでに身を包んだ老ろう婆ば。

　その言葉に、その隣となりに座る老婆が頷く。

「ほんにお梅様の言われるとおりだわ……それに厳翁殿がただ気まぐれでそのような事をしたとは思えん。何か理由があるならそれを聞くのが先では無いかぇ？　どうじゃ甚じん内ない殿？」

　そう言うと、老婆が周囲を見回す。

　糸の様に細められた瞼まぶたの間から放たれた鋭するどい眼光。

　その目に射すくめられ、怒声を挙げていた老人が、いらだたしそうに腰こしを下ろした。

　怒声を上げた長老を宥めてくれたのは、お梅とお冴さえという女の長老である。

　厳翁を含ふくめてお梅とお冴、そして竜斎と甚内と言う名の五人が一族を統すべる長老衆であった。

　不満はあっても同じ長老からの取りなしである。

　怒声を上げた竜斎も咲夜を責めた甚内も矛ほこを収めるしかない。

　とはいえ、お梅もお冴も厳翁の肩かたを持つつもりはないらしい。

「しかしのぅ、厳翁殿。竜斎殿と甚内殿がお怒りになるのも当然の事じゃ……納なつ得とくのいく理由を聞かせてもらわんとのぅ」

　お梅はそう言うと鋭い視線を厳翁へ向けた。

「それはそうじゃ。ただ単に気まぐれを起こしたわけではないでしょうからのぅ」

　お梅に同調してお冴も厳翁の方に顔を向ける。

　彼かの女じよ達たちはあくまでも中立。

　二人としては、頭から話を聞かないで感情だけで対立するという事を避さけたいだけで、決して厳翁の行動を黙認しようとしている訳ではないのだ。

　だが、そんな周囲の冷たい視線とは裏腹に、厳翁はゆっくりと口を開く。

「あの男は初代様達が求めておいでの男かもしれん……少なくとも、確かにワシはその可能性を奴の中に見た」

　厳翁の言葉にその場の空気が凍りつく。

「厳翁殿……それは……」

「馬鹿な……」

　長老達の顔に驚愕の色が浮かんだ。

「それは本当ですか？　……厳翁殿」

「それが真まことなら……我らは……いかん！　その方をすぐにお迎えせねば！」

　竜斎の言葉に甚内が頷く。

　普段冷静な長老衆が狼ろう狽ばいする様をみて、咲夜は驚きを隠せなかった。

「止めよ！　……可能性と言ったはずじゃ」

「「しかし！」」

　厳翁の制止に竜斎と甚内は揃って抗議の声を上げる。

　今までとは全く逆の物言い。

　だが、甚内にせよ竜斎にせよ、それだけ厳翁の放った一言は大きな意味を持っているのだ。

「くどい！」

　厳翁は声を荒らげた。

「まぁ待ちなされ、厳翁殿とて可能性の話をされておるにすぎぬ……まぁ、我らとてお二人と同じ気持ちではあるが……」

　そう言って甚内達を宥なだめると、お梅は厳翁の方へと顔を向けた。

「時にその者が初代様方と同じ日ノ本の民なのは間違いないのかのぅ？」

「我らと同じく黒くろ髪かみに黒眼、肌はだは黄色い。それに咲夜の事を日本人と呼びおった……あの男が日ノ本の民なのは間違い無い」

「そうかい、ならば血に関しては問題ないようだねぇ……後はその男の資質と心か……まぁ、すぐに結論の出るような話ではないだろうけどねぇ」

　お梅の問いに答える厳翁の言葉を聞いてお冴は一人小さく呟く。

「お梅殿、お冴殿、やはりここは直すぐにでもその方をお迎えして確かめた方が良いのではないか？　何かあってからでは手て遅おくれとなるかもしれぬ」

「竜斎殿の言う通りじゃ。たしかその方はゲルハルト公爵と戦の最中の筈。我らが仕事を放棄したとて、ゲルハルト公爵が他の刺客を雇やとわぬとも限らぬ。もし何かあれば如何いかが致す？　わが一族の宿願を果たす機会が再び遠のくのじゃぞ？」

　竜斎と甚内の二人は積極派な人間のようである。

　それに対しお梅とお冴の女性陣じんは慎重派なようだ。

「なぁに、そう急ぐ事も無かろうて。初代様方が望まれる男ならば、必ずや自らの力で生き残るはずじゃ」

「ほんに……五百年も待ったのじゃ……一族にお迎えするのはその方の資質を確かめた後でも良かろうて……」

　長老衆五人の内三人までが慎重論を唱える以上、竜斎と甚内の二人にしても異論の余地は無い。

「まずはワシと咲夜の二人であの方に仕えてみる事にする。なぁに、あの方の器がはっきりするのにそれほど時間は掛かかるまいて。まぁ、長くてもゲルハルト公爵との戦が終わるまでには見み極きわめがつく事だろうて……如何じゃ皆みなの衆。ワシにしばらく時を貸してはくれぬかのぉ？」

　厳翁の目が周囲を見回す。

「厳翁殿がそう言われるのならば私に異存はないのぉ」

「お梅殿と同じじゃあ」

　厳翁の言葉にお梅とお冴の二人が賛成すればもう決まったようなものだ。

　そんな中、甚内が再び口を開く。

「まぁ、厳翁殿がその方の器量を見極めてからと言うならそれでもええ。だが、本当に咲夜と二人だけでええのか？　それこそ一族の若い者をみんな付けたってええんだぞ？」

「わしも甚内殿に賛成じゃ。戦場では何が起こるかわからん！　数はおった方がええのと違うか？　厳翁殿」

　竜斎と甚内は厳翁に遺恨がある訳ではない。

　純粋に二人と亮真の事を心配して提案をしているのだ。

　それを分かっているからこそ、厳翁も無下な断り方はしない。

「いや……事の経けい緯いを考えればあの方がワシらを信じる道理がない。無断で若い衆を連れていけば勘かん繰ぐられるのが落ちじゃ。それにあくまでもこの話は可能性があると言うだけの事、若い衆に話すのはまだ早いじゃろうて」

　その言葉に、お梅が小さく頷く。

「確かにそうじゃなぁ。いきなり大人数で押おし掛けたところで警戒されてしまうのがオチよ」

「ほんにほんに、お梅殿の言う通りじゃぁ。ここはまず、厳翁殿にはその方へしっかりと仕えてもらい、少しずつ信しん頼らいを得る事が肝かん要ようよ」

　その言葉に甚内が深く頷くと、傍かたわらの竜斎へと視線を向ける。

「それも道理じゃな……どうじゃ竜斎。それでええか？」

　そこまで言われれば竜斎としても反論の余地はない。

「どうやらわしが短慮だった様じゃ。どうも初代様の待ち望まれた男と聞いてかっとなってしまったようじゃなぁ」

　そう言って髪かみを掻かきながら苦笑いを浮うかべる竜斎に厳翁が穏おだやかな笑えみを浮かべて頷いた。

「まぁ、それも仕方なき事。我が一族の悲願が成就するかどうかという話じゃからなぁ」

　とその時、小屋の扉とびらを誰かが叩く音がした。

「誰じゃ？　今は大事な話をしておる最中じゃぞ！」

　そう言うと、甚内が素す早ばやく立ち上がり、小屋の扉に手をかけた。

「なんじゃ、小次郎か……血相を変えてどうした？」

　目の前で息も絶え絶えな中年男の顔を見て、甚内の表情が変わる。

「実は、頭へ早さつ急きゆうにお耳に入れたい事が……」

　余よ程ほどに重大な話なのか、そう言うと小次郎は甚内の耳元へと口を近づけた。

「うん……うむ、うむ……なんじゃと！　御神刀が鳴いているだと！」

　甚内の口から驚きの声が漏もれる。

　忍びとしてはあるまじき失態。

　だが、その場にいる誰もが甚内を咎とがめる事はなかった。

　彼かれらはただ沈ちん黙もくするしかなかったのだ。甚内の口から放たれた言葉を噛み締めながら。




　伊賀崎厳翁が長老衆と語らっていた日から数日後の事。

　御子柴亮真は陣の奥おくに設置された己おのれの天幕の中で、厳翁より渡された一振りの刀に心を奪うばわれていた。

　別に名刀という訳ではない。

　そもそも、名刀という分野の大部分は、刀そのものの質もさることながら、それを所有していた人間の歴史、いわゆる由来という物が大きく関係していた。

　例えば天てん下か五ご剣けんとして名高い童どう子じ切きり安やす綱つなには、源氏の武者である渡辺綱がこの刀を使い鬼の手を切り落としたという伝承が残っている。

　まぁ、この話の真偽はさておいて、世に名高き名刀にはそういった伝説や曰くがあるものだ。

　だが、残念な事に亮真の手に握にぎられた刀にはそんな来歴はない。

　そういう意味では名刀とは言えない訳だが、亮真としても仮にそんな名刀を貰っても恐れ多くて使いにくいというのが正直なところだ。

（美術的な価値は低い。だが、武器として使うならこいつは最高だ）

　長さは二尺三寸程。センチで表せばおおよそ七十センチほどといったところだろうか。

　反りは刀身の中央部が最も反った一いつ般ぱん的てきな物。

　徒かち戦いくさに使われた打刀と呼ばれる形の刀だ。

　戦場での使用を前提としている為ためか、鍔つばや柄つかの部分も遊びのない薩さつ摩ま拵こしらえに似た武骨なもので、刃は普ふ通つうの二倍はあろうかという厚み。

　普通なら竹を使う目釘には折れにくい鋼が用いられ、柄は汗あせで滑りやすい絹ではなく、何かの獣けものの皮を用いた物。

　まぁ、実用一辺倒の人切包丁といったところであろうか。

「亮真様……本当に信用して宜しいのですか？」

　刀に魅了された主へ、ローラは恐る恐る問いかけた。

　正直に言ってこれほど機嫌の良い亮真を見るのはローラにとっても数える程しかない。

　だから、あまり換言めいた事を言いたくはないのだが、その一方で、亮真の態度はあまりにも普段と違い過ぎた。

「あぁ？　……厳翁達の事か？」

　そう言いながら亮真は手に握っている刀を抜ぬき放つ。

　床に敷かれた毛布の上に座った状態でいながら、刃が空を切きり裂さく。

「どうだ？　良い輝きをしていると思わないか？」

　亮真はローラの問いには答えずに刀の輝きに見入っていた。

「亮真様！」

「なんだ？　そんなに不満か？」

　亮真はローラの剣けん幕まくに辟易としながらも尋たずねるしかなかった。

「はい……彼らは亮真様を暗殺に来た暗殺者ですよ？　何時裏切るか分かったものでは……」

　それは当然考えておくべき可能性。

　伊賀崎厳翁とその孫娘の言葉を信じるに足る根拠などどこにもないのだから。

　しかし、そんな当然の指し摘てきを受けても、亮真は悠ゆう然ぜんとした笑みを浮かべたままだ。

「そんな事は初めから分かり切ってただろう？　最初から泳がせるつもりだったんだし……まぁ、多少予定は狂くるったけどな」

「そんな事を言って！　本音はその刀ですか!?」

　ローラの目がつり上がり、厳翁が亮真へ献上した刀へと突き刺さる。

「まぁ、無関係じゃないな。確かに」

　亮真は悪びれずに認めた。

　ごまかしても仕方のない話題だからだ。

「だが、あいつらはちゃんと期日内で帰ってきただろう？」

　亮真にそう言われればローラとしてもこれ以上強くは言えない。

　何しろ、首しゆ脳のう陣じんの中で亮真だけが信じていたのだ。厳翁達たちが帰ってくる事。

　あの夜、一族の人間に状じよう況きようを報告したいので陣を空けたいと申し出た厳翁と咲夜の願いを、亮真は快く承知した。

　ローラやサーラはもとより、リオネやボルツも激しく抗議したが亮真は耳を貸さなかった。

　あの時、亮真には厳翁達が本当に自分へ仕える気なのかどうかは分からなかったが、少なくとも彼らがこのまま何処かへ逃走する可能性だけは無いと分かっていたからだ。

　暗殺を諦めたのなら当然の事、諦めていない場合であっても、標的である亮真の傍そばにいた方が都合が良いのは間違いないからだ。
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「それはそうですが……」

　亮真の言葉を聞いてもローラの顔は不満の色を浮かべたままだった。

　それも致いたし方かたないのかもしれない。

　マルフィスト姉妹は亮真と半年近く行動を共にする中で、亮真に対しての忠誠心をより篤くしていた。

　だが、それは単純に亮真へ盲もう従じゆうするという事には繋がらない。

　彼女達は自らの意思で考え行動する。

　亮真の意思は尊重するし彼の害になるような事は決してしないが、姉妹は諫かん言げんや忠告を積極的に行うようにしている。

　御子柴亮真と言う人間が、強く賢かしこい人間であっても無敵の英えい雄ゆうでは無い事を二人が理解していたからだ。

（嫌きらわれてもいい。疎うとまれたって構わない……亮真様の意識の盲点を指摘してさしあげる事が私達の役割）

　そう、彼女達は自らに課しているのだ。

　そして、亮真もまた彼女達姉妹の心を理解していた。

　だからこそ亮真は彼女達姉妹を信頼しているのだ。

「まぁ、ローラの懸け念ねんは理解できるし、それは正しい懸念だと思う。ただ、俺おれは別に連中を信頼している訳じゃあない。言葉通りの意味で俺が信頼できる手駒はお前達だけだ……それは理解しているな？」

　亮真の問いにローラは頷いた。

　自らの置かれた状況が決して楽観視出来る状況では無い事を、ローラもサーラも十分に理解している。

　そういう意味から言えば、少しでも使えそうな駒を手に入れるのは間違った判断ではない。

「ですが……信用出来ないというのなら、あの者達とて同じではないでしょうか？」

　ルピス王女から預けられた騎き士しと主を殺しに来た暗殺者。

　どちらも信頼は出来ない。

　だが、ローラの目から見れば、まだルピス王女から預けられた騎士達の方が信用できるように思える。

　それは、咲夜と厳翁に陣屋の中を案内している為、この場を離はなれているサーラも同じ意見だった。

　信用できないのは同じだが、騎士はルピス王女の命令が無ければ亮真を害そうとはしない筈だ。

　だが、自分達の主である亮真はローラとは全く逆の懸念を抱いている様に見える。

　厳翁達の方が騎士よりも信用できると言わんばかりなのだ。

「同じだよ、ただローラ……お前は一つ勘かん違ちがいをしている……まぁそれはいいか。宿題にしておいてやるから分かったら言いに来な」

「宿題……ですか？」

「あぁ、サーラやリオネとかと一緒に考えてみると良い……あぁ、ボルツはダメな。あれは意味を知ってそうだからな」

　亮真は最近ローラ達に考える力を付けさせるためにこんな事を言うようになった。

　手駒の数が少ない以上、一つ一つの駒が持つ力を上げていくしかない。

　亮真の行動の理由を考えさせることは、考える力を付けるとともに御子柴亮真と言う人間の理解にも繋がる一石二鳥の学習方法なのだ。

　そして人生経験の長いボルツは流石さすがに知ち恵えが回る。

　現場指揮官として優秀だから引き抜くことは出来ないが、亮真としてはマルフィスト姉妹と同じく傍について意見を貰いたいとすら思っていた。

「分かりました……でも本当にその刀が理由なんじゃないんですか？」

ローラの目が再び亮真の手に注がれる。

「はぁ……そんなに信用ないんかね？　俺って……流石にこんな刀一本貰ったからって信用する程単純じゃないぜ？」

　亮真はやれやれと首を振る。

　だが、ローラの追撃は止まらない。

　天幕の隅に立てかけられた槍やりを見てローラの嫌味が炸さく裂れつする。

「確かあの槍もあの者達からの献上品だったはずでは？」

　その槍は今までローラが目にした事の無い形状をしていた。

　西方大陸で一般的に使われている槍は、剣の刀身のようにまっすぐな穂ほ先さきが付いたものが殆ほとんどだ。

　一部、斧おの槍やりと呼ばれる槍の穂先の横に斧おのの刃を取り付けたような武器もあるが、あまり一般的とは言えない。

　だが、刀身の左右共に鉤かぎが付いている十文字槍など見た事がない。

　それに良く見れば柄の部分に何やら鉄製の管が被さっているように見えた。

「アぁ……まぁ確かにその十じゆう文もん字じ管くだ槍やりも貰ったけどな……でも物を貰ったからって信用したんじゃないぞ？　本当だぞ」

　亮真の言い訳がましい言葉にローラはこみ上げる笑いを抑えるのが精いっぱいだった。

　念を押して言い訳をすればするほどドつぼに嵌はまるというやつだ。

「まぁ結構です。亮真様が考えられた末での決断ならば私達に異存はありません」

　そう言うとローラは亮真へ頭を下げ天幕を後にする。

　ローラとしても、もう亮真へ言うべき言葉は無い。

　最悪、亮真が騙だまされたとしてもローラ達は既すでに覚悟している。

　自らの身を盾たてにしてでも亮真の身を守る事を。

「怒らせたかな？」

　天幕に一人残された亮真は呟つぶやいた。

　最近気が付いた事だが、ローラやサーラは何処どことなく従妹の飛鳥あすかに似ている。

　亮真に意見を言う時などそっくりだ。

「良いか……貰った物に魅せられてるのは事実だしな……」

　実際、厳翁が献上した刀は予想以上に良い物だった。

　圧重ねと言わせる通常以上の厚みを持った刀身。

　戦場で使うのに適した長さ。

　そして物を貰った事以上に嬉しいのが、日常の手入れや使った後の研ぎなおしを厳翁が請け負ってくれた事だ。

　亮真自身は日常の手入れならともかく、欠けた刃を埋うめるための研ぎ直しの技術は持っていない。

　そして、研ぎの技術に関してはどうしても専門の技術者が必要なのだ。

　実際に刃物を使うと刃は欠けるし、人を斬ればその油と血で鋭さが落ちる。

　刀の柄は滑らないように柄つか糸いとと呼ばれる糸が巻かれているのだが、人を斬れば柄糸まで血が垂れる。

　その血が柄糸を腐らせるのだ。

　美術品としての価値を求めているのではないので、刃紋の美しさや鍔の細工などはどうでもいいが、切れ味の落ちた刀を持って戦場に行けない。

　そうなると、手入れが出来ない刀と言うのは武器としては失格と言う事になる。

　その問題を厳翁が解決してくれるのだから、亮真としては感謝する他にない。

「態々条件にしただけの価値はあったか……」

　厳翁の願いを聞いたとき、交換条件として亮真が出したのがこの刀の献上である。

　咲夜の持っていた刀を見て思いついたことだったが、想像以上に上等な物を献上してくれた。

「まぁ、だからと言って信じた訳じゃないけどな……」

　刀と槍を献上してくれた事自体は感謝している。

　亮真が祖父から仕込まれた兵ひよう法ほうは刀や槍を使う。

　大地世界の槍や剣で応用できなくはないが、やはり手に馴染んだ刀や十文字管槍の方が戦いやすいのだ。

　とは言っても、物をくれたからと言って厳翁を信じる程、亮真は甘あまくはない。

「伊賀崎厳翁にその孫娘、咲夜か……楯たて岡おかの道どう順じゆんの血けつ縁えんかねぇ」

　江戸時代に書かれた万ばん川せん集しゆう海かいと呼ばれる書しよ籍せきがある。

　伊賀に存在した三つの上じよう忍にんの家の一つと言われる藤ふじ林ばやし家の人間が書いた忍術書だが、この中には、戦国時代末期に各地で活躍したと言われる伊賀流の忍びの名前が記き載さいされていた。

　下しも柘つ植げノ小こ猿ざるに音おと羽わノ城き戸ど。それら当時達人と目された忍びの名が連なる中に、楯岡の道順こと伊賀崎道順の名が存在している。

　厳翁は自分を伊賀流だとは言わなかったが、伊賀崎という特とく徴ちよう的な苗字から考えて、この伊賀崎道順とは縁戚関係があると考えてよい。

　伊賀流の忍者は特に幼少の頃ころより厳しい修練を積む事で有名であり、その腕うで前まえには定評がある。

　信頼関係さえ築く事が出来れば、まさに拾い物と言えるだろう。

（まぁ、後はゲルハルト公爵との決戦が終わるまで、余計な事を起こさないように祈いのるか……問題は例の策がどれくらい効いてくるかだな……）

　切り札の水みず攻ぜめを使った今、いま仕掛けている策の成果がこの戦の勝敗を左右してくる。

（ケイルを撃退して五日……予想以上にゲルハルト公爵側に動きが見られない……俺の策が効いてのことか、それとも何か裏があるのか……どちらにしろルピス王女の到とう着ちやくまで後二日……決戦はもう直ぐか……）

　普段と変わらぬ夕日が、ゆっくりと地平線に沈しずんでいく。

（さぁて、どうなりますかねぇ）

　亮真は神を信じない。

　だが、今は何かに祈りたかった。

　これから起こるゲルハルト公爵との戦の勝利を……




「編成は済んだのか!?」

　ゲルハルト公爵の執しつ務む室しつに彼の怒声が今日も響き渡わたる。

　ケイルが大敗した後、ゲルハルト公爵は貴族派の全てに動員令を発していた。

　もともとイラクリオンに集めていた三万程に加え、自分の領地で出兵の準備をしていた貴族派の面々に檄げきを飛ばし、集結させようとしたのだ。

　厳命した期日は二日。

　だが、貴族達の集まりは思った以上に悪い。

　いや、問題は貴族達だけではなかった。

「いえ。それが予想以上に手間取っておりまして……」

　傍に控える側近の一人がゲルハルト公爵の怒りが頭上に降り注ぐ事を覚悟して報告する。

「バカな！　何を悠ゆう長ちようにやっておるのだ。命令を発して既に三日が過ぎるのだぞ？　貴族共を脅しても構わん。明日中には兵をまとめてイラクリオンに入れと伝えるのだ！」

「それが……問題は貴族の方々だけではありませんので……」

　副官は必死で食い下がった。

　中途半端に命令を受けて実行できなければ自分が責任を負わなければならない。

　無理な物は無理と主に伝えなければ自分の首が飛びかねないのだ。

「どういう事だ！　何が問題なのだ！」

　ゲルハルト公爵の言葉に副官は恐おそる恐る問題を説明する。

　それはゲルハルト公爵の予想をはるかに超こえる深刻な問題だった。

（一体どうなっている！　何故なぜ農民共が戦を嫌がるのだ！　討った敵の装備は取り放題だと約束しているのに！）

　副官の状況説明を受けたゲルハルト公爵は彼らを全て追い出し、執務室の椅い子すに深々と腰こし掛かけていた。

（いや……原因は分かっている。あの男の所為せいだ……）

　ゲルハルト公爵の脳のう裏りに御子柴亮真の名前が浮かぶ。

　副官から受けた説明はこうだ。

　ゲルハルト公爵の総兵力はケイルが六千の損害を出した為、現在は六万弱といったところである。

　これはゲルハルト公爵が直接治める領地と、自らが盟主である貴族派の全ての農民を徴ちよう兵へいした数となる。

　此処ここで問題となるのは、イラクリオンには六万の兵力を維い持じするだけの生産能力が無い事だ。

　いや、おそらくどの都市でも恒久的に六万の兵力を張り付ける事は出来ない。

　まぁ、オルトメア帝てい国こく程ほどに大きな国はまた違ってくるが、少なくともローゼリア国内の都市では無理である。

　つまり、六万の兵力全てを使う事が出来るのは、限られた短期間のみと言う事になる。

　そして今、ゲルハルト公爵はわずか二千の兵である亮真を攻せめる為に総動員令を発した。

　これはルピス王女が亮真の造った橋頭堡を使ってイラクリオンへと押し寄せてくると考えられる為でもある。

　どうせルピス王女と総力戦をやるならば目の前に居る目め障ざわりな亮真を先に叩き潰つぶしたいと考えるのは自然だ。

　だから発令した動員令だがその効果が上がらない。

　理由は農民達の間で交わされる噂うわさである。

　それはイラクリオンを中心に周辺の農村や貴族派の領地にまで其の広がりを見せていた。

（ケイルの愚おろか者ものが！　此処でもワシの邪じや魔まをするのか！）

　ゲルハルト公爵は心の中で毒づいた。

　もし目の前にケイルが居ればその手で斬り殺しかねない。

　それほどの怒いかりだ。

　亮真の謀った水攻めによって八千名の内六千もの命が消えた。

　その事実が誇こ張ちようされイラクリオンとその周辺の村々を駆け巡めぐっていた。

「おい！　知ってるか？　ケイル様が負けたんだってよ！」

「あぁ。なんでも敵の四倍近い兵力で負けたって話だろ？」

「らしい……なんでも指揮した軍の殆どが殺されたらしいぞ？」

「おぉ、おっかねぇ……」

「なぁ？　敵の指揮官の名前って知っているか？」

「あぁ……なんでも御子柴亮真って言う名前の血も涙もない悪あく魔まらしいぞ！」

「なんだそりゃ！　悪魔だって？　バカらしい！」

「バカ！　そんな事を軽々しく言うもんじゃねぇ！　なんでもそいつはテーベ河を氾濫させて兵を溺死させたんだって言うぞ！」

「本当かよ？　……法術を使ったって無理だろう……それは？　いや、そもそも人間にそんな事できるのか？」

「だから悪魔だって言うんじゃないか！」

　そんな根も葉も無いような噂が無責任に広がっていく。

　亮真が聞けば笑ってしまうような噂だが、農民達にとっては笑えない。

　なぜなら、その悪魔が自分達の敵なのだから。

「おい……それってやばくないか？」

「あぁ。敵には情け容よう赦しやないって言うしな……」

「捕ほ虜りよも皆殺しにあったって聞いたぞ？」

　事実と嘘うそが一つの虚像となって亮真のイメージを悪魔に変えていく。

　そんな噂が流れる中での動員令である。

　余程の命知らずでもない限り、自分から兵に志願する人間はいない。

　結果、ゲルハルト公爵のもとに集まったのは総動員の命令を掛けたにも拘かかわらず三万程であった。

「糞くそっ！」

　ゲルハルト公爵の口から恨うらみの言葉が飛び出した。

　状況はゲルハルト公爵の予想を超えて悪くなっていく。

　副官には騎士を農村部に派は遣けんして強制的に兵をかき集めてくるように厳命したのだが、予定の六万と言う数字はとても集まらないだろう。

「五万がいいところか……いや、今の状況ではこれでも甘い見積もりだな……最悪、五万を切りかねないか……」

　あまりに無理強いをすれば村を棄てて逃にげ出しかねない。

　それほどまでに御子柴亮真という名前への恐きよう怖ふが蔓まん延えんしていた。

　兵の質という点ではルピス王女率いる騎き士し団だんには到とう底てい敵わない。

　どうしても兵数で勝負するしかない。

　だがその肝心の兵が集まらないのだ。

「まさか……これがすべて敵の策ではないだろうな……？」

　ゲルハルト公爵の脳裏に不吉な仮定が浮かぶ。

　ケイルが負けた事自体は忌々しいが事実だ。

　だが、何故これほどまでに詳細な内容が市民に流布しているのか。

　あまりにもゲルハルト公爵にとって不利な状況である。

　偶ぐう然ぜんならば神を絞殺したくなる。

　だが、もし必然ならば？

　八千の兵を阻はばむだけではなく、もっと大きな視点で策を施ほどこしていたとしたら？

　単純に敵兵を溺死させる事が目的ではなかったとしたら？

　そして、今回の噂を流した人間が御子柴亮真だったとしたら？

「いや……あり得ぬ……そんな事は断じて！　……それではまるで千里眼を持つ本物の悪魔では無いか！」

　ゲルハルト公爵は必死で脳裏に浮かんだ恐怖を振り払はらう。

　だが、彼の心は確実に御子柴亮真と言う人間への恐怖を持った。

　そしてそれが後に御子柴亮真の運命を変える事になる。







第四章　足掻く者達







「須す藤どう……頼たのむ知ち恵えを貸してくれ……」

　夕日に赤く染まったイラクリオンの城の一室でゲルハルト公こう爵しやくはフードで顔を覆おおった男に頭を下げた。

「公爵様、お顔を上げて下さい。私の様な人間に貴方あなた様さまの様な高貴なお方が頭を下げるなど……恐れ多い事でございます」

　フードの奥から礼れい儀ぎに沿った返礼が聞こえてきた。

　もっとも、男の口調は慇いん懃ぎん無ぶ礼れいともいえたが。

「頼む！　私にはもうお主しか頼れる人間がおらんのだ！」

　普ふ段だんのゲルハルト公爵からは考えられないほどの低姿勢である。

　だが須藤はフードの奥に隠かくされた顔に嘲ちよう笑しようを浮かべていた。

　何故これほどまでにゲルハルト公爵が低姿勢なのか、その理由を彼は既に知っていたからだ。

　話はこの日の午前中に戻もどる。




「では、貴様は私に貴族派の軍の全権を受け渡せと言うのか。何を血迷っているのだホドラム！　正気なのか貴様」

　目を真っ赤に血走らせたゲルハルト公爵の怒ど号ごうが室内に響き渡る。

　普段見せる皮肉交じりの怒りではない。本気の殺意に満ちた怒りがゲルハルト公爵の体から陽かげ炎ろうの様に立ち上っていた。

　もっとも、その怒りは至し極ごく当然。

　アーレベルク将軍の要求はそれほどまでに荒唐無稽とも言える物だった。

　だが、当のアーレベルク将軍本人に焦あせりの色はない。

　居候の分際で傲ごう岸がん無ぶ礼れいにも権力の根幹である軍の指揮権をよこせとゲルハルト公爵へ言い放ったくせに、彼の目は水面の様に静かだ。

「勿もち論ろんです。あなた方が指揮すれば勝てるものも勝てなくなる。それがお分かりになりませんか？　ゲルハルト公爵閣下」

「貴様！　落ち延びてきた分際で何を偉そうに！」

　今後の方針を決めるはずの会議は今やゲルハルト公爵とアーレベルク将軍、両者の主導権争いの場と化していた。

「しかし、私が指揮をとれば間ま違ちがいなく勝てるのですぞ？　失礼ながらゲルハルト公爵は指揮ができる人材をお持ちではないようだ。ならば非才ながら私が指揮をとる方がよろしいのでは？」

　初めゲルハルト公爵は指揮権の一部をアーレベルク将軍に与あたえる事で、上手うまく利用しようと考えていた。だがアーレベルク将軍にしてみれば、態々実戦経験の無い人間を頭にする必要はない。

　自らが指揮するほうが効率が良いからだ。

　会議開始早々にアーレベルク将軍がゲルハルト公爵の提案を蹴ったことにより、会議は紛糾している。

「何を言われる！　ゲルハルト公爵の配下には歴戦の勇士も多い！　アーレベルク将軍殿どのに指揮をお任せする必要などない！」

「ほう？　そのような強者が居るとは初耳ですな……何と言ったか？　四倍の兵を誇ほこりながら敗れた……そうそうケイルとかいう騎士の名なら耳にした事があるのですが」

　アーレベルク将軍の顔に侮ぶ蔑べつの色が浮かぶ。

　アーレベルク将軍に言い返した副官はアーレベルク将軍の言葉を聞いて返答に詰まってしまった。

　事実としてケイル以上の指揮官をゲルハルト公爵が持っていない為だ。

「そっそれは……」

「第一！　私はそのような能力もない人間を軍の指揮官に任命したという事実が、ゲルハルト公爵閣下ご自身の能力をも表していると考えているのですがね？」

「な！」

「無礼な！」

　アーレベルク将軍の傍若無人とも言える発言を聞き、ゲルハルト公爵の副官達は色めきたった。

「ほう？　事実を指摘されて怒りを表すとは、器が知れますなぁ？　ゲルハルト公爵閣下！」

　アーレベルク将軍の口調が完全にゲルハルト公爵を馬ば鹿かにしている。

　慇懃無礼？

　いや。完全に無礼としか言いようのない状況だった。

「貴様……何を考えている……？」

　ゲルハルト公爵はアーレベルク将軍に尋ねた。

（何故だ？　なぜこれほどまでに強気に出られる？　……奴やつの指揮下には騎士が二千ほど居るだけだぞ？　こちらは編成中とはいえ二万は居る……それがなぜ？）

　確かに御み子こ柴しば亮りよう真まの所為で状況が芳しくない事は事実だが、アーレベルク将軍がこれほどまでに強きよう硬こうな姿勢を見せる根拠がゲルハルト公爵には理解できなかった。

「私はこの度の戦に勝つ事を望んでいます。ただ勝つために必要な事を主張しているにすぎません」

（そんな事はわしも理解しておる……だが、それが全てでは無かろう！）

　公平に見てアーレベルク将軍の主張は正しい。

　指揮能力という観点のみで見ればアーレベルク将軍に比ひ肩けんする人材は見当たらない。

だが……

「私はアーレベルク将軍の意見に賛同いたします！」

　ゲルハルト公爵の葛かつ藤とうは部屋の片隅に居た一人の男によって破られる。

「「「な！」」」

　その場に居た全員の視線が其の男へと向けられる。

「聞こえませんでしたか？　ならばもう一度言いましょう！　私はアーレベルク将軍へ全ての指揮権を委任するべきだと申し上げたのです！」

　会議の場は水を打ったように静まりかえった。

　誰だれもがあまりの事に声一つ立てる事が出来なかった。

「どういうつもりだ……？　貴様裏切るのか。ケイル！」

　ゲルハルト公爵の声が低く冷たくなる。

　よりにも寄ってアーレベルク将軍に口実を与えたケイルが賛同を示したのだ。

　これで怒りを抑おさえろという方が無理である。

「何をおっしゃいます！　閣下！　私は己の責務に最善を尽つくしているだけで御座います！」

「なん……だと？」

　居直りともとれるケイルの言葉にゲルハルト公爵は絶句した。

「そもそも、私がゲルハルト公爵様に仕えているのは軍事の才を見込まれての事！　私はゲルハルト公爵様がこの戦に勝つために最善を尽くす義務があるのです！」

　此処でケイルは言葉を切ると会議室に居る貴族達を見まわした。

「ですから私でも勝てない相手に勝つ為には、私以上に経験豊富な指揮官に全権を与え指揮して頂くしか道が無いのです！」

「ケ……ケイル……貴様！」

　ゲルハルト公爵はケイルの狙ねらいが読めた。

（こやつ……先手を打ってホドラムに取り入るつもりか！　しまった……こいつなどこの会議に出席させるべきではなかった！）

　ゲルハルト公爵の信用が先の敗戦で失われている事を悟ったケイルが自己保身に走ったのだ。

　迂闊と言えば迂闊である。

　ゲルハルト公爵は先の敗戦報告をケイルから受けた時に、ケイルを切り捨てる事を決断していた。

　だがそれをケイルが自覚しているとは思いもよらなかった。

　使えるだけ使ってやろうというゲルハルト公爵の欲がケイルに逆転の機会を与えてしまったのだ。

（糞！　なぜケイルを此処に呼んだのだ！）

　ゲルハルト公爵の視線が隣となりに座すわる副官に突つき刺さる。

　だが、これはゲルハルト公爵が悪いのである。

　彼は副官がケイルの処罰を進言した際に、後ですると処分を保留にしている。

　しかし、此処でケイルの権限を凍結するという命令を出していないのだ。

　するとどうなるか。

　ケイルの扱あつかいは処罰が前提とはいえ以前と同じ待遇だという事だ。

　とすればアーレベルク将軍との今後の方針に関して相談するという重要な会合の場に、ケイルを出席させない訳にはいかなくなる。

「ほぉ！　貴殿がケイル殿か！　……いや、噂とはあてにならないものだ！　これほど状況判断に優すぐれている方とは思いもしなかった！」

「過分なお褒めを頂き恐きよう悦えつに存じます」

　先程までケイルの事を罵ば倒とうしていたはずの口が今度は全く逆の言葉を吐はく。

　ケイルもアーレベルク将軍が先程まで罵倒していたのを聞いているはずなのに気にする様子もない。

「成程……ケイル殿がそうおっしゃるのならば私も賛同するしかありませんな！」

「な！」

「馬鹿な……！　アーデルハイド伯はく爵しやく！　何をおっしゃるのです？」

　ゲルハルト公こう爵しやく側の人間がまた一人賛同を示した。

　副官の顔が真っ青に変わっている。

　それも当然だろう。

　貴族派の第二位。

　つまり、長年ゲルハルト公爵を支えてきた右腕がアーレベルク将軍の意見に賛同したのだから。

「申し訳ありませんな。ゲルハルト公……悪く思わんで下さい。私どもは家臣に責任があるのです……このまま座して死を待つわけにはいかないのです」

　如何いかにも苦く渋じゆうの選せん択たくをしましたと言った口調だが、ゲルハルト公爵は騙されなかった。

　長年ローゼリア王国を食い物にしてきたのだ。

　家臣？

　そんな殊勝な心があるわけがないとゲルハルト公爵は見切っている。

　だが、好々爺といった顔でさも申し訳ないという顔をされれば周りの人間はそれに騙されてしまう。

（これは……もう駄だ目めだ……）

　敵意と怒りが心を支配する一方で、ゲルハルト公爵の脳は冷れい徹てつに現状を把は握あくしていた。

　貴族派第二位の実力者であるアーデルハイド伯爵がアーレベルク将軍に賛同してしまえば、もうゲルハルト公爵の意見などゴミ屑同然である。

　事実堰せきを切ったように貴族派の面々が次々とアーレベルク将軍の意見に賛意を示す。

「意見は出そろったようですな。では、私が兵の全てを指揮させていただく！」

　アーレベルク将軍のこの言葉で会議は終しゆう了りようしてしまった。

　茫然と椅子に腰こしかけるゲルハルト公爵唯一人を残して。




「頼む。須藤！　……わしはその方しか頼る人間がおらんのだ！　……頼む！」

　ゲルハルト公爵の嘆願を須藤は冷めた目で見ていた。

　自らの嘆願を黙殺する須藤にゲルハルト公爵は必至で縋すがった。

　ケイルかアーレベルク将軍か？

　どちらの策かは分からないが、午前中の会議の結果、ゲルハルト公爵が自らの派は閥ばつを乗っ取られた事だけははっきりとしている。

　ゲルハルト公爵にしてみればルピス王女の援えん軍ぐんが迫せまっている事を自覚しているだけに、切羽詰まっているのだ。

（これがローゼリア王国の宰相だった男か……権力闘とう争そうに敗れればタダのゴミにしかすぎんな……）

　須藤の心にゲルハルト公爵を侮蔑する思いが浮うかんだ。

（権力者といえど、権力の座から落ちればただの人か……まぁその辺は政治家も同じだからな）

　だが須藤の任務を達成する為にはゲルハルト公爵を見捨てるわけにはいかない。

　少なくとも今は。

（帝てい国こくからの命令ではザルーダ侵しん攻こうまで後半年程……まぁ、最悪こいつさえ生かしておけばまた策を施す余地はあるか……）

「ご安心くださいゲルハルト公爵様。私は貴方様のお力になりますよ」

　須藤は彼のローブを握りしめるゲルハルト公爵の手を優やさしく包んだ。

「おぉ！　本当か？　本当に助力して下さるのか?!　……だが……わしの置かれた状況は……」

　普段の高圧的な様子は微み塵じんもない。

　靴を舐めろと命じたら本当に舐めかねない程の卑屈さだ。

「大だい丈じよう夫ぶです。私に策が御座います」

「何！　この状況を打開できるというのか！」

　だが、ゲルハルト公爵の口調は一いつ瞬しゆんでもとに戻る。

　結局のところ彼かれが卑屈さを演じたのも、高圧的な態度を取らなかったのも演技に過ぎないという事だ。

　だが、須藤はゲルハルト公爵の態度を気になどしなかった。

「まぁ、とはいっても閣下にも相応の負担をして頂くことになりますがね？」

　須藤の言葉にゲルハルト公爵の顔が曇る。

「負担か……金か？　権力か？　……まさかわしの首というのではないだろうな？」

（こいつは……この期に及んでもまだ欲が抜けないのか）

　須藤は貴族と言う人種の汚さと欲深さに内心呆あきれながら首を振ふった。

「首は大丈夫でしょう。ただし金と権力は諦めて頂くより他にどうしようもありませんな」

「馬鹿な！　……それでは意味が無いではないか！」

「いえいえ、そうではありません。諦めると言っても対処出来ない訳ではありません」

　須藤の言葉にゲルハルト公爵の顔つきが変わった。

「どういう事だ？」

「現状、ゲルハルト公爵閣下が打てる手は多くありません。アーレベルク将軍に兵の指揮権を奪うばわれてしまいましたからね」

「分かり切った事は言わんでよい！」

　須藤の言葉にゲルハルト公爵は声を荒らげた。

　傷口に塩を擦すり込まれたような物なのだろう。

「ですがそれはある意味幸運ともいえます」

「何だと？　どういう意味だ!?　ホドラムに指揮権を奪われ何が幸運だ！」

「正直に言って敵の指揮官は相当なキレ者です。はっきり言ってこちらに勝ち目はないでしょう」

「何だと！　貴様！」

　須藤のあまりの言葉にゲルハルト公爵は睨にらみ殺してくれるといった視線を向ける。

「お聞きください」

　須藤の声は変わらない。

　だが、雰囲気が明らかに変わる。

　冷たく鋭するどく、叩たたきつけるような殺気。

　ゲルハルト公爵に向かって叩きつけられたそれは、彼の心を正常に戻す。

「す……すまぬ……」

　ゲルハルト公爵の口から謝罪の言葉が漏もれる。

「では説明を続けさせて頂きます。私も半信半疑でしたが、ケイル殿を討ち払った水攻めはかなりの物です。その後の情報操作も的確と言えます」

「情報操作？　……例の噂のことか？」

「えぇ。間違いなくアレは敵の指揮官の策です」

「やはり……そうか……」

　ゲルハルト公爵も理解したようだ。

「それほどまでに綿密な策が練れる人間にアーレベルク将軍が勝てるとお思いですか？　……予想ですが敵にはまだ奥おくの手てがあるはずですよ？」

「本当か!?」

「えぇ。私なら少なくとも手を緩めるようなことは致しません」

　須藤のフードに隠された顔が笑ったようにゲルハルト公爵は感じた。

「ならばどうする!?　ホドラムに忠告でもしてやるのか!?」

　誰もが考え付くであろう提案をゲルハルト公爵はした。

　落ち着いて考えればそんな事をしてもゲルハルト公爵の立場を良くする事には繋がらないと分かるはずなのだが、どうやらそこまで意識が回らなかったらしい。

　須藤は首を横に振って否定した。

「それでは意味がありません。それよりもそれを利用するのです」

「利用？　どうするのだ」

「このままアーレベルク将軍に何も言わずルピス王女の軍に負けてもらいます」

「馬鹿な！　それでは何もかもが終わってしまうではないか！」

　ラディーネ王女を擁よう立りつしているという大義名分があるとはいえ、ルピス王女から見れば今回の戦いくさは反乱でしかない。

　ゲルハルト公爵は其の首しゆ謀ぼう者しやである。

　ルピス王女との戦に負ければ責任を取らされることは間違いない。

　だが、須藤は再び首を振った。

「それでいいのです。全ての責任をアーレベルク将軍に押おし付けてしまうのです」

「何だと！」

「せっかく主導権を奪われたのです。この状じよう況きようを最大限に利用しましょう」

　須藤の顔に酷こく薄はくな笑えみが浮かんだようにゲルハルト公爵は感じた。

「だが……そんな事が可能なのか？　そもそも責任を押し付けると言ってもわしが軍を起こした事実は変わるまい……」

「えぇ。ですがその責任は上手く軽減する事が出来ます。ルピス王女としても内乱の首謀者として誰かを処しよ刑けいせねばなりません。通常ならゲルハルト閣下がその標的になりますが……」

「そうか！　今はホドラムが居る！」

「その通りです。首謀者として処刑できる人間が二人なら、交こう渉しよう次し第だいで一名は命を助ける事が出来ます」

「だが……ルピス王女がわしの命を助けてもよいと思うような交渉の札などあるか？」

　反乱の首謀者を助命するほどの物などそうは無い。

　アーレベルク将軍をゲルハルト公爵が捕らえてルピス王女に差し出してもおそらく無理だろう。

　だが、ゲルハルト公爵の苦悩を余所に須藤はあっさりと言い放った。

「あるではありませんか？　地下牢に」

「地下牢？　……地下牢……地下牢！」

　須藤の言葉にゲルハルト公爵はある人間を思い出した。

「だが……あれにそれほどの価値があるのか？」

　確かに須藤の言う交渉道具は思い浮かんだ。

　しかし、ゲルハルト公爵にはそれが自分の命を助けてくれる程に価値があるとは到底思えない。

「なぁに。ご心配なく。ルピス王女は必ず交渉に応じますよ……必ずね」

　フードの奥から須藤の含み笑いが聞こえる。

　ゲルハルト公爵は漠ばく然ぜんとした不安を抱えながら頷うなずくより他に術が無かった。

　彼は今、絶体絶命の危機に瀕ひんしているのだから。

　こうして決戦の日は刻一刻と近づいてゆく。

　その結末を知る者はだれも居なかった。




　ついにルピス王女と交わした約束の七日目の太陽が昇る。

　亮真達たちはテーベ河の畔ほとりに立ち、対岸で煌きらめく槍の穂先へと視線を向けた。

　視線の先には、エレナ率いる第一陣じんが、テーベ河を渡りかけている姿が見える。

「何もなかったですね……」

「あぁ。夜や襲しゆうでもあるかと思ったんだけどな……ゲルハルト公爵がどういうつもりで攻め寄せてこなかったんだか……」

　サーラの問いに、亮真は首を傾げながら答えた。

　予定では、ケイルの軍勢を撃退後にゲルハルト公爵率いる本隊が攻め寄せてくるはずだったのだ。

　だが、敵の本隊はその姿を見せることなく、ルピス王女率いる援軍が到着予定日を迎むかえたのである。

　期限最終日の昨夜は、敵本隊の夜襲の可能性を考え厳戒態勢で警備をしたのに空振りとなってしまった。

「亮真様の流した噂が効果を発揮したのでは？」

「確かにアレは効果的だけど、敵兵をゼロに出来るわけじゃない。多く見積もっても三割ほど削れれば良い方だろうよ」

　サーラの指し摘てきどおり、確かに亮真の流した噂は農民達へ動どう揺ようを与えた。

　だが、いくらなんでもゲルハルト公爵が全く農民を徴兵出来なかったという事はあり得ない。

　武力で脅す。

　金で釣る。

　命令した後にこれらの力を行使すれば、嫌いや々いやでも農民は徴兵に応じる。

　勿論、数は減る事になるだろうが、まったくゼロで誰も集まりませんでしたという事はあり得ないのだ。

　亮真は自分の策略の効果を疑っては居なかったが、同時に過信もしていなかった。

「イラクリオンにまだ動きは無いか？」

「はい、偵てい察さつ部隊が監かん視ししています。もし敵に動きがあればすぐに知らせが来るはずです」

「渡と河か途中で攻こう撃げきを仕し掛かけてくるつもりなら、そろそろイラクリオンを出なければ間に合わない筈はずなんだけどな……」

　サーラの答えに、亮真は首を傾げた。

「そうなると……敵は平原での決戦を望んでいるのでは？」

「決戦ねぇ……？」

　テーベ河の畔に陣を張る亮真達と、ゲルハルト公爵の本ほん拠きよ地ちであるイラクリオンの間には、森林地帯と平原が挟はさまれている。

　特に平原はかなりの面積を誇り、テーベ河の支流を引き入れて小麦などの生産を行っている穀倉地帯が広がる。

　イラクリオンはローゼリア王国の中でもかなり裕福な領地である。

　しかし、其の裕福な土地も、一度戦場となれば全てが灰と化す。

　それなのに現状を分ぶん析せきすれば、ゲルハルト公爵の狙いは決戦という事になる。

　攻撃を加えるのに絶好の機会である渡河途中を逃のがすのであれば、ゲルハルト公爵の狙いは他に考えようがないのだ。

　平原は大軍を指揮するにはうってつけではあるので一概に愚ぐ策さくとは言えないが、今後ローゼリア王国を運営していくという観点で見れば大きな損害を出してしまう。

　亮真としてはかなり違い和わ感かんを覚える話だ。

（どうにも胡う散さん臭くさい？　というかチグハグな感じを受けるんだよな……まるで誰かが今回の戦を裏で操っている感じが……）

　亮真は状況を整理していくうちに何者かの作さく為いを感じた。

（だが……ゲルハルト公爵を勝たせようって感じじゃない……いや逆に負けさせようとしているように感じる……どういう事だ？）

「亮真様？」

　亮真の顔を覗き込むようにサーラは声をかけた。

「あぁ……悪い、ちょっと考え事をな……」

「いえ、お邪魔でしたら席を外しますが？」

「なぁに、ちょっとした物だから気にするな……それより、サーラは籠ろう城じよう戦せんの可能性は考えていないのか？」

　サーラの言葉をはぐらかすように亮真は話題を変えた。

（今は其処まで考える必要はない……か。こっちが不利にならないなら放って置く方が良いな……）

　胸の中でそんな損得勘かん定じようが働いている事を隠し、亮真はサーラへ問いかける。

「籠城戦ですか？　……可能性はほとんどないと思います」

　亮真はサーラの回答を聞いて思わず笑みが浮かんだ。

　ちなみに亮真はゲルハルト公爵がイラクリオンに籠城する可能性を全く考慮していなかった。

　何故ならイラクリオンの都市規模から考えて、市民の他に数万人もの兵力を維い持じするだけの兵ひよう糧ろうが無い事を見み抜ぬいていたからだ。

　つまり兵力を集めてもそれを維持するだけの力が無いのだ。

　持って半月がいいところだろうと亮真は見ていた。

「本来持つ兵力だけではイラクリオンに籠城してもルピス王女の軍を防ぎきることは難しいでしょうし、防衛が可能な兵数をイラクリオンに入れれば、一月余りで兵糧が尽きる事は目に見えています」

　結局のところ帯に短し襷たすきに長しなのだ。

　最大兵力まで集めなければ籠城は難しい。

　だが、集めれば兵糧が足りなくなる。

　結局ゲルハルト公爵が選択できるのは最大兵力を短期間にルピス王女へぶつけるしかないのだ。

　もっともそれはルピス王女とて同じことなのだが。

　亮真はサーラの回答に深く頷いた。

　ここ数ヶ月でマルフィスト姉妹の戦術眼はかなり磨かれたと言える。

　それは亮真にとってとても喜ばしい事なのだ。

　彼が生き残る可能性が上がるのだから。

「亮真様！　エレナ様以下三千の騎き士しが渡河されました」

「分かった。エレナさんは俺おれの天幕へ案内して、他は天幕を割り当てて休息して貰もらえ」

　報告に来た騎士へ指示を出すと、亮真はサーラを伴って自らの天幕に戻る。

　全てはこれからが本番なのだから。

「大したものね……これほどの橋頭堡を確保するなんて……」

　エレナが感かん嘆たんの言葉を亮真へかけた。

「大したものじゃなりませんよ」

「謙けん遜そんも時によっては嫌味よ？　少なくとも私には造れないわね。王女殿でん下かもきっと驚かれるでしょう」

　肩かたを竦すくめて謙虚に返事をする亮真へ、エレナは容赦なく称しよう賛さんを浴びせた。

「俺としては叱責されそうで怖こわいんですがね……」

　亮真の言葉を聞いてエレナは不思議そうな顔を浮かべる。

　エレナの見た限り亮真の成果に叱責の余地など見当たらない。

　だが、亮真はある事を気にしていた。

　ミハイル・バナーシュの事を。

　亮真は全てを隠さずにエレナへ報告した。

　少しでも隠しだてをすれば疑いを持たれると思ったからだ。

「そう……ミハイルが……」

「えぇ戦死したかどうかの確かく認にんも出来ていないんですが、少なくとも偵察任務の後に彼の姿を見たものは居ません。彼の死体も含ふくめてですけど……まぁ、命令無視なのはハッキリとしているんですが、ミハイルはルピス王女の側近ですから……」

　エレナの口から呆れとも悲しみともつかないため息が漏れる。

（参ったわね……確かにこれはちょっと問題になるかも……）

　亮真が隠さずミハイルの事に関して報告した事で彼かの女じよは亮真の懸け念ねんを正確に把握した。

　ミハイルは亮真の部下だが、同時にお目付け役だった。

　これは亮真の様な新参者に重要な役割を任せる上で、どうしても必要な役目である。

　兵を預けるルピス王女としては、途中で裏切られるわけにはいかないのだ。
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　だからルピス王女の家臣の中でもメルティナに次いで忠誠の篤あついミハイルを付けたのである。

　それだけミハイルがルピス王女から信しん頼らいされていたという事なのだ。

　それが命令無視での自業自得とはいえ、亮真の指揮下で死んだ。

　生死不明ではあるが聞いた状況ではまず生きてはいない。

　となると、ルピス王女から見れば、亮真の所為で自分の忠臣が死んだ事になる。

　それも、まだ戦の中で死んだと理解してくれればマシだ。

　最悪、亮真が裏で手を回して殺したとすら思いかねない。

「考えすぎだと思います？」

　亮真の問いにエレナは答えに詰まった。

　考えすぎだと笑い飛ばすのは簡単だ。

　だが、現実的に考えて、亮真の懸念は決して考えすぎとは言えない。

「いいえ……でも報告しないわけにはいかないでしょ？」

「そうなんですよねぇ……まぁだからこそエレナさんへ一番初めに話したんですけどね」

　もし、亮真がミハイルを罠わなに嵌はめたとしたら、此処ここに居る千五百の騎き士し達たちは決して亮真の指揮を受け入れないだろう。

　エレナにしてみれば、亮真が橋頭堡を築き、援軍の到とう着ちやくまで持ちこたえた事自体が、亮真の潔白を証明する証あかしだと思える。

　だが、ルピス王女がそれで納なつ得とくするかどうかは賭けである。

　亮真もエレナも、ルピス王女とは付き合いが浅い。

　しかも王女と臣下の間あいだ柄がらである。

　会議などで同席する他に接点は無いと言ってよい。

　ルピス王女がミハイルをお目付け役として寄こしたように、亮真もルピス王女を信用しては居ないのだ。

「まぁ良いわ……私の方から報告するしかないでしょうね……」

　エレナは自分が被る事を決意した。

　いくら正論を振りかざしても、当事者が言えば嘘くさく聞こえてしまう。

　だが、エレナが状況を説明すれば、ルピス王女とて感情的に判断はしないだろう。

「すみません、エレナさん。お願いします」

　亮真は素す早ばやくエレナの意図をくみ取ると、彼女に全てを任せてしまう。

「良いのよ、貴方あなたに此処で潰れて貰もらっては困るんだから……そうねぇ。貴方は陣の再編成を優先させてちょうだい。どうせ誰かがしなければいけない仕事ですからね……今夜の夕食時までには上手く話を付けておきます」

　エレナは亮真へ仕事を割り振った。

　ルピス王女へ亮真が直接報告に行かない理由作りだ。

　長年ローゼリア王国の将軍位について居たのは伊達だてでは無い。

「分かりました……では」

　頭を下げて天幕を出ていく亮真の後ろ姿を見ながらエレナは深いため息をつく。

「さぁて……どう報告したものかしら……いや、ルピス王女に直接するよりメルティナに一度……」

　戦とは直接関係は無いが、もし此処で対応を間違えてルピス王女に変な不信感を持たれれば、亮真の指揮にも影えい響きようが出かねない。

「やっぱりメルティナに報告してからの方がいいわ……」

　そういうとエレナは、第二陣で到着する予定のメルティナを迎えに桟さん橋ばしへと向かった。




「ぅぅぅん……」

　ため息とも嘆なげきともつかない声がメルティナの口から洩もれた。

「だからね、別に亮真君のミスと言うわけではないの」

「いや、それは理解しました……唯ただ……」

「唯なに？」

　メルティナの煮え切らない返事にエレナも語気が強くなる。

「いえ、ミハイルは殿下の警護騎士として幼少から仕えていた人間でして……正直に言って私よりも殿下との繋つながりが深いのです……」

　メルティナの言葉にエレナの顔色が変わる。

　亮真の懸念した通りの展開だからだ。

「やっぱり亮真君を疑う？」

「いえ、それは無いと思います……状況を説明すれば、ルピス殿下は悲しまれたとしても、その怒いかりを御子柴殿どのへぶつける事は無いでしょう……」

　エレナの懸念をメルティナは即座に否定した。

　メルティナとしても今亮真にルピス王女への不信感を強められる訳にはいかない。

　王女側の優勢は全て御子柴亮真の策略に因るのだから。

「なら王女殿下への報告は私がするより貴方に任せた方が良いかしら？」

「はい。この件の報告は私の方から殿下へ致す事にします」

　エレナの問いにメルティナは頷いた。




　夜も更け、ルピス王女率いる二万三千の兵は全てテーベ河の渡河を終了した。

　陣屋の天幕は亮真の指揮によって増設され、新たな住人達を受け入れている。

　そんな新たに増設された天幕の一つにルピス王女は居た。

「ミハイル……」

　王族が眠るには粗そ末まつなベッドに腰を下ろした彼女の口から、ミハイルの名が漏れる。

「ミハイル……私を何時いつまでも守ってくれるのでは無かったの……」

　メルティナからミハイルの生死不明を聞いたルピス王女の脳のう裏りにはミハイルと過ごした幼き日の思い出が浮かび上がる。

　ルピス王女の其の両目から真珠のごとき涙が零こぼれ落ちた。

　メルティナから報告を受けた後、ルピス王女は必死であふれ出る激情を抑え込んだ。

　王女としての責任が、亮真を責める事を拒んだのだ。

　王として公平に見れば亮真の指揮に問題など無い。

　責められるべきは命令を無視し、五百もの損害を出したミハイルである。

　それは理解している。頭では。

　だが、人としての心の部分が其の理性的な判断を否定する。

　結果、ルピス王女は夕食を早々に切り上げ自分の天幕に籠こもったのだ。

　そのまま居れば、亮真へ当たり散らしてしまうかもしれないと自覚したから。

「あぁ……ミハイル……私をお嫁よめさんにしてくれると言ったのに……」

　王族であるルピス王女を一いつ介かいの騎士が娶めとることなど出来ないし、彼女自身もそれを本気で望んでいたわけではない。

　幼少期の戯たわむれに近い口約束。

　だが、普段は頭の片隅に追いやられて思い出す事がない記き憶おくも、こういった状況では次々と浮かび上がってくるものだ。

「私をずっと守ってくれると言ったのに……」

　ルピス王女にとって、メルティナと並びミハイルは最も忠誠の篤あつい信しん頼らいできる家臣である。

　アーレベルク将軍の専横に立ち向かうよう進言したのも彼かれだ。

　同じ女であるメルティナが姉妹なら、ミハイルはルピス王女にとって兄や父親に近い存在ともいえる。

　それを失った悲しみは、実の親であるファルスト二世が崩ほう御ぎよした時よりも深いかもしれない。

　疎そ遠えんであるわけではなかったが、父と娘である前に国王と王女と言う関係であったため、中々肉親の情を育む事が出来なかったのだ。

「ほぅ。思った通りかなり悲しんでおられるようですな。ルピス殿下」

　突とつ然ぜんルピス王女の背後から男の声がした。

「誰!?　刺客?!　……誰かいないの！　誰か！」

　ルピス王女は一瞬の判断で叫さけび声をあげる。

　天幕にどうやって入ってきたかは不明だが、周囲には警護の騎士が居るはずだ。

　彼女の叫びを聞けば直すぐに飛び込んでくるはずだった。

　しかし、幾いくら待っても天幕の入口から警護の騎士が飛び込んでくる様子はない。

「無む駄だですよ殿下。私の法術で皆みなさんには少し眠って頂いていますから」

　男の言葉を聞いて、ルピス王女の脳が状況を把握し始める。

　彼女はベッドに立てかけてあった剣けんを抜き放った。

「刺客じゃないわね……何が目的？」

　言葉と行動がチグハグな気もするが、ルピス王女はまじめだった。

　こんなふうに言葉を掛ける暗殺者は居ない。

　でも、自分に危害を加えないとも限らない。

　男の目的がはっきりとするまで彼女は警戒を緩める気は無かった。

「目的……そうですねぇ。確かに時間もないですし単刀直入に話しますか……ズバリ貴方と取引をしたくてやってきたのですよ」

　男の言葉を聞いてルピス王女の緊きん張ちようが緩む。

「どういうことかしら。そもそも貴方は誰なの。どうやって此処まで来たの？」

　ルピス王女の問いに男はフードで隠した顔をあらわにする。

「申もうし遅おくれました。私は須藤、須藤秋武と申します」

　そう言って須藤は頭を下げる。

　それは敵意の無い証であった。







エピローグ







　ローゼリア王国の内乱が佳か境きように入った頃ころ、西方大陸中央部の支配者であるオルトメア帝国は、来るザルーダ王国侵しん攻こう作戦の準備で官民共に慌あわただしさと活気に満ち溢あふれた日々を送っていた。

（ガイエス・ウォークランドの死をはじめ、色々と予想外の事態が起きたが、とりあえずザルーダ侵攻戦の目め途どはついた……）

　帝都の大通りに店を構える商店。

　ギルド直営の商会としてこの帝都では知らないものがいないほどの勢力を誇ほこる店だ。

　その三階に設けられた己おのれの執しつ務む室しつの窓から、眼下を行きかう人々の様子に目を向けていた菊きく川かわの胸に言い知れぬ苛いら立だちが過よぎる。

（彼らは何も知らずにただ黙々と日々の生活の為ために働いている……愚おろかな事だ。この世界を支配するシステムにただ傅かしずき搾さく取しゆされ続けるのだから）

　この大地世界アースに召しよう喚かんされた人間の殆ほとんどは、この世界を恨うらみながら死んでいった。

　日々の生活に追われる普ふ通つうの人々は知らないのだ。

　家族を奪うばわれ、恋こい人びとを奪われ、己の人生を奪われた人間達の慟どう哭こくを。

　生き残った人間達はそんな彼らの恨みを晴らさなければならない。

　たとえ、どれほどの犠ぎ牲せいを払おうとだ。

　しかし、その一方で菊川の胸中には組織の所業に対して一いち抹まつの不安を感じていない訳でもない。

（私達には権利がある。この世界に対して復ふく讐しゆうするという権利が。だが……彼らを巻き込む事が本当に正しいのだろうか？）

　組織の狙ねらいはただ一つ、この野や蛮ばんで薄うす汚よごれた地じ獄ごくの様な世界を地球人の手で支配し、楽園として作り変える事。

　ただそれのみが、この腐くさった世界で彼らが奪われた物を取り返す事の出来る唯ゆい一いつの手段だった。

　大いなる理想だとは思う。

　そう、己の命と人生を掛けるに足る仕事だ。

　だが、その一方で組織の理想を実現する為には多くの血が流れるだろう。

　敵も、味方も、そして無関係な人々の血も。

「取とり締しまり役やく。今よろしいですか？」

　思考の海に意識を飛ばしていた菊川の意識が、ノックの音で現実へと引き戻される。

「あぁ、構わないよ。何だい？」

　その言葉が部屋に響ひびくのと同時に、秘書として菊川の傍そばに付き従う、浅あさ野の玲れい子こが紙の束をその豊満な胸に抱えながら入ってくる。

「お休みのところ申し訳ありません。ローゼリア王国のメンバーより報告書が届きましたのでお持ちいたしました」

　そう言うと浅野は菊川へ書類を差し出す。

「ローゼリア王国……須す藤どうさんか？」

　ありえない事だとは思うが、念の為ため確かく認にんしてみた菊川の問いに浅野がゆっくりと首を横に振った。

「いえ、弟からです。報告書を書くように命じたのは須藤様の様ですが」

「まぁ、そうだろうな。弟さんも大変だな」

　浅野の答えに菊川は苦笑いを浮かべた。

　本来であれば、責任者の須藤から報告を行うのが筋なのだが、どうにも彼は書類仕事を嫌きらう傾向にある。

　そのしわ寄せをもろに食らうのが、須藤の補ほ佐さ役としてローゼリア王国で活動している浅野の弟だ。

　まぁ、須藤は特に会長とも長い付き合いを誇る最古参の一人であるので、周囲もあまり注意しにくいという側面がある。

（困った方だ……まぁ、仕事は出来る人だからな）

　皮肉屋で、多少ずぼらな部分があるところを除けば、須藤秋武という男は実に優秀な人材と言ってよいだろう。

「問題は何を言ってきたかだな」

　須藤の性格を考えると、内容はものすごく重要かさもなくば、どうでもよい与よ太た話ばなしのどちらかだ。

　だが、浅野の表情を見た限り与太話の線はないらしい。

「それが……少し気になる事を……」

　そう言うと浅野は菊川の持つ書類の一点を指さした。

「ふむ……こいつはまた……」

　白魚の様な指に示された文字。そこには思いも掛かけない男の名が記されていた。

「どうやらルピス・ローゼリアヌスの下についたようです」

　二度と関わり合いになる事はないと思っていた名前。

「御み子こ柴しば亮りよう真ま。何故なぜまた彼が……」

　しかし、菊川の願いも虚むなしく、組織は再び彼と関わり合いを持ってしまったようだ。

（須藤さん……）

　はるか遠いローゼリア王国の空の下、予想外の邪じや魔ま者ものが現れた須藤の為ために、菊川は神へ祈いのる。

　それが、ただの気休めでしかない事を知りながら。







あとがき







　殆どいないとは思いますが、今回初めてウォルテニア戦記を手に取ってくださった皆様はじめまして。一巻・二巻とご購入いただいた読者の方、お久しぶりです。

　作者の保利亮太と申します。




　それではまずあとがきから読まれる方の為に、第三巻の内容と作者が何故こんな話を作ったのかに関してざっと。

　まずは恒例の基本コンセプトについてですが、これは限られた制限時間の中で、多数の敵に対して少数の味方でどのように戦うかという点が最大のポイントでしょう。

　孫子の兵法に限らず、たいていの兵法書において、敵兵より多数の兵力を持つ事が勝利の第一歩と教えられています。

　数は力。

　これは洋の東西を問わず、普遍的なものだと言えます。

　ですが、物語の題材としては往々にしてその逆が広く好まれてきました。

　日本史で有名な桶狭間の戦い。戦国時代の数千しかいない織田家と数万の兵力を誇る今川家とのぶつかり合いであるこの合戦は、多くの日本人の心を未だに掴んで離しません。

　また、映画３００スリーハンドレツトの題材にもなった古代ギリシアとペルシャの間で行われたとされるテルモピュライの戦いには、古代史を知る人々の多くが感動の念を禁じ得ないでしょう。

　前者は読者の皆様もご存知のように織田家が今川家を打ち破り、その後天下取りへと進んでいく訳ですが、残念ながら後者は戦ったスパルタ兵の全滅という形で幕が下ります。

　対照的な結末を迎える両者ですが、どちらも人の心を揺さぶるのは圧倒的な強者に立ち向かう弱者の姿ではないかと作者は思う訳です。

　歴史の常として、どちらもどこまでが事実で、どこまでがフィクションであるかの線引きは非常にあいまいではありますが……

　第三巻のコンセプトとしては、そんな強者に対する弱者の足搔きという点を重視して組み立てています。

　とはいえ、作者のそんな思いとは裏腹に、主人公である御子柴君はいつも通りの態度であまり危機感や悲壮感を感じさせはしないのですが……

　まぁ、人と同じものを書いても仕方ないとは思いますので、これもこの作品の持ち味ということでご理解いただければ幸いです。

　さて、三巻でのもう一つの売りと言えばそうです、ついに忍びが出てきます。

　日本と言えば侍と忍者。それくらい世界で浸透している日本文化の一つでしょう。

　ただ、メジャーな素材だけに扱いを間違えると陳腐にもなってしまうという危険な素材でもあります。

　これをどう異世界と混ぜ合わせて、拒絶反応を抑えるかが作者の腕の見せ所といったところでしょうか。




　最後に、まずは本作品を出版するに際してご助力いただいた関係各位、そしてこの本を手に取ってくださった読者の皆様へ最大限の感謝を。

　今回の出版で以前出したレーベルからの刊行数に並ぶ事が出来ました。

　内容的には少し追い越したといったところです。

　一時は未完のまま埋もれていくかと思われた作品でしたが、順調に出版を続ける事が出来ました。

　それもこれも、再出発をした作者を読者の皆様がお見捨てなくご助力いただけた結果だと思っております。

　四巻目もなるべく早くお届けできるよう頑張りますので、今後もウォルテニア戦記をよろしくお願いいたします。
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